


















































オレと彼女の萌えよペン５








村上 凛





富士見ファンタジア文庫









本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















口絵・本文イラスト　秋奈つかこ


























１









　無事エミリちゃんがアシスタントに戻もどってくれ、『BATTLE IDOL!』のコミックス一巻も発売され、俺と茉まつ莉りの連れん載さいは順調に進んでいた。

　そんな中、さらに俺たちの元に嬉うれしい知らせが舞まい込んできた。




「『バトアイ』のドラマＣＤ化が決まった、って……」




「え…………えぇぇぇぇぇ!?」

　早さ乙おと女めさんと電話中の茉莉の言葉に、俺は驚おどろきのあまり大声を上げた。

「あ～もう、電話中だってのに、うるさい！」

　茉莉は俺を注意すると、また早乙女さんとの電話に戻る。

「ま、マジかよ……ドラマＣＤ化、って……」

「す、すごいじゃないですか！」

　アシスタントの作業中だったエミリちゃんも、驚きを隠かくせない様子でいる。

　やがて、茉莉が早乙女さんとの電話を終えた。

「とらのあなとか、そういうオタクショップで売ってもらえるみたい。声優さんはこれから決めるみたいだけど、希望があれば検討してくれる、って……。勿もち論ろん希望通りに決まるかどうかは分からないみたいだけど……」

　茉莉自身も驚きと動どう揺ようを隠せない様子で俺たちに説明する。

「いや、ドラマＣＤ化ってすごいことだよね!?」

「あ、ああ、当たり前でしょ!?　私の好きな作品も大たい抵てい、ドラマＣＤ化を経てアニメ化したりしてるし……」

「マジでっ!?　じゃあもしかしたら、うまくいけばこのままアニメ化できる可能性も……!?」

「まだ分かんないけど、可能性としては大いにあると思うわっ！」

「やばい、ほんとにすごいじゃないですか！　とりあえずは、ドラマＣＤ化おめでとうございまーすっ！　はい、かんぱーい！」

　エミリちゃんが机にあったコップを持って椅い子すから立ち上がりこちらへ来たので、慌あわてて俺もコップを持ち上げて三人で乾かん杯ぱいした。




『BATTLE IDOL!』がドラマＣＤ化、か……。

　突とつ然ぜんのできごとすぎて、未いまだに実感がわかない。

　つい先日初めてサイン会を開いてもらえて、感激したばかりだが、それからさほど経たたないうちにドラマＣＤ化まで決まるなんて……。

　順調すぎて怖こわくなってくるくらいだ。

　もしかしたら本当に、このドラマＣＤ化に続いてアニメ化、なんてこともありえるんじゃないのか!?

　どうしても、そんな風に期待してしまう。




　それから、俺は声優に詳くわしくないので茉莉が出演を希望する声優を早乙女さんに伝え、半分くらいは希望を通してくれたらしい。

　ドラマＣＤの内容は一巻の最初のエピソードと、書き下ろしショートストーリー一本ということに決まったようで、俺と茉莉でドラマＣＤ用の『BATTLE IDOL!』の新作ショートストーリーのプロットを書き上げた。

　それを元に、シナリオライターの人がシナリオを作ってくれるらしい。




　　　　＊




　そして一ヶ月後。

　十一月下げ旬じゆんの某ぼう日じつ。ついに、『BATTLE IDOL!』のアフレコ収録日がやってきた。

　声優さんの声が自分のイメージとあまりに違ちがったらどうしようとか、脚きやく本ほんを大おお幅はばに変えられてしまっていたらどうしようとか、不安がないわけではなかったが、それよりも期待の方が上回っていた。

　俺たちが作り上げたキャラクターに、声がつくだなんて……まるで夢のようだ。




　俺と茉莉は早乙女さんに連れられて、収録スタジオへとやってきた。

　ドラマＣＤ制作会社の方、スタッフさん方と挨あい拶さつしていると、やがて「おはようございまーす！」と明るく挨拶をしながら、綺き麗れいな女性がスタジオに入ってきた。

「はあっ！　水みず原はらひとみさん！」

　茉莉がそちらを見て目を輝かがやかせる。今回茉莉が、是ぜ非ひヒロインの声優をやって欲しいと懇こん願がんしていた声優さんだ。

　俺は茉莉に教えられて知ったのだが、美しい声と素す晴ばらしい演技力に加え、茉莉好みの『スタイル抜ばつ群ぐん』な女性声優さんである。

「生で見ると一層、理想的な綺麗なお姉さんだわ♡　しかも奇き跡せきのＧカップ！　生で見ると迫はく力りよくすごいぃ～！」

「ちょっ茉莉、聞こえるよ！」

　その後も次から次へと声優さんがスタジオに入ってきて、その度たびに茉莉が感激の声を上げた。

「はああっ、山やま口ぐち望のぞみさん！　本物可愛かわいすぎ～っ！　ああっ、あっちは佐さ藤とう千ち絵えさんっ！」

　俺は元々声優に詳しくなかったが、今回出演が決まった声優さんのことは、事前に茉莉から『あの作品の○○の声担当してた声優さんよ！』と教えてもらっていた。

　元から知っているアニメや、ラブコメの勉強のために茉莉に勧すすめられて見たアニメで知っている声優さんばかりだったので、アニメで声を聞いていた声優さんを生で見て感激してしまう。

　そんな有名な声優さんたちに自分たちのキャラを演じてもらえるだなんて、本当に恵めぐまれてることだよなあ……。

「じゃあ二人とも、挨拶行くわよ」

「えっ、俺たちが挨拶していいんですか!?」

「そりゃあ挨拶するに決まってるでしょ、原作者なんだから」

　早乙女さんに連れられて、俺たちは声優さん方が固まって談だん笑しようしている方へと移動した。

「失礼します。私富ふ士じ見み社しやで『BATTLE IDOL!』の担当編集をしている早乙女と申します。そしてこちらが……」

「はっ、初めまして！　『BATTLE IDOL!』原作者の生い駒こまアギトと申します！　宜よろしくお願いします！」

「初めまして、同じく『BATTLE IDOL!』原作者の霧きり島しま理り人ひとです。宜しくお願いします！」

　茉莉と俺は、名めい刺しを出してペンネームを名乗り声優さん方に挨拶をする。

「初めまして、水原です。今日は宜しくお願いします」

「初めまして、山口です」

　声優さん方も、それぞれ挨拶を返してくれる。

「原作者の方って、こんなにお若い方々だったんですか～！　びっくりです！」

「失礼ですが、今おいくつですか!?」

「えっと、今二人とも高校二年で……」

「高校生～っ!?　その年で漫まん画が家かなんて、すごいですねーっ！」

「コミックス一巻、読ませて頂きましたよ！　すっごく面おも白しろかったです！　あんなに面白い漫画を描かかれていらっしゃる漫画家さんが、こんなにお若い方だなんて！」

　声優さん方はみんな、びっくりするほど気さくに話してくれたので、俺は一層感激した。

「えぇ!?　あ、ありがとうございます！」

「今高校生ってことは、いくつのときにデビューされたんですか？」

「えっと、高一のときで……」

　声優なんてほぼ芸能人だっていうのに、そんなすごい人たちが俺なんかにこんなに愛想良く話しかけてくれるなんて……俺が漫画家だから気を遣つかってくれているということは分かっているが、どうしても嬉しくなってしまう。

　女性声優さんって、声が綺麗なのは勿論、見た目も女優やアイドルみたいに綺麗で、その上みんないい人そうで……なんて素晴らしい方々なんだろう。

「……っ、またデレデレしちゃって……」

「え!?」

　気付けば、茉莉が俺を睨にらみ付けていた。

　なんでだ？　俺、今なんか睨まれるようなことしたか？

「生駒先生も、霧島先生と同い年なんですか？」

「え!?　あ、は、はい……」

「もしかして同じ高校とかなんですか？」

「あ、そ、そうです！」

「すご～い！　まるで『バクメン』みたいじゃないですか～！」

「い、いえそんな……。あ、あの、私今回は、どうしてもヒロインの声を水原さんにやって頂きたくて……だから、本当に嬉しいです！」

「え、そうだったんですか？　作家さんから直々にご指名頂けたなんて、嬉しいです！」

　そこで茉莉が女性声優さんに話しかけられて、茉莉は俺を睨むのをやめて声優さんと緊きん張ちようしつつも嬉しそうに会話し始めた。




　声優さん方と少し談笑した後、スタッフさんから説明があり、ドラマＣＤの収録の準備に入る。

　俺たちの手元にはシナリオが配られており、キャラの名前などの固有名詞の読み方やイントネーションが違うとか、そういった問題があったら教えて下さい、と言われた。




　やがて収録の準備が始まる。

　まずはリハーサルを行うとのことで、先ほどまで明るく話してくれていた声優さん方が、スタジオに入って真しん剣けんな様子で演技を始める。

　声優さんの演技の声を聞いて、俺は感動で鳥とり肌はだが立った。

　自分たちの作り上げたキャラクターに、今目の前で声がついている。

　その上、主人公の声優さんも、ヒロインの声優さんも、他の声優さんも全すべて、俺の中でのキャラクターのイメージにぴったりなのだ。勿論、演技も素晴らしい。

　ふと隣となりを見ると、茉莉も感動した様子で目を輝かせていた。元々好きだった声優さんが目の前で自分のキャラを演じてくれているんだ。茉莉の感動は、きっと俺以上のものだろうと思う。




「はい、お疲つかれ様です」

　監かん督とくの声で、一度演技が中断する。

　その途と端たん、俺たちのいる見学席からわあっ、という歓かん声せいに近い声が上がった。俺たち以外にも、編集さんやドラマＣＤの制作会社のスタッフさん、シナリオライターさんがアフレコの様子を見学しているが、やはりみんな感動している様子だ。

「す、す、すごい！　水原さんの樹じゆ里り亜あ、本当にイメージ通りすぎてやばいわ！」

　茉莉が興奮を抑おさえきれない様子で言う。

「だよね！　俺もすげー思った！　本物すぎる！　しかも声すっごい可愛いし」

「聞いてて耳が幸せすぎるわほんと！　やっぱ生で聞くと一段と萌もえる～っ！　まさか何度もアニメで聞いたあの声を、目の前で聞けるなんて……それも、自分のキャラを演じてもらえるなんて～っ！」

　俺も興奮を抑えられずに、茉莉と二人で思わずはしゃいでしまう。

「えー、それではここでリハをやめて本番に入りたいと思いますが……先生方、何かありますか？」

　監督が振ふり向いて俺たちに尋たずねる。

　先生方……って、俺たちのことか！　普ふ段だん先生なんて滅めつ多たに言われないから新しん鮮せんだ。それも、偉えらい監督の人にそんな呼び方をされるなんて……。

「何か細かいことでも、ご希望でも、何でも言って頂いて構わないんですよ」

「え、ええと……いえ、俺は特に……」

　注文をつけるところなんて一つもないほど、声優さん方の演技は素晴らしかった。

「何でもいいんですか!?　えっと、えっと、それじゃあ……バトル中にヒロイン樹里亜が攻こう撃げきを受けたときの、『ああっ』『キャッ！』『いたっ！』とかこの辺のセリフを……」

　茉莉がシナリオを指差して、勢いよく監督に話し出す。

「も、もう少しエロい言い方に変えてもらってもいいですか!?」

「……えっ!?」

　突とつ然ぜんの茉莉の言葉に、監督や周りのスタッフや編集者、そして俺までぶったまげた。

　茉莉は興奮した様子で監督に必死に訴うつたえている。

「ちょっ茉莉！　一体何を言い出すかと思えば、何変な注文つけてんだよっ!?　すみません！　何でもないです！」

　俺は慌あわてて茉莉の発言を監督に向かって撤てつ回かいした。

　そんな完全に茉莉の個人的な趣しゆ味みでしかない注文が、通るわけないだろ！

「もう少しエロく、ですか……わ、分かりました！　できるだけ頑がん張ばってみます」

「え!?」

　すると、スタジオの中にいる声優さんに茉莉の声が聞こえていたようで、水原さんがそんな返事をしてくれた。

　まさかの返答に驚おどろいてしまう。

「本当ですか!?　ありがとうございます！」

　目を輝かせて礼を言う茉莉。俺は呆あきれて何も言えなかった。

　いくら原作者の注文とはいえ、こんなセクハラじみた無茶ぶりにまで真しん摯しに応こたえてくれるなんて……なんていい人なんだろうか。

「あ、ああっ……！」

　茉莉の無茶な要望に声優さんは本当に応じてくれ、ヒロインが攻撃を受けたときの声が無む駄だにエロくなり、しかもエロい声もめちゃくちゃうまいので、聞いていて思わず赤面してしまう。




　それからも俺と茉莉は、終始興奮状態でドラマＣＤの収録を聞き続けていた。

　俺たちにとって、至福の時間だった。




　改めて、漫画家になって良かった、と思う。

　サイン会の時も思ったけど、今日も心からそう思った。最近は、そう思える出来事ばかりだ。

　一いつ生しよう懸けん命めい漫画を描き続けていれば、こんな幸せなことも起こるんだな。




　だけど、俺たちはアニメ化を目指してるんだから、ここで満足してちゃダメなんだ。

　今日の出来事を糧かてに、もっともっと頑張ろう！




　　　　＊




「いいな～っ！　今をときめく声優さんに生で会えるなんてさっ！　でも本当にどの声優さんも豪ごう華かだよねーっ！」




　数日後。

　学校で俺と茉莉がドラマＣＤ収録日のことをみなせに話すと、案の定みなせは俺たちを羨うらやんだ。

「この声優さんでアニメ化できたらマジ最高だよねっ！」

「……！　ア、アニメ化か……」

　みなせの言葉に、思わず息を吞のむ。

「だってやっぱ、ドラマＣＤ化ときたら次はアニメ化じゃない!?　超ちよう期待してるよーっ！　絶対毎週見るし、ちゃんとブルーレイボックスも買うからねっ！」

「い、いやいや、気が早いって」

「そ、そうよ香こう月づきさん……」

「って二人とも、口では否定してるけどめっちゃニヤけてるよ!?」

「えっ!?」

　みなせに突つっ込まれて、自分が無意識のうちに口元が緩ゆるんでいたことに気づく。

　だってやっぱり、期待せざるを得ないじゃないか。

　茉莉やみなせの言うとおり、今までにドラマＣＤ化した連れん載さい作品はその後アニメ化が決まるパターンが多いのだ。

　勿もち論ろん、ドラマＣＤ化だけしてアニメ化しないってパターンも今までにあるようなので、期待しすぎてはいけないと分かっているのだが……。




　とにかく、重要なのはこれからだ。

　先月の読者アンケートの順位は五位だと早乙女さんから聞いている。実にいい調子だ。

　このまま順位をキープして、あわよくば今以上の順位を取れるようになれたら、アニメ化だってきっと夢じゃないはずだ。




「アニメ化……できるといいね」

「！　ええ……そうね」

　茉莉に声をかけると、茉莉も力強い笑えみで頷うなずいた。

　きっと、俺たちの夢まであと一歩──。

　大事なのはここからだ。気を抜ぬかずに、全力で頑張ろう！







　このときの俺たちは、何もかもが順調に進み、希望に満ちあふれていた。

　だから、この後俺たちの身にあんな試練が待ち受けているだなんて、想像できるはずなかったんだ──。






２









　ドラマＣＤの収録が終わり、全すべてが順調に進んでいたように感じていた、十一月も終わりに差し掛かかったある日。




「えっ……な、何これ!?」




　仕事場にて原げん稿こう作業中、発売前に送られてきた『プリドラ』の来月号を見た茉まつ莉りが、何やら穏おだやかじゃない声を上げた。

「え、どうしたの？」

「あんた、今月号のプリドラ見た？」

「いや、昨日の夜の段階ではまだ届いてなかったから、まだ見てないけど……」

「これ、見て！」

　茉莉が俺に向かって今月号の『プリドラ』を差し出した。

「あ、表紙＆巻頭カラーで新連載始まったんだ、……っ!?」

　表紙をじっくり見て、思わず言葉を詰つまらせる。

　そこには可愛かわいい女の子が笑顔でマイクを持っているイラストがあり、『新連載・SHINE☆STARGIRLS』との文字があった。

　ぱっと見分からなかったが、よく見ると、イラストといい、タイトルといい……これはもしかして、『アイドルもの』漫まん画がなんじゃないのか!?

　俺たちの漫画もバトル要素があるとはいえ、分類するとしたら『アイドルもの』漫画だ。今まで『プリドラ』にアイドルもの漫画は俺たちの漫画一つしかなかった。それなのに……。

「アイドルもの新連載なんて、完全にかぶってるな……」

「それだけじゃないわ。この作者」

　茉莉は表紙にある作者名を指さした。そこには『新しん城じようとおる』とある。

「え、誰だれ？　知り合い？」

「あんた知らないの!?　も～勉強不足なんだから！　他誌でアニメ化もしてる有名作家じゃない！　『私立恋れん愛あい坂ざか学園』とかの作者よ！」

「えぇっ!?　マジで!?」

　イラストと名前を見ただけではピンと来なかったが、作品タイトルを聞いて驚いた。

　アニメ化もしている人気ラブコメ作品で、勉強のために茉莉と一いつ緒しよにアニメのＤＶＤを見たことがある。あまり俺の好みではなく、三話ほどで切ってしまったのだが。

「なんでこの作者が、『プリドラ』に……!?　しかも、なんでアイドルものでかぶせてきてるのよ！」

　茉莉が動どう揺ようし憤ふん慨がいしている気持ちがやっと分かった。

「このタイミングで、人気作家がアイドルものかぶせで新連載だなんて……確実に、俺たちの漫画の人気に影えい響きようするよな」

　俺は今月号のプリドラをパラパラとめくって『SHINE☆STARGIRLS』を読む。

　表紙イラストとタイトルから連想される通りの、紛まがうことなきアイドルもの漫画が繰くり広げられていた。

　さすがベテランなだけあって画力は半はん端ぱじゃないし、その上……昔アニメ『私立恋愛坂学園』を見たときはそれほど面おも白しろいと思わなかったのだが、この『SHINE☆STARGIRLS』はストーリーもとてもよくできていて面白かった。

「やばいね、これ……間ま違ちがいなく『バトアイ』の強力なライバルになってくるね」

「もう既すでに十分脅きよう威いよ！　この作者についてるファン、私たちの何倍も多いんだから。あーもう、どういうことなのよっ!?」

　茉莉は怒いかりに任せておもむろに携けい帯たいでどこかに電話をかけ始める。

「あ、もしもし!?　生い駒こまだけど、早さ乙女おとめさん!?」

　どうやら電話をかけた先は、早乙女さんみたいだ。

「そうよ！　今『プリドラ』見てびっくりして……。どういうことなの!?　……ええ。…………」

　茉莉は電話越ごしに早乙女さんの言葉を納なつ得とくのいかないというような様子で聞いていた。

「な、何よそれ……。そんなこと言われても……」

　やがて、最後まで文句を垂れつつも電話を終える。

「ふんっ……」

「早乙女さん、なんだって？」

「連載会議にかかったとき、早乙女は『アイドルものはプリドラに二つもいらない』って反対したらしいんだけど……新城とおるが自ら、『絶対にこのネタでいきたい、このネタ以外だったらプリドラで描かかない』って言ったらしくて、新城とおるの担当編集がごり押しして、編集長もそれで納得したんだって……。結局、編集部は私たちの漫画のことなんか考えてないのよ！　新城とおるの知名度で『プリドラ』の売り上げ部数を上げられれば、それでいいんだから！」

　茉莉は悔くやしそうに言い放つ。

　そういうこと、だったのか……。

「早乙女は、でも戦うアイドルと普ふ通つうのアイドルじゃ違うし、あなたたちは今まで通り全力で面白いものを描けば読者はついてきてくれるはずだ、『バトアイ』のファンだって既にたくさんいるんだし、とか言って宥なだめてきたけど……私たちの漫画が大きく不利になったことは間違いないわ」

　確かに茉莉の言うとおりだと俺は思った。

　せっかくアンケートも好調で、ドラマＣＤ化もして、アニメ化だって夢じゃないって思えていたこのタイミングで、こんな強力なライバルが現れるだなんて……なんてついてないんだろう。

　早乙女さんの言うことも一理あるだろうが、今までのファンはともかく、新規のファンを獲かく得とくするには間違いなく今までより不利になったと思う。

「それでも……頑がん張ばるしかないよね。俺たちの漫画には、俺たちの漫画の良さがあるんだ。この『SHINE☆STARGIRLS』にだって負けないくらい……」

　ここで挫くじけてしまったり、腐くさってしまったら、それこそ状じよう況きようは悪くなる一方だ、と思った。

「そ、そんなこと……分かってるわよ！」

　茉莉も俺と同じ気持ちだったのか、強い調子で言う。

　それでも、前に進むしかない。自分たちの力を信じて。

　要は、『SHINE☆STARGIRLS』よりも面白い漫画を描き続ければいいんだ。俺と茉莉の二人でだったら、それができるはずだ！




　その月の作業分のネームはもう完成していたが、本当にこのネームで『SHINE☆STARGIRLS』よりも面白いかどうか、今一度茉莉と協議する。

　そこで直した方がいいという点をいくつかピックアップして、その箇か所しよをスキャンして早乙女さんに送った。

『バトアイ』を面白い漫画にするために俺たちにできることは、全てやってやるんだ！




　　　　＊




　一ヶ月後。

　俺と茉莉は仕事場で、『バトアイ』九話目の原稿作業を進めていた。

　締しめ切りまであと約一週間。今日から冬休みに突とつ入にゆうするので、このペースであれば十分に間に合うだろう。

　作画面にもいつも以上に気合いを入れて頑張った。




　そんなある日。

　俺がいつも通り、茉莉の仕事場へ到とう着ちやくして、仕事部屋を開けると……。

「あ、君きみ島じまさん！　メリークリスマース！」

「!?」

　机に向かう茉莉とエミリちゃんの格好を見て、一いつ瞬しゆん固まる。

　二人は、ミニスカサンタの衣い装しように身を包んでいた。

　そうか、そういえば今日って……クリスマスじゃないか。漫画のことで頭がいっぱいですっかり忘れていた。

「仕事でも、気分だけでもクリスマスを味わいたいじゃないですか♪」

「わ、私は、エミリが二着用意したっていうから仕方なく……」

「えー？　またまた～！　生駒先生だって、君島さんが元気になるかもしれませんよ、って言ったら、ノリノリで着たくせに～！」

「なっ!?　ち、違……！」

　エミリちゃんの発言に驚おどろく。

　じゃあ茉莉は、俺を元気づけるためにミニスカサンタの格好を!?　もしそうだとしたら……正直、かなり嬉うれしい。

　先月『SHINE☆STARGIRLS』の連れん載さいが始まってからというもの、俺と茉莉が焦あせっているのはエミリちゃんにも伝わっている。俺たちのそんな様子を見て、エミリちゃんは「そんなに根こん詰つめない方がいいですよ」なんて言ってくれた。

　だから……きっと今回のこれも、エミリちゃんなりに気き遣づかって俺たちに息いき抜ぬきをさせようとしてくれているのだろう、ということがよく分かった。

「ちょっと君島さ～ん、こんなに可愛いミニスカサンタ二人を前に何も言わないなんて、どんだけ気が利きかないんですかー？」

「え!?　あ、ああ……二人ともめちゃくちゃ似合ってるし、可愛いよ！」

「無理矢理褒ほめられても嬉しくないですよ～」

「え!?　いや、無理矢理褒めてるわけじゃ……」

　せっかくのクリスマスに仕事なんだから、せめて気分だけでもクリスマスを味わおうということで、その日は茉莉もエミリちゃんもその姿のまま原げん稿こう作業をするということになる。

　可愛いミニスカサンタ二人と同じ部屋で原稿作業だなんて……いや、ぶっちゃけめちゃくちゃ嬉しいのだが、目のやり場に困ってしまう。

　原稿作業で大変でも、二人のおかげで気分だけでもクリスマスを味わうことができた。




　やがてその日の分の原稿作業を終える。

「お腹なか減った～！　この間買ったお菓か子しってまだ残ってる？」

「ええ、冷蔵庫の隣となりの戸と棚だなに入ってるわよ」

　茉莉に言われて、休きゆう憩けいがてら先日割わり勘かんで買ったお菓子を食べにリビングへ移動する。

「あ……仕事部屋に携帯忘れた」

　お菓子を戸棚から出して食べようとしたところで携帯を置いてきたことに気付き、仕事部屋に携帯を取りに戻もどる。

　俺が仕事部屋の扉とびらを開けると……。

「──っ!?」

「えっ……」

「!?　キャ、キャ──ッ!?」

　仕事部屋では、なんと二人がサンタ衣装から私服に着き替がえている真っ最中だった。

　茉莉の上着を脱ぬいだ赤いチェックのブラジャー、エミリちゃんのスカートを脱いだ薄うすいグリーンのパンツが俺の目に思いっきり飛び込んでくる。

「こんのっエロ泉せんがぁ──っ!?」

「さいてー！　のぞき魔まぁっ！　人間のクズ！」

　慌あわてて扉を閉める俺に、二人が大声で罵ば声せいを浴びせてくる。

「ち、違う！　携帯取りに来ただけで！　まさかここで着替えてるなんて思わないし！」

　今回ばかりは俺悪くないだろ！　と思いつつも、やがて着替えを終えて仕事部屋から出てきた二人が無言で怒りのオーラを醸かもし出しており、震ふるえ上がった。

「す、すみませんでした……でも、決してわざとじゃ……」

「…………。ねえ生駒先生、せっかくクリスマスですしー、クリスマスケーキ食べたくありません？　ブッシュドノエルとかー」

「！　いいわね。コンビニのじゃなくて、駅前のケーキ屋さんのが食べたいわ」

「……！　う、うう……い、行ってきます……」

　それで許してもらえるなら……と、しぶしぶケーキ屋へ向かう俺だった。
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　その五日後。

『バトアイ』九話目の原稿が完成した。

　最後まで丁てい寧ねいに仕上げ、俺も茉莉も納得のいく原稿ができたはずだ。




　原稿が上がった翌日の、大おお晦日みそか。

　締め切り後なのでその日は一日休むことになっていたが、なんとなく俺もエミリちゃんも茉莉の仕事場に集まっていた。

　三人で炬こ燵たつに入ってぼんやりとテレビを見ながら、俺は今後の漫まん画がのことなんかを考えていたら、気付けばテレビの中で除じよ夜やの鐘かねが鳴っている。

「あ、もう年明けたんですね～。あけましておめでとうございます」

　蜜み柑かんをもそもそ食べながら、エミリちゃんが俺と茉莉に新年の挨あい拶さつをした。

「うん、あけましておめでとう！　今年も宜よろしくね！」

「はいはい、おめでとー」

「せっかくだから、近くの神社に初はつ詣もうで行きましょうよ～！　ほら、お二人の漫画がうまくいくよう祈き願がんしないと。わたしも自分の漫画がうまくいくようお祈いのりしたいですし」

　エミリちゃんが、俺たちにそんな提案をする。

「あー、いいね。この近くに神社ってあるんだっけ？」

「ふーん、神かみ頼だのみねぇ……」

　茉莉はイマイチ乗り気じゃなかったが、なんとか連れ出して、三人で近所の神社へ初詣に出かける。

　家族以外と初詣に行くのなんて何気に初めてで、なんだか楽しくなってきてしまう。




「ちょっ、何よこの行列っ!?」

　神社の前まで到着し、ずらりと並んでいる人の行列を見て茉莉が声を荒あららげる。

「ちょうど年明けたばっかりだからそりゃあ混こむよねー……」

　俺たちは行列の最さい後こう尾びに並んだ。

「こんな列、多分あっという間に終わりますよ～。……くしゅんっ」

　エミリちゃんが、可愛かわいらしいくしゃみをした。

「エミリあんた、なんだってそんな薄着してきたのよ？」

　茉莉に言われてエミリちゃんの服装を見ると……確かに、今日の気温を考えると少々コートが薄手な気がする。マフラーや手て袋ぶくろもしてないし、寒そうだ。

「だってぇ～、持ってる中で一番可愛いコートがこれなんですもん……」

　はあーっと息をはいて両手を温めながら言うエミリちゃんは、本当に寒そうで見ていられない。

「あ……良かったら、これ」

　俺は自分が巻いていたマフラーをエミリちゃんに差し出した。

「えっ!?」

「俺はそんなに寒くないから。……って、こんなダサいマフラーしたくないか」

　差し出してから、エミリちゃんってお洒落しやれなんだから、俺のマフラーなんてしたくないって拒きよ否ひされるかもな、と不安になり、苦く笑しようした。

　エミリちゃんは驚いた様子で少し俺を見た後、俯うつむいてしまう。

「……っ、もう、なんで君島さんは、すぐこういうことを……」

「え？」

　エミリちゃんは俯いたまま、何かを呟つぶやいたが、声が小さすぎて聞き取れない。

　やっぱり、俺のマフラーなんて使いたくないのか……？

「い、いえ……！　その……貸して頂けるなら……ありがたくお借りします」

　だがエミリちゃんはそうに言うと、俺からマフラーを受け取った。なんだか、顔が赤くなっているような気がしたが、寒さのせいだろうか。

　素す直なおに受け取ってくれて良かった……と、内心安あん堵どする。

　エミリちゃんは自分の首にマフラーを巻き付けて、チラッと俺を見ると、

「あ、温かいです……ありがとうございます」

　と、恥はずかしそうに少し微笑ほほえんだ。

　なんだかそんな様子が可愛く見える。

「……あぁ～もう！　この列、いつまで続くのよっ！」

　そこで突とつ然ぜん茉莉が大きめの声で文句を言った。

　なぜか、俺のことを睨にらみ付けている。この行列、俺のせいじゃないんだけど……!?




「やっと次ですね～！」

　二十分程ほど並んだところで俺たちの番がやってきて、それぞれお賽さい銭せんを入れて鈴すずを鳴らして、手を合わせた。

　俺の願い事は勿もち論ろん、連載中の『バトアイ』が、新連載なんかに負けずにもっと人気作になって、アニメ化しますように──。

　願いを心の中で唱えた後、目を開けてふと隣を見ると、エミリちゃんも茉莉もまだ熱心にお祈りしていた。二人とも一体、何を祈っているんだろう。




　お参りを終えて、せっかくだからおみくじでも買おうかということにる。

「やったー、大だい吉きち～！」

　エミリちゃんが、おみくじを開いて嬉しそうに言う。

「！　中吉だ……」

「私も」

　中吉って、悪くはないんだろうけど、パッとしないよなあ。エミリちゃんが羨うらやましい。

　中身を読むと、試練はあるが、耐たえれば未来は明るい……というようなことが書かれていた。

　ということは、『バトアイ』の連載は最終的にはうまくいくということか？　それとも──？

『恋れん愛あい：灯台もと暗し。身近なところに縁えんあり。』

　恋愛、の項こう目もくを読んで、思わずドキッとした。身近なところに縁あり……？

　身近なところって、一体誰だれのことだ？　漫画の相方である茉莉？　アシスタントのエミリちゃん？　幼おさな馴な染じみのみなせ？　はたまた、同期のライバル作家の一いちノ瀬せ白しら雪ゆきか？

「泉、あんたのおみくじも見せて！　ほら、連載がどうなるかは、二人の運を見ないと分からないじゃない」

「あ、うん……じゃあ、茉莉のも見せてよ」

　俺と茉莉はおみくじを交こう換かんする。

「へー、お二人のおみくじ、ほぼ内容同じじゃないですか？」

　エミリちゃんがいつの間にか、俺たちのおみくじを盗ぬすみ見していた。

　エミリちゃんの言う通り、茉莉のおみくじは俺のものとよく似ていた。全体運はほぼ同じで、細かい項目が少し違ちがう。だが、『恋愛』の項目は全く同じだった。

「身近なところに縁あり……」

　エミリちゃんがおみくじを読んだので、俺は再びドキッとしてしまう。茉莉もびくっとして、おみくじから顔を上げた。

「……！」

　そんな茉莉と、一いつ瞬しゆん目が合う。

　俺たちは目が合って、すぐに互たがいに目を逸そらした。

　身近なところ、って……もしかして、茉莉のことか!?

　い、いや、目が合っただけで決めつけるのは早いか……。

「お参りもできたし、おみくじも引けたし、今日はこの辺で帰りましょうか～」

「え!?　ああ、そうだね！」

　大晦日から元旦にかけては一晩中電車が動いているらしいので、その日はそのまま家に帰ることにした。

　念のためエミリちゃんと茉莉をそれぞれ家に送り届けてから、俺も電車に乗って帰路についた。




　　　　＊




　約一週間後。

　冬休みが終わり、今月作業分のネームを描かき上げた俺たちは、富ふ士じ見み社しやにネームの打ち合わせに行く。




「え……十二位、ですか……!?」




　打ち合わせの前に、早乙女さんの口から『プリドラ』一月号の読者アンケートの結果を聞いて、俺はあまりのショックに自分の耳を疑いたくなった。

　ここ最近ずっと、四位、五位あたりの高順位をキープできていたっていうのに、突然こんなに順位が落ちてしまうだなんて……。

『プリドラ』で現在連れん載さい中の作品は二十八本。一気に真ん中くらいまで落ちてしまった。

　勿論、この号の原げん稿こうだって手を抜ぬいたりなんか一いつ切さいしてないし、現在バトル展開中だからバトル面でもしっかりと見せ場があった回だ。それなのにここまで急激に順位が落ちてしまったなんて……。

　間ま違ちがいなく、新連載『SHINE☆STARGIRLS』が大きな原因なんじゃないか、と思った。

　あのおみくじの『試練』って、このことなのか……？

「二人とも、多分同じことを思ってると思うけど……今回は、新連載に票を取られたと思っていいと思うわ」

「早乙女さんも分かってるんじゃない！」

　早乙女さんの言葉に、茉莉がカッとなる。

　早乙女さんは、茉莉の言葉に辛つらそうな表情を浮うかべたように見えた。

「あの、ちなみに『SHINE☆STARGIRLS』の順位は……？」

「……二位よ」

「「……！」」

　早乙女さんの言葉に、俺はなんだか気が遠くなる。

「新連載で表紙＆巻頭カラーは、毎月高順位をマークするから……当然の結果なのよ。来月号からは、お互いにカラーなしで同じ条件で戦えるんだから、『バトアイ』の順位だって戻もどるはずよ」

「そう……ですかね。そうだといいんですけど……」

「ちょっと君島君、そんなに弱気になってどうするのよ！　あんな漫まん画がより俺たちの漫画の方が面おも白しろいんだから、すぐに抜いてやる！　くらいの気持ちでいないと！」

　早乙女さんが俺の肩かたをバシッと叩たたいた。

「……。『SHINE☆STARGIRLS』の新連載を止められなかったことに関しては、あなたたちに悪いことをしたと思ってるわ……」

「……！　早乙女さん……」

　早乙女さんが、申し訳なさそうな表情で呟いた。早乙女さん、責任を感じていたのか……。

「だけど……私は信じてるわ。あなたたちの漫画は、決して『SHINE☆STARGIRLS』に負けてないって！　ジャンルがかぶっていたって、勝てばいい話なんだから！　さ、うじうじしてないで今月の分の打ち合わせ始めるわよ！」

「……！　は、はい！」

「……そうね」

　早乙女さんの言葉に、俺と茉莉は返事をして、それから三人で打ち合わせに入る。

「今回の原稿は、二巻発売月でカラーがもらえるから、順位を上げるチャンスよ！　ちょっと予定より早くなってしまうけど、ここで一気に票を取り返すために、バトルの決着をつけさせましょう！」

「え、もう決着を……？」

「カラーのときに見せ場があった方がいいわ」

「なるほど」

「た、確かに……その通りね！　てこ入れはあんまり好きじゃないけど、この際そんなこと言ってらんないわ！」

　茉莉の言葉を聞いて、彼女の本気度を感じた。頑がん固こな茉莉が、展開の変へん更こうをあっさり受け入れるなんて。

　早乙女さんも、『バトアイ』の人気を挽ばん回かいさせるために懸けん命めいに考えてくれているということが分かった。

　そうだ、とにかく今は、全力で面白い漫画を描くしかないんだ。







　それから二週間が経過し、発売前に送られてきた『プリドラ』三月号を自室で読む。

　まずは、自分たちの漫画『バトアイ』から。

　この月の原稿は、『SHINE☆STARGIRLS』の新連載を受けて焦あせった俺たちが、展開も作画面も力を入れて仕上げた月の原稿だ。

　気合いを入れただけあって、我ながら今回の原稿は客観的に見てもクオリティが高いな、なんて自画自賛してしまう。

　続いて、『SHINE☆STARGIRLS』を読む。

「……。……！」

　読んでいる最中、思わず唾つばを飲んだ。

　悔くやしいけど、三話目も面白い。一話目、二話目が面白いのは偶ぐう然ぜんじゃなかった。

　俺たちの漫画とは違って、バトルなどの要素はない正統派アイドル漫画だが、キャラクター一人一人も魅み力りよく的な上、主人公であるアイドルマネージャーのキャラも良い。

　まだ三話なのに美少女アイドルキャラクターも既すでに五人登場しているっていうところも強みだろう。男性読者が喜ぶ仕し掛かけが細かいところにまで行き届いており、ラブコメ漫画としてとても完成度が高い。

　この漫画は……もしかしたら、悔しいけど、認めたくないけど、俺たちの『バトアイ』より人気が出るんじゃないだろうか？

　いや、気持ちで負けたらダメだろ。と自分に言い聞かせるが、どうにも不安になってしまう。

　それから自分たちの漫画と『SHINE☆STARGIRLS』を何度も読み返す。

　読み返してみても、俺たちの漫画だってちゃんと面白いはずなんだが……。

　そこで、携けい帯たいに着信がある。茉莉からの電話だった。

「もしもし？　『プリドラ』最新号読んだ？」

「うん、今読んでた」

「『SHINE☆STARGIRLS』も読んだ？」

「うん……それで今、やばいなって思ってた」

「……！　私も……。三話目で失速するかと思ったけど、余計面白くなってるわ」

　やっぱり、茉莉もそう感じたんだ……。

「ぶっちゃけ俺は、『バトアイ』より面白いかも……って思った」

「！　あんた、自ら負けを認めるっていうの!?」

「俺だって認めたくないよ！　だけど……仕方ないじゃん。事実から目を逸らすより、認めた上で、勝つ方法を考えないと。茉莉は、俺たちの漫画の方が面白いって思ったの？」

「……っ！　そ、それは……」

　俺の言葉に、茉莉は言葉を詰つまらせてしまう。

　やっぱり茉莉も、俺と同じことを思ったんじゃないだろうか。

　今の俺たちの漫画では負けてる、と……。

「私たちの感覚が正しいのか間違ってるかは、読者アンケートで分かるはずよ……」

「うん……そうだね！」







　二週間後。

　先月掲載分のアンケートの結果を聞いて、俺と茉莉は愕がく然ぜんとした。

「じゅ、十六位!?」

　前回の十二位もびっくりしたが、まさかそこから更さらに四位も順位が落ちてしまうなんて……。

「ええ。『バトアイ』も十分良かったんだけど、『SHINE☆STARGIRLS』の二話も出来が良くて……」

「やっぱり、『SHINE☆STARGIRLS』に票を奪うばわれてるんですね」

「『SHINE☆STARGIRLS』は、何位だったの!?」

「三位よ」

「……っ！」

　もう表紙＆巻頭カラーというお膳立てがないのにも拘かかわらず、一話から順位をほとんど落としていないだなんて……。

「『SHINE☆STARGIRLS』は確かに、よくできてる。アニメ化も経験してる実力のある新城先生が、満を持して昔から温めていた『アイドルもの』漫画を始めたんだもの。面白くて当然なのよ。だけど、あなたたちの漫画にはあなたたちの漫画の良さがある。比べられるものではないわ。そもそも、純じゆん粋すいな『アイドルものラブコメ』漫画と、『アイドルものラブコメバトル』漫画では漫画のジャンルも違ちがうんだから」

　早乙女さんはそう言ってくれたけど、俺にはフォローにしか聞こえない。

「比べられるものではない、って言っても……読者はどうしても比べますよね。同じアイドルもの漫画、として……。だからこそ、それまで順調だった俺たちの漫画の順位が落ちてるんですし」

「……！　ええ……そうね。君島君の言うとおりよ。だけど、先月上げた三月掲載分の原稿は『バトアイ』の二巻が発売する月に掲載される分だから、『バトアイ』が巻中カラーをもらえるわ！　バトルに決着がつく回だし、この回は間違いなくすごく面白い。二人とも、気を落とさないで今月分の原げん稿こうもモチベーションを上げて頑がん張ばって頂ちよう戴だい！」

「……は、はい……」

　俺は早乙女さんの言葉にやっとの思いで返事をした。

「もう、まだ気を落とすには早いわよ！　モチベーションの低下が一番良くないんだから！　さ、打ち合わせするわよ！」

　早乙女さんに元気づけられて、俺たちは三人で今月作業分のネームの打ち合わせをする。

　いつもより長い時間をかけて、遅おそくまでじっくりと話し合った。

　茉莉も早乙女さんも、勿もち論ろん俺も、『バトアイ』をどう展開していったらもっと面白くなるか、『SHINE☆STARGIRLS』を超こえられるかということを真しん剣けんに考えて、いつもより一層熱のこもった打ち合わせになった。




　これが、どうして面白いのか理解できない漫画に人気を奪われたというなら、納なつ得とくはできないかもしれないが、ここまで悔しい気持ちにはならなかったのではないかと思う。

『SHINE☆STARGIRLS』は、本当に完成度の高い漫画だ。よく理解できるからこそ、こんなにも悔しくて、憤いきどおりを感じるのだろう。そして、読者アンケートの結果を知り、当然ながら読者もそう思っているということがよく分かった。

　このままじゃダメだ。もっと気合いを入れて、『SHINE☆STARGIRLS』よりも面白い漫画を描かかないと……今のままじゃ、最悪の結果を招くことになってしまう。







　三月二十日に、『BATTLE IDOL!』の二巻が発売された。

　俺と茉莉は、また一巻のときと同じように、エミリちゃんと三人で秋あき葉は原ばらのオタクショップに様子を見に行く。

　一巻の時よりは扱あつかいが小さいが、それでも平積みになって新刊コーナーの目立つ位置に並んでいた。

　それから茉莉が「どうしても目の前で売れるところを見たい」というので、なるべく怪あやしまれないように俺たちは『プリドラ』コミックスのコーナー付近をうろうろしていた。

　しかし……五分程度経過しても、『BATTLE IDOL!』二巻をレジに持って行く人はおろか、手に取る人もいなかった。

「し、仕方ないって。これ以上いても怪しまれるかもしれないし、もうそろそろ本屋を出よう」

　口ではそう言ったが、それはこれ以上ここにいて俺たちの漫画が売れなかったら、ますます俺も茉莉も凹へこんでしまうだろうと思っての発言だった。




　仕事場に戻もどり、三人で『バトアイ』二巻の感想を読もうと、ネットで検けん索さくする。所謂いわゆる、エゴサーチってやつだ。

　早乙女さんにはあまりしないようにと言われているのだが、どうしても気になるものは気になる。

「一巻のときより反応薄うすいわね……」

「確かに……。ツイッターでもあんまり引っかからないです」

　二人の言葉を聞いて、俺もそれを実感していた。

　一巻のときは、面おも白しろくなかったという感想や、○○のパクリだ、などの発言など、否定的な意見も少しあったものの、それ以上に肯こう定てい的な意見も多く、何にせよずっと反応が大きかった。

　否定的な意見は確かに凹むのだが、それでも、反応が薄いことよりは反応してもらえているだけずっと良かったのだ、ということを改めて実感する。

「これは……思ってた以上にまずい状じよう況きようだわ……」

　茉莉は死ぬんじゃないかってくらい絶望的な表情で呟つぶやいた。

　まだ分からないだろ、と茉莉の言葉を否定して励はげましたかったのだが、俺にはそれができなかった。なぜなら、俺も茉莉と同じ心境だったからだ。

　茉莉を励ます心の余よ裕ゆうすら、今の俺にはなかった。







　春休みを挟はさんで、俺と茉莉は三年に進級した。

『バトアイ』コミックス二巻発売日から二週間が経過した頃ころ。

　いつものように俺たちは、仕事場で茉莉と二人、原稿作業を進めていた。今日はエミリちゃんはアシスタントに入っていない。

　夜の十時を回った頃、インターフォンが鳴った。

「誰だれよ、こんな遅くに……」

「俺、出るよ」

　こんな時間に訪問客なんて、滅めつ多たにない。変質者や強ごう盗とうだったらどうしよう、なんて少し不安に思いながら受話器を取る。

「はい」

「夜分に、ごめんなさいぃ……早乙女ですぅ」

「え、早乙女さん!?」

　びっくりしてすぐに玄げん関かんへ向かう。

　こんな変な時間に来るなんて、一体何事だろう。口調からしておっとりモードのようだが、インターフォンに出た様子がなんだかおかしかった気がする。

　玄関の扉とびらを開けると、そこには早乙女さんが立っていたのだが……。

「君島さぁぁぁんっ！」

「え!?」

　扉を開けた途と端たん、早乙女さんが俺の名を呼びながら俺の肩かたを勢いよくガシッと摑つかんだので、びびった。

　しかも、目には涙なみだを浮うかべている。

「え、え!?　ど、どうしたんですか!?」

　一体どういう状況なんだこれは!?

　茉莉も俺に続いて玄関にやってくる。

「何事なのよ、こんな時間に……。とにかく、一度上がってよ」

「は、はいぃ……」

　茉莉が促うながし、早乙女さんと共にリビングへと移動する。

　なんだか早乙女さん、涙目だし、顔は赤いし、様子がおかしい。これ多分、酒入ってるよな？

　リビングまで来て、茉莉がお茶を出すためか冷蔵庫へ向かおうとすると、




「生駒さんに、君島さん……このヘタレ編集を許して下さいっ！」




　突とつ然ぜん早乙女さんが、その場で勢いよく頭を下げたので驚おどろいた。

「えぇっ!?　ちょ、ちょっと、何なの!?」

「ど、どうしたんですか急に!?　頭を上げて下さいよ！　っていうか、早乙女さん酔よっ払ぱらってません!?」

　やはり、完全に酒が入っているように見える。早乙女さんが酒を飲んで俺たちの元に来るなんて、当然初めてだ。

　こんなに飲んで、しかもいきなり謝るって、一体何が……。




「お二人の連れん載さい、『BATTLE IDOL!』は……コミックス二巻の売り上げを受けて、全三巻で畳たたんで頂くことが決定しました」




「……え!?」

「全三巻……!?　う、打ち切り!?」

　早乙女さんの言葉が、脳内に響ひびく。




　ずっと嫌いやな予感はしていた。『シャイスタ』が始まったときから。

　アンケートの結果を聞いて、コミックス発売直後の様子を見て、その嫌な予感はどんどん大きくなっていった。

　だけどまさか、こんなに早く恐おそれていた事態がやってきてしまうなんて。

　初めて経験した『自分が連載中の漫まん画がの打ち切り』という出来事に、俺は全身の血の気が引いていくような感覚に陥おちいった。

　あまりのショックに、言葉も出てこない。




「今日、編集会議があって……アンケートの結果が下がっただけならまだ三ヶ月は様子を見てもらえるはずだったのに、コミックス二巻の売り上げの一巻からの数字の落ち込み具合を見て、予定より早いけど畳むことにしよう、ということに決まってしまって……」

　早乙女さんは目に涙を溜ためて、俺たちに説明した。

「あと少しだけでいいから様子を見て欲しい、すぐにアンケートの結果も変わるはずだ、って何度も掛かけ合ったのですが、このまま数字の低い作品を続けるより、将来性のある二人にはもっと数字が取れる新作を始めてもらった方がいいんじゃないか、という編集長の判断で……」

　早乙女さんの話を聞いているうちに、少しずつ冷静さを取り戻してきた。

　打ち切りと聞いて、一いつ瞬しゆん編集部を恨うらみたくもなったが……。

　早乙女さんが懸けん命めいに頑張ってくれたということ、そして編集部も俺たちを捨てたわけじゃなく、むしろ俺たちのことを考えて打ち切りを決めたんだということも、なんとなく分かってきた。

　俺は不意に隣となりにいる茉莉を見る。

　茉莉は、泣くでもなく、呆ぼう然ぜんと早乙女さんの話を聞いていた。

「コミックス二巻の売り上げは……どのくらい落ちたの？」

　思ったよりも冷静な様子で、茉莉は早乙女さんに尋たずねる。

「一巻の……半分以下です」

「……っ！」

　早乙女さんの言葉に、胸が締しめ付けられる思いだった。

　まさかそこまで下降していたなんて、想像以上だ。

「『シャイスタ』が連載会議にかかったとき、止められなかったこと……そしてアンケートや売り上げの面で、お二人の『バトアイ』を『シャイスタ』を超こえる連載にできなかったこと、それから、編集会議で『バトアイ』の打ち切りが決定してしまったこと……全すべては、私の責任なんです……」

　早乙女さんは俯うつむいて言うと、ついに涙を零こぼし始めた。

「ちょっ……や、やめて下さいよ早乙女さん！　早乙女さんのせいなんかじゃないです！　俺たちの……実力不足です」

　俺は力強く言ったが、早乙女さんは泣き止やまない。

　それは、俺の本心だった。

　自分たちでも、十分に理解していた。自分たちの漫画が、人気も、面白さの面でも、『シャイスタ』に負けていると。

　それは当然早乙女さんのせいなどではなく、自分たちの責任だ。

「そうよ……私たちは、分かっていながら何もできなかったんだから」

　茉莉が、俺の言葉に続いた。本当に悔くやしそうな表情をしていた。

「お二人の『バトアイ』は、本当に素す晴ばらしい漫画だったんです……。あのまま順調にいけば、アニメ化の可能性だってあったんですから……」

「さ、早乙女さん……」

「お二方の実力は、編集部も十分に認めているんです。だからこそ、この作品を早く畳んでもっと可能性のある新作を立ち上げてもらおう、っていう判断に至ったんですから。だから……どうかこのことにめげずに、この悔しさを、新作の原動力にして頂きたいんです。編集部は、すぐにでもお二人に新連載を立ち上げて頂きたいと考え、お二人に期待してるんですから……！」

「……！　新作……」

　そうか、新作……。『バトアイ』が打ち切りになったばかりで、正直新作と言われてもまだピンと来ないのだが……。




「こんな時間にいきなり来て、取り乱してしまって……お二人にはお見苦しいところをお見せしてしまいました……」

　まだ赤い顔で、それでも大分冷静さを取り戻してきた早乙女さんは、申し訳なさそうに俺たちに告げた。

「『バトアイ』の最終回までの畳み方については、来週にでも打ち合わせさせて頂ければと思います。『バトアイ』の畳み方については勿もち論ろんですが……その合間に余裕があったら少しずつ、新作について考えておいて下さいね」

「……！　は、はい……」

「分かったわ」

　早乙女さんは俺たちに挨あい拶さつして、仕事場を後にした。

　早乙女さんを玄関まで見送った後、俺たちは再びリビングに戻もどる。早乙女さんが出て行って、部屋の中は静まり返ってしまった。




　さっきまでは、目の前で早乙女さんが取り乱していたから、戸と惑まどうあまりに何も考えられなかったけど……。

　こうして冷静になってみると、思ったよりも自分がショックを受けているということに気付く。

　編集部のことも、当然早乙女さんのことも、新城とおるのことも……決して恨んでなどいない。打ち切りになってしまったことは、自分たちの実力不足のせいだ。

　だからこそ余計に、ショックが大きいし、悔しくもある。

「あんた、何放心状態になってんのよ」

　俺は思わず、リビングのソファーの上に座ったまま、呆然としてしまっていたのだが、そこで隣に座る茉莉に肩を肘ひじで突つつかれた。

「うん、なんか色々考えてたら、暗くなっちゃって……」

　茉莉だって俺と同じくらい、もしくはそれ以上に、ショックを受けているはずだ。

　茉莉にとって、打ち切りは『ヤモメ』に続いて二回目なのだから。




「ショックなのは分かるけど、いつまでもボーッとしてる時間なんてないわよ！　暗くなってる暇ひまがあったら、新作について考えないと！」




「……！　ま、茉莉……」

　茉莉は少しだけ辛つらそうに、だけど笑って、元気良く俺に告げた。

　俺はそんな茉莉の様子に驚く。

「逆に言えば、チャンスだと思わない？　またすぐにでも新作を始められるんだから！　編集部は私たちに期待してるみたいだし、今度こそ絶対、アニメ化する人気連載を作ってやろうじゃないの！」

「……！　う、うん！　そうだね！」

　明るい調子で言う茉莉に俺もつられて、力強く頷うなずいた。




　今までにも何度も思ったことはある。だけど改めて……。

　俺の相方が、生駒茉莉で良かった、と思わずにはいられない。

　俺一人だったら、もっとショックを受けて、ショックを引き摺ずっていただろうと思うから……。




「次の連載こそ、絶対アニメ化できるような人気作が描かけるよう頑がん張ばろう！」

「あったり前でしょ!?」




　俺たちが少年漫まん画がの主人公だったら、まだまだ俺たちの戦いはこれからだ！　みたいなモノローグがつくんだろうか。

『バトアイ』の打ち切りはめちゃくちゃショックだが……だからこそ、この悔しさを原動力にもっともっと面おも白しろい新作を描いてみせる！

　どんな強敵が来ようと、次の戦いこそは絶対に勝ってやるんだ！

　茉莉と俺の二人でだったら──できるはずだ！




　今日は一度帰ることにして、俺は仕事場を後にした。




　電車の中で、俺はぼんやりと考える。

　打ち切りになってしまったこと。新作のこと。

　打ち切りはすごくショックだったけど、本当に茉莉がいてくれて良かった。改めて、そう思わずにはいられない。

　男の俺が、茉莉に支えられてしまうなんてなんだか情けない。

　これからはもっと俺も、茉莉のことを支えたい。

　色んなことを教えてくれて、与あたえてくれた、茉莉の力になりたい。

　それは、コンビの相方として？　それとも──。

　って、そうに決まってるだろ、俺！　今、一瞬何を考えた？

　だって俺たちは、コンビの相方で、それ以上でもそれ以下でもなくて……これからもずっと、二人で漫画家として頑張っていくと決めたのだから。




　目を瞑つぶると、茉莉の顔が浮うかんだ。

　茉莉と一いつ緒しよだと思えば、不思議と頑張る活力が生まれてくる。

　いつでも全力で漫画を描いている茉莉。俺が落ち込んだときには励はげましてくれ、漫画家として大切なことを沢たく山さん教えてくれた茉莉。

　そんな茉莉が隣にいると、俺もしっかり頑張ろう、という気持ちが湧わいてくる。

　茉莉は俺にとって、最高の漫画のパートナーだ。






３









「え!?　う、打ち切り……ですか!?　まさか、本当に!?」

　翌日。

　仕事場にやってきたエミリちゃんに、俺たちが昨日のことを話して打ち切りの事実を伝えると、エミリちゃんは口元に両手を当てて驚おどろいた。

「し、信じられない……。ドラマＣＤ化までしたほどなのに、こんなに早く打ち切りになるなんて……。こんなことってあるんですか!?」

　エミリちゃんは、自分のことのようにショックを受けている。

「ほんとだよね。もしかしてとは思ってたけど、案外早くてびっくりしたよ」

「……なんかその割には、お二人共落ち込んでなくないですか？」

　エミリちゃんが俺と茉まつ莉りの顔を見て、不思議そうに眉まゆをひそめた。

「いや、そりゃあショックはショックだったけど、それよりも次の漫画に対する意欲が高まっててさ！」

「す、すごい……！　君きみ島じまさん、まるで雑草のような強さですね！」

「それって褒ほめてんの!?」

「当たり前じゃないですか～！」

　そこで、茉莉の携けい帯たいが鳴る。

「もしもし。ええ……あ、ちょっと待って」

　茉莉が携帯から口を離はなして、俺の方を見た。

「早さ乙おと女め……さんからだけど、昨日言ってた打ち合わせをもう少し早めたいから、いつ富ふ士じ見み社しやに来れる？　って聞かれてるんだけど。なんか、『バトアイ』の今後の展開の話とは別件で大事な話があって、なるべく早く来て欲しいらしいんだけど……いつにする？」

「この原げん稿こうはまだ締しめ切りまで余よ裕ゆうあるし、今日でもいいんじゃない？」

「私もそう思ってた。じゃあそう伝えるわ」

　茉莉が早乙女さんに電話で今日行けると伝え、俺と茉莉はすぐに準備をして富士見社に向かうことになった。

　大事な話、って一体何だろう……？




　富士見社に着いた俺たちが、指定された打ち合わせスペースで待っていると、颯さつ爽そうと早乙女さんが現れた。

　厳しい表情をしていて、完全にいつもの仕事モードだ。

「いきなり呼び出して悪かったわ。それから……昨日は見苦しいところを見せてごめんなさい」

　少し気まずそうに言う早乙女さんは、昨日酔よっ払ぱらって泣きじゃくっていた彼女と同一人物とは、とても思えない。

「それで、あなたたちに今日いきなり来てもらったのには、どうしてもすぐに話したいことがあったからなんだけど」

　それが、『大事な話』か──。一体何なんだ？　これ以上最悪の状じよう況きようにはならないだろうが、どうしても胸が騒さわいでしまう。

　ハラハラする中、早乙女さんが口を開いた。




「今日の会議で掛かけ合った結果、あなたたちにまたすぐに大きなチャンスをあげられそうなの」




　会議で、掛け合った？

　それは、新しん連れん載さいをなるべく早く始められるよう掛け合ってくれた、ということか？

　でも、まだネームどころかネタすらもできていないっていうのに。

「口で説明するより、企き画かく書しよを見せた方が早いわね」

「え？　き、企画書？」

　早乙女さんは、机の上に一枚の企画書を置いた。




　そこには──『下げ克こく上じよう・ドラゴン王者決定戦』との文字があった。




「今日の会議で、この企画にオファーする作家さんを話し合ったの。結果、あなたたちにもオファーできることになったわ！　まずは、読んで頂ちよう戴だい」

　早乙女さんの突とつ然ぜんの話に少し戸と惑まどいつつ、企画書に目を通す。

「ここに説明がある通り……この企画は、ベテラン、新人問わず十名の選えりすぐりの実力派作家が本気で読み切りを描いて、グランプリを競きそう、というもの。読み切りはドラゴン本誌の付録の冊子に掲けい載さいされ、それを読者に読んでもらって投票してもらい、また編集部も審しん査さ員として票を入れ、票が一番多かった作品がグランプリになるの。グランプリを取ったら、アニメ化を視野に入れた大型バックアップの元、『少年ドラゴン』本誌で新連載が決まる、っていう、少年ドラゴン創刊二十五周年を記念して立ち上げた豪ごう華かな企画よ」

「ド、ドラゴン本誌で連載!?」

「アニメ化を視野に入れて!?」

　俺に続いて茉莉が声を荒あららげて驚いた。

「お、俺たちが、こんな豪華な企画に……」

　驚きのあまり、言葉を失う。

　俺は元々『少年ドラゴン』連載志望だったことを思い出す。縁えんがあって『プリドラ』で連載をさせてもらっていたが、本来は『ドラゴン』本誌で連載がしたいと思って投とう稿こうしたのだ。

『ドラゴン』の弟誌的な立ち位置である『プリドラ』ですら打ち切りになってしまったのだから、『ドラゴン』本誌で連載なんて夢のまた夢だ、と思っていたが……そりゃあ当然、『ドラゴン』で連載ができるなら、めちゃくちゃしたい。

　売り上げだって『ドラゴン』は『プリドラ』の何倍も売れているし、アニメ化している作品も『プリドラ』より全然多い。何よりずっと憧あこがれていた雑誌だから、もし『ドラゴン』で連載させてもらえるなんてことになったら、死ぬほど嬉うれしい。

『ドラゴン』は『プリドラ』と違ちがってどちらかといえば正統派な少年誌だが、とはいえ『ドラゴン』にだって萌もえ系の作品はいくつもあるし、今の俺と茉莉の作風は十分雑誌のカラーにも合っていると思う。

『ドラゴン』本誌で、しかもアニメ化を視野に入れての連載できるチャンスがもらえるなんて……。

「この企画の参加作家にあなたたちを推すい薦せんしたら、二巻はともかく、一巻までの売り上げやアンケートの結果を考こう慮りよして、新人特別枠わく扱あつかいで出てもらってもいいんじゃないか、ってことになったのよ」

「……！　新人特別枠……」

「新しん城じよう先生の新連載がジャンルかぶりでなければ、『バトアイ』はもっと人気が出ただろうって配慮もあったわ。だからそんなあなたたちに、私だけでなく、編集部や編集長がまたチャンスを与えたいと思ったの」

　半分放心状態で、早乙女さんの言葉を聞いていた。

　こんな幸運、あっていいのだろうか。

　この企画に俺たちが参加できるよう掛け合ってくれた早乙女さんに、心から感謝したい。

「まだ返事をもらってない作家さんもいるけど、今参加が決まってる作家さんは、要かなめ剛つよし先生、桐きり竹たけななみ先生……」

　早乙女さんの口から出た作家の名前は、みんな俺たちよりもずっとベテランの、『ドラゴン』本誌で連載経験のある作家ばかりだ。中には、アニメ化の経験がある作家だっている。

　そんな大物作家ばかりが参加するこの企画に、俺たちなんかが参加していいものなのか？　完全に場違い感が否いなめないのだが……。

「それから、君島君と同期の一いちノ瀬せ白しら雪ゆき先生に、芹せり沢ざわ暁あき人と先生」

「えっ!?」

　予想外の名前に、思わず声を上げた。

「なんで、既すでにドラゴンで連載中のその二人が!?」

　ドラゴン本誌での連載権がグランプリの賞品なら、既に連載中の二人が参加する必要なんてないんじゃないのか？

「新人枠として、今一番話題性を狙ねらえる期待の新人がこの二名の作家さんなのよ」

　話題性狙い、か……。

「でも、もしその二人のどちらかがグランプリ取っちゃったら、今やってる連載はどうなるんですか？」

「一ノ瀬先生の連載は、人気があるから打ち切りというわけではないけど、今年中で一度区切りをつける予定のようだし、芹沢先生の連載も十分に人気作品ではあるけど、アニメ化するほど爆ばく発はつ的な人気があるわけではないから、今回の企画でグランプリを取って箔はくをつけてアニメ化できる作品を連載しようとしているみたいね」

「え!?　そ、そうなんですか……」

　つまり、グランプリを取ることは二人にとっても十分メリットがあるということだろうか。大型新人作家、という肩かた書がきに更さらに『大型企画グランプリ受賞作家』という箔をつけて新連載を始められるわけだもんな。

　それも、アニメ化を視野に入れた、大型バックアップがついて……。

「それから締め切りだけど、今の予定だと、大体早くても三ヶ月後くらいになると思うわ。十分に時間はあるけど、あなたたちは『バトアイ』の締めの原稿作業があるから、どうしてもかぶってしまうけど……」

「そんなに先なら大だい丈じよう夫ぶだと思うわ」

　茉莉の言葉に俺も同感だった。

「頼たのもしい返事ね。……と、説明は大体こんなところかしら。で、二人ともどうする？」

　企画の説明を終えた早乙女さんが、改めて俺たちに尋たずねる。

「おいしい話だし、担当としてはすごく参加して欲しいけど……周りの作家さんが強敵すぎるわ。『プリドラカップ』のときの何倍もね」

「……！」

　俺と茉莉が『バトアイ』を連載するきっかけとなった『プリドラカップ』という企画に、今回の企画も似ているな、と思ったが……確かに、ライバルの顔ぶれに大きな差がある。

『プリドラカップ』では、俺たちより実力や人気を持っている作家さんはいたけど、全員デビュー三年以内の新人、という条件があったので、そこまで差が開いていなかった。

　今回の企画は、それとはわけが違う。

「あなたたちにとっては、非常に厳しい戦いになると思うわ。『ドラゴン』連載経験のある他の作家さんは、どの作家さんも既にあなたたちの何倍ものファンを持ってる。『ドラゴン』と『プリドラ』では、読者の数がまるで違う」

　俺は早乙女さんの言葉を聞いて、思わずゴクリと唾つばを飲んだ。

「グランプリを取れなかったら……いえ、それだけでなく、最悪他と大きく差をつけて最下位を取ってしまったりしたら、漫まん画が家かとして大きな自信を失ってしまうかもしれない。キャリアが少なく知名度の低いあなたたちにとって、最初から不利な戦いなんだから、たとえそうなったとしても、そんな風に自信をなくす必要なんて一ミリもないのだけれど」

　早乙女さんが深刻な表情で俺たちを見て話す。

　確かに、少し考えれば分かる。早乙女さんの言うとおり、『不利な戦い』であるということが。

　俺たちがこの企画に参加してグランプリを取れる可能性が、どれほど低いかということが──。




　だけど……それでも、俺は……！




　俺は思わず、隣となりにいる茉莉の顔を見た。

　茉莉は俺が見ていることに気づくと──

　強気な顔で俺を見て、力強く頷うなずいた。

　やっぱり、茉莉も俺と同じ気持ちだ。




「「やります！」」




　俺たちは声をそろえて、早乙女さんに告げる。

「フッ……元気がいい返事ね！　あなたたちなら、そう答えると思ってたわ！」




　こうして俺たちは、『下克上・ドラゴン王者決定戦』という大型企き画かくに参加することになったのだった。




　突然打ち切りになってしまって、どうなることかと思っていたが、まさかこんなに早くビッグチャンスに恵めぐまれるなんて！

　もしグランプリが取れたら、俺たちが望んでいた目標に向かって大きく前進できるんだ。

　考えただけで、身体からだの奥からやる気が漲みなぎってくる。




　　　　＊




　俺と茉莉は仕事場に戻もどると、早さつ速そく新作のネタだしを始めようとする。

「人気も知名度も俺たちがダントツで低いこの不利な状じよう況きようでも、一番が取れるくらいにインパクトがあってキャッチーなネタ、か……。茉莉は、とっておきのネタとかあったりする？」

「最近はずっと『バトアイ』で頭がいっぱいだったから、新作ネタなんて全然考えてないわ。あんたはどうなの？」

「俺も……」




　俺たちは企画のためのネタについて話し合い、いくつか互たがいに案を出し合ったが、『これだ！』というネタはさすがにそんなにすぐには出てこず、お互いに考えておこうということになった。

　その後は今月作業分の『バトアイ』十三話の原げん稿こうを進めた。




　今日の分の原稿作業を終えて、帰り道。

　電車の中でスマホを確かく認にんすると、久しぶりに同期作家のライングループで誰だれかが発言していた。開いてみる。

『芹沢暁人：最近『プリドラ』で『バトアイ』の掲けい載さい順位下がってますけど、大丈夫っすか!?』

　芹沢の奴やつ、俺たちの漫画まめにチェックしてるのか……。それにしても、わざわざライングループなんかで言うことないだろ。公開処しよ刑けいするつもりか。

　誤ご魔ま化かしても仕方がないから、打ち切りになったって正直に話すしかないな。それに、『ドラゴン王者決定戦』の企画についても話したいし。

　そう思って、俺は芹沢にグループでは返信せず個人ラインを送る。

『連載、打ち切りになった』

　すぐに返信が来る。

『芹沢暁人：マジっすか!?　この間ドラマＣＤ化したばっかで超ちよう順調そうだったのに!?　やっぱアイドルもの新連載のせいなんすか？』

　こいつ、自分が連載してる雑誌じゃないってのに『プリドラ』に詳くわしいな。

『まあ、俺たちの漫画が、新連載に劣おとってたってことだな』

『芹沢暁人：超絶運悪かったっすね～（猫ねこが泣いてる絵文字）バトアイ、俺は結構好きだったのに！』

　無む駄だに可愛かわいらしい絵文字を送ってくるなよ、気色悪い奴だな。

『そういえば話変わるけど、お前も例の企画参加すんだよな？』

『芹沢暁人：え？　例の企画、ってグランプリ取ったらドラゴンで連載できるってやつ？　お前も、って……もしかして、君島先生たちも参加するんすか？』

『ああ、新人特別枠わくだとかで参加させてもらえることになったよ』

『芹沢暁人：マジっすか～！　同期同士で戦えるってなんか楽しみっすね！　もうネタとか考えてあるんすか？』

　そこで、もう一件ラインが来た。送り主を見て、驚おどろく。

『一ノ瀬白雪：……私も連載について、気になっていた……。』

　それはグループラインではなく、個人ラインで来ていた。グループラインで芹沢の発言を見て送ってきてくれたようだ。

　一ノ瀬白雪からラインが来ることなんて滅めつ多たにないので、とても驚いた。一ノ瀬白雪も、俺の漫画のこと気に掛かけてくれてたのか……。

　茉莉以外の女の子とラインすることなんてあまりないので、少し緊きん張ちようしてしまう。やっぱり、可愛い絵文字とか入れるべきなのか？

『それなんですけど、実は打ち切りになっちゃいまして（猫が泣いてる絵文字）』

　芹沢とラインの途と中ちゆうだったが、一ノ瀬白雪への返信を優先する俺。

『一ノ瀬白雪：……やはり……。私が感じ取った負のオーラに、狂くるいは無かったよう……。』

　負のオーラ!?

　要は、『プリドラ』を見て嫌いやな予感がしてた、ってことだろうか。

『でも、今は【ドラゴン王者決定戦】に参加させてもらうことになったから、そっちに気合いを入れようと思ってます！（猫が笑ってる絵文字）一ノ瀬さんも、その企画参加するんですよね??』

『一ノ瀬白雪：……そう……。近いうち貴方あなたに、話したい事がある……』

『え!?（猫が驚いてる絵文字）　話したいことって、なんですか？』

　だがそれ以降、一ノ瀬白雪からラインの返事が来なくなってしまう。

　話したいこと、って一体なんだろう？　なんでラインで言わないんだろうな？




　それにしても、同期二人が俺の漫画についてこんなに気に掛けてくれていたなんて……意外だったが、素す直なおに嬉うれしかった。

　俺には、俺のことを気にしてくれている仲間がいるんだな、なんて改めて思った。







　数日後。

　俺も茉莉もいくつか『ドラゴン王者決定戦』に向けてのネタは浮うかんだものの、二人がこれだ、と思えるものはまだ出てこず、起きている時間のほとんどを漫画のネタのことばかり考えて過ごしていた。

　そんなとき、早乙女さんから俺の携けい帯たいに電話が入る。

「どうですか？　『ドラゴン王者決定戦』用のネタはできましたかぁ～？」

　今日はおっとりモードの方か……。

「いろいろ考えてはいるんですけど、どうもピンとくるのがなくて……」

「まあ、まだ時間はありますからね。いいネタができたら、すぐに送ってくださいねぇ♪　ところで、今日お電話したのは別の用件なんです」

「え？　なんでしょう？」

　確かに、茉莉ではなく俺にかけてくるなんておかしいとは思った。

「『バトアイ』の今月分の原稿は、確かもうすぐアップでしたよね？」

「あ、はい。もう仕上げに入ってるんで、今週中には上げられると思います」

「次の分のプロットももうほとんどできてますし、今月は割と余よ裕ゆうあったりしますか？」

「あーまあ、そうですね」

　今月は珍めずらしく余裕を持って上げられそうだったので、その時間を新作ネタを考える時間に使おうと思っていた。

「でしたら……一日限定で、他の漫画家さんのアシスタントなどをやってみる気はありませんか？」

「ア、アシスタント……ですか!?」

　早乙女さんの口から予想外の単語が出てきたので驚いた。

　連載作家になったからには、もう滅多なことがない限りアシスタントなんてやらないものだと思っていた。

「実はですね、とあるドラゴン本誌の人気作家さんが、ど[image: ～][image: ～]しても君島さんにアシスタントをお願いしたいと強く希望されているようで、その作家さんの担当編集者に頼たのまれてるんですよ～。今君島さんは『バトアイ』のまとめ作業と、新作ネタで忙いそがしいから、ってお伝えしてるんですけど、アシスタント代は弾はずむから、聞くだけ聞いてみてくれ、ってしつこくて……」

「え、えぇ!?」

　早乙女さんの言葉に驚いた。

　ドラゴン本誌の人気作家が、俺にどうしてもアシスタントを頼みたいと強く希望してる……？　誰なんだその、人気作家って。俺にどうしても頼みたい、って……一体どうして？

「あの、その人気作家って……」

「君島さんと同期作家の、一ノ瀬白雪さんです」

「!?」

　一ノ瀬白雪が、俺にアシスタントを!?

　ますます、わけが分からないぞ。

「俺なんかに頼むほど人が足りてないんでしょうか？　茉……生い駒こま先生にも依い頼らいって来てるんですか？」

「いえ、君島さんにだけです。一ノ瀬さんは、その……少し人見知りされる方みたいで、それで同期で仲のいい君島さんにアシスタントを希望されてるんじゃないか、って一ノ瀬さんの担当編集者は申してるんですが……」

「は、はあ……」

　先日ラインで『話がある』って言ってたのは、このことだったのだろうか？　アシスタントを頼みたいなら、ラインでそう言えば良かったのに。担当編集者に、アシの依頼は編集を通すように言われているのだろうか。

　確かに一ノ瀬白雪は人見知りだ。それで俺に頼んできたということは、他の人に比べたら俺にはまだ心を開いてくれているということだろうか。

　そう考えると正直嬉しいし、彼女が俺を頼たよってくれているのならできる限り力になりたい。

『バトアイ』の今月分の作業はもうすぐ終わるし、一日くらいなら余裕はある。

　同期とはいえ『ドラゴン本誌で連載している人気作家』のアシスタントをしたら勉強になるだろうし、ボーッとネタを考えているよりはよっぽど、新作のためのいいアイディアが浮かぶかもしれない。

「分かりました……そのアシスタントの話、是ぜ非ひやらせてください！」

「やっぱり、そうですよねぇ～……って、えぇっ!?」

　俺の返事は想定外だったようで、早乙女さんは声を荒あららげた。

「いやその、新作ネタの何かためになるかもな、って思ったんで……」

「ああ、なるほど！　そういうことでしたか。助かりますよ～！　アシスタント代の方はできるだけ高くもらえるよう交こう渉しようしておきますね」

「え!?　ああ、いいですよ別に、普ふ通つうの額もらえれば……」




　そんなわけで、俺は急きゆう遽きよ一ノ瀬白雪のアシスタントをやることになったのだった。







「一ノ瀬……って、あんたと同期の!?」

　仕事場で『バトアイ』の原げん稿こう中、俺が茉莉にアシスタントのことを話すと、茉莉は想像以上に驚いた様子でペンを置いて俺の方に身体からだを向けた。

「やっぱりあの女、私が想像してた通り……」

「え？　何？」

「い、いや、何でもないわ！　それにしてもなんであんたオーケーしたのよ!?」

「同期とはいえ俺よりずっと上にいる作家だからさ。何か新作の参考になるんじゃないか、って思って」

「……ふ、ふーん。まあ、そういうことなら……」

　とりあえず茉莉は納なつ得とくしたようで、再び机に向かって原稿作業に戻もどった。







　三日後。

　早乙女さんから指定された時間に、俺は以前にも一度来たことのある、一ノ瀬白雪の自宅兼けん仕事場へとやってきた。

　彼女に会うのは、去年の秋にあったサイン会ぶりだ。

　そういえば早乙女さんからどんな職場なのかとか、俺の他ほかには何人アシスタントがいるのかとか聞いていなかったことを思い出す。聞いておけば良かったな、今いま更さら緊きん張ちようしてきた……。

　とりあえずインターフォンを押した。

「こんにちは、君島です」

「今開ける……」

　少しして、一ノ瀬白雪が玄げん関かんの扉とびらを開ける。

　相変わらず外に出てないのか真っ白な顔で、真っ黒の長い髪かみを今日は下ろしていた。家にいるのにいつものような黒いフリフリのワンピースを着ている。

「お、お久しぶりです」

　同期作家で、年下なのに、なぜか彼女に対しては未いまだに敬語が抜ぬけない。

「……今日は……原稿に、新作ネタに忙しい中、その、無理に頼んでしまって……」

　一ノ瀬白雪は俺から目を逸そらして暗い表情で呟つぶやいた。

「えっ!?　いや、大だい丈じよう夫ぶですよ。今月は余裕あったんで」

　彼女なりに、申し訳ないなんて思っているのか。失礼ながら、少し意外だった。

　彼女の後についていき、早さつ速そく、以前来たときにも入った仕事部屋の前へと移動する。今日も家の人がいる気配はない。

　彼女が仕事部屋の扉を開けた。

「……!?」

　てっきりアシスタントたちが原稿作業をしている光景を想像していたのだが、そこには誰だれ一人ひとりいなかった。

　ど、どういうことだ……!?

「えっと、他のアシスタントの人は……まだ来てないんですか？」

「……？　他のアシスタント……？」

　一ノ瀬白雪は俺の言葉に、不思議そうに首を傾かしげる。

「え!?　いやあの、他にアシスタントっていないんですか？」

「アシスタント……二人ほど居る。今も作業をしている筈はず……」

「え、どこで!?」

「何処どこ……？　詳しよう細さいな場所は記き憶おくしていないけれど……当然、彼らの自宅で」

「自宅!?」

　ということは、在宅アシスタント、なのか!?

「それって、仕事できるんですか？　その、指示出したりとかどうやって……」

「連れん載さいを開始してからずっとそうしている……。メールでデータを送って指示を出して、必要であればスカイプで文字を打ちながら……」

「そうだったんですか……」

　早乙女さんの言っていた通り、一ノ瀬白雪は人見知りが激しい。そんな彼女の性格を考えれば、確かにアシスタントを家に呼ぶより在宅で作業をしてもらった方が、彼女にとっては仕事がしやすいんじゃないかと思う。

　あれ？　じゃあ、なんで俺は自宅に招かれたんだ？

　それほど俺には心を許してくれてる、ってことなんだろうか……？　いや、考えすぎか？

　あ……っていうか今、メールでデータを送って、って言ったよな？　ってことは……。

「もしかして一ノ瀬さんってデジタル原稿なんですか!?」

　俺の言葉に、一ノ瀬白雪はコクンと頷うなずく。

「……ペン入れまではアナログだけれど、それ以降はそう……」

　そうだったのか。今まで欠かさず一ノ瀬白雪の漫まん画がを『ドラゴン』で読んでたけど、気づかなかった。

「あの、俺、アナログ作業しかできないんですけど……」

　まさか彼女がデジタル派だとは思ってもみなかった。そのことを知っていれば、事前に伝えられたのだが……。

　せっかくアシスタントに来たのに、デジタル原稿で手伝える部分なんてないんじゃないかと思う。

「ああ……その件なら……大丈夫」

　大丈夫……って一体何が大丈夫なんだ!?

「兎とに角かく……何処か適当な場所に腰こしを下ろして……」

　一ノ瀬白雪に促うながされて、ずっと立ち話をしていたことに気づく。

　しかし腰を下ろしてと言われても……部屋の中を見ても、ベッドと机があるだけだ。どこに腰を下ろしたら……。

「私の部屋にはソファーが無いから……その……ベ、ベッドの上に……」

　俺が部屋の中を見み渡わたしていると、一ノ瀬白雪からそんな言葉が聞こえた。

「え!?　ベ、ベッド!?」

　思わず彼女の顔を見ると、心なしか恥はずかしそうに俺から顔を逸らしている。

「じゃ、じゃあ……し、失礼します」

　家主にそう言われてしまったからには、断るわけにはいかないと思い、おそるおそるベッドの上に座った。

　ちょっと待てよ。家の人がいない上に、アシスタントもいないってことは……今この広い家に、俺と一ノ瀬白雪の二人きり、なのか!?

　今更その事実に気付き、ドキドキしてくる。

　一ノ瀬白雪は机の引き出しから何かを取り出すと、こちらへ近づいてきて、ベッドの上の俺の隣となりに座った。

　って、女の子と二人きりの家で、ベッドの上に二人で座るなんて……この状じよう況きようって、かなりまずいんじゃないのか!?

　そう意識したら余計に胸の高鳴りが激しくなっていく。

　まずいぞこの空気……何か話題、話題を……。

「あ！　そ、その後も読ませてもらってますよ！　最近どんどん盛り上がってきて面おも白しろくなってきてますよね！　掲けい載さい順も前の方だしよくカラーにもなってるし、人気も調子いいんじゃないですか!?」

　慌あわてた俺は一ノ瀬白雪の漫画についての話題を振ふる。

　一ノ瀬白雪は俺の話を聞いてじっと俺の目を見たあと、口を開いた。

「……もしもあそこで、あの男に意見出来ていなかったら……」

「え……？」

　あの男……。一ノ瀬白雪の言うあの男って、確か担当編集者のことでいいんだよな？

「あ、貴方あなたが、私に助言をしてくれていなければ……」

　俺が、一ノ瀬白雪に助言……？

　それってもしや、以前同期会の後にこの家に来て、ネタを見せてもらって、俺とムラサキさんがそれぞれ意見を述べたときのことを言ってるのだろうか？

「あのまま、私の漫画の質は下降する一方で……終しゆう焉えんへの道を辿たどっていた事と思う……。い、今の私の漫画が在るのは、貴方がきっかけを作ってくれた、から……」

「い、一ノ瀬さん……」

　俺の目を見つめて、たどたどしく一いつ生しよう懸けん命めいな様子で俺に言葉を伝える彼女。

　まさか彼女が、改めてこんな風に俺に感謝を伝えてくれるなんて……。驚おどろき、動どう揺よう、そして感激で胸がいっぱいになった。

「い、いえ、俺なんて、何もしてないですし……」

　なんだか一層ドキドキしてしまった俺は、つい彼女から顔を逸らした。

「あ……！　って、っていうか、早くアシスタントの作業に入らないとですよね！　俺今日アシスタントに来たのに……」

　今日の目的を思い出してはっとする。

　そうだよ、金もらってアシスタントしに来たのに喋しやべってばかりいるわけにはいかない。

「アシスタント……ああ。今月の原稿作業は、今アシスタントに頼たのんでいる分で十分間に合う……。特に手伝って貰もらう作業は無い」

「え!?」

　冷静に告げる一ノ瀬白雪の発言に驚いて声を上げた。

「作業はない、って……俺、今日アシスタントの依い頼らいで来たんですよね!?」

　しっかりと事前振り込みでアシスタント代まで貰ってしまっている。

「貴方には……他に頼みたい事があって……」

　一ノ瀬白雪は、手に持っていたノートを俺に差し出した。先ほど、机の引き出しから持ってきたようだ。

「これは……？」

「連載作品の、今後の展開をまとめたもの……。貴方の意見を聞かせて欲しい……」

「え!?　お、俺の意見を……？」

　彼女が、アシスタントを頼みたいと言って俺に頼みたかったことって、本当はこれ……だったのか!?

「そ、そんなことだったら……わざわざアシスタントなんて頼まなくても、ラインしてくれればいつでも見ますって！　そういうことなら、今日の分のアシスタント代お返ししますよ！」

「……！　必要無い……。私が依頼して来て貰ったのだから……」

　俺が財さい布ふから事前に貰っていた分のアシスタント代を返そうとすると、一ノ瀬白雪は静かに首を横に振って拒きよ否ひした。意志は固いようだ。

「そ、そう……ですか？　でも今度からは、アシスタント依頼なんかしないで普ふ通つうに連れん絡らくしてもらえればいいですから」

　一ノ瀬白雪は俺の言葉に、少し恥ずかしそうにコクン、と頷いた。

　それにしても、彼女がここまで俺の意見を頼たよりにしてくれているなんて、なんだか嬉うれしい。

　そんなに意見を求めてくれているのなら、しっかりと読み込んで少しでも有益なアドバイスをしなければな。

　そう思って、俺は集中して今後の展開をまとめたプロットを読み込んだ。

「…………。いいですね！　すごく面白いと思います！　三話後くらいで仲間のエヴァンが死んじゃうところとか、もしかしたら少年誌的にはＮＧだって止められちゃうかもしれないですけど、ここまで順調に進んできたところからの急展開で、俺はいいと思いますね！」

「其そ処こは……私個人的にもとても悩なやんだのだけれど……」

「元々テーマが重い漫画だし、全然ありだと思いますよ、俺は！　そのことがあまりにショックで、それがきっかけで主人公が新たな能力を手に入れる、っていうのもバトル漫画的には王道でめちゃくちゃ熱いですし！　どんな能力かってもう決まってるんですか？」

「まだ悩んでいるのだけれど……こっちのページに能力の案をいくつかまとめたものがあって……」

「おお～っすごい！　めちゃくちゃ作り込んでるじゃないですか！　なるほどー……。どっちも格好良いけど……敵の能力を考こう慮りよしたら、やっぱこっちですかねー」

　それからも、俺は彼女のプロットを読んでの感想を好き勝手述べたのだが、考えてみると、俺の感想を述べているだけで、全然有益なアドバイスなんてできていなかったんじゃないか、と不安になる。

「あー……俺の意見なんて、一読者の意見に過ぎないんで、担当編集さんにはもっと違ちがうこと言われると思うし、全然参考になるようなこと言えなくて申し訳ないんですけど……」

「……ない」

「え？」

「そんなこと……無い。絶対に無い。貴方の述べる言葉は、前の時も、今回も、とても有益なものばかり……」

「え、えぇ!?　いや、全然そんなこと……」

「やはり……前も思ったけれど、今日で確信した。私の作品には……貴方が必要」

「……え!?」

　気づけば、一ノ瀬白雪は再び真しん剣けんな様子で俺の方に身体からだを向けて、俺の目をじっと見つめていた。

「え、えっと……その、それって……？」

　彼女の言葉の意味が分からず、混乱する俺。

「貴方は……今の連載が終わったら、企き画かくに参加すると云いっていたけれど……あの企画に、私と一いつ緒しよに参加して欲しい……。私と共に、一つの作品を創つくって欲しい」

「え!?」

　あの企画に、一ノ瀬白雪と一緒に？

　それって、どういう意味だ!?

　ますますわけが分からなくて、混乱する俺。

「そ、それは……俺に、次の企画に向けて作業するとき、アシスタントになって欲しい、ってことですか……？」

　といっても、デジタル派の一ノ瀬白雪の原げん稿こうで俺が手伝える箇か所しよなんて、ほとんどないのだが。

「……そ、そういう事では無くて……その……」

　一ノ瀬白雪は俯うつむいてごにょごにょ呟つぶやいた後、突とつ然ぜんパッと顔を上げた。その表情は、何かを決意したかのようにキリッとしている。




「あ、貴方には……わ、私の……相方になって欲しい」




「え……え、えぇっ!?」

　彼女の言葉に、俺は思わず耳を疑った。

　一ノ瀬白雪の、相方!?

「え、えっと、でも……」

「こ、此こ処こまで私の作品のことを理解してくれる人間は……貴方の他ほかには存在しない。貴方はまるで、私の魂たましいの片割れの様で……」

　一ノ瀬白雪は俺を見つめたまま、俺の服の胸むな元もとをぎゅっと握にぎりしめたので驚いた。切なげな表情で懸命に俺に訴うつたえる。

「だ、だから……！」

「うわっ……!?」

　彼女が俺の服の胸元を握る手に力が入り、俺はその勢いでバランスを崩くずしてそのまま後ろに倒たおれてしまった。

　ベッドの上に倒れた俺の上半身の上には、俺と一緒に倒れてしまった一ノ瀬白雪が乗っかる形になっていて……真剣な表情で俺の目をじっと見つめている。

　って待てよ、ベッドの上だし、これってなんか押し倒されてるみたいじゃないか!?

「き、霧きり島しま理り人ひと……適任は貴方しかいない……」

　至し近きん距きよ離りで見つめられてそんなことを言われて、俺の胸はますます高鳴ってしまう。

　彼女の真っ黒の綺き麗れいな髪かみが俺の顔にかかって、彼女からはほのかにいい香かおりがしてくる。

「あ、あ、あの……っ！」

　とりあえずこの体勢から抜ぬけ出そうと、俺はゆっくり身体を起こした。

　必然的に、彼女も起き上がる。

　とにかく、返事をしないと。
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「お気持ちは、すっごく嬉しいです……」

　あの一ノ瀬白雪がここまで俺を信しん頼らいして、頼りにしてくれ、相方にまでなって欲しいとまで言ってくれたことは、本当に嬉しかった。

　同期とはいえ、俺なんてまだ彼女の人気にも実力にも程ほど遠とおいのに。

　でも……。




「だけど……ごめんなさい。俺はこれからも、今のコンビの相方、生駒先生とやっていくって決めてるんです……」




　嬉しかったからこそ心苦しかったが、それでもはっきり返事をしなくてはいけないと思い、俺は一ノ瀬白雪に自分の気持ちを伝える。

　俺の相方は生駒茉莉で、俺はこれからも茉莉と一緒に漫まん画がを描かいていこうと思っている。

　その気持ちは揺ゆるぎないものだ。

「……生駒、茉莉……」

　俺の言葉に、一ノ瀬白雪は放心したような顔で茉莉の名前を呟いた。

「…………。そう……。なんとなく、そう云われるのは解わかっていた気がする……」

　一ノ瀬白雪は俯いてそう言った後、ゆっくりと顔を上げて俺の顔を見た。

　そして……ほんの少しだけ、笑った。その笑え顔がおは、なんだか悲しげに見えた。

　俺は初めて彼女の笑った顔を見たような気がする。

「あ、あの……俺、これからも一ノ瀬さんの漫画、応おう援えんしてますから！　今日みたいなことはいつでも歓かん迎げいですし、何か困ったことがあったら何でも言って下さいね！」

　一ノ瀬白雪は俺の言葉に少し驚おどろいた表情をしてから、コクリと頷うなずいた。

「……貴方あなたが今日、私の誘さそいを断った事……きっと、後こう悔かいさせてみせる……」

「……！　一ノ瀬さん……」

「今回の企画で、必ず私が、グランプリを取ってみせる……」

　一ノ瀬白雪はいつもより力強い調子で、俺に言う。

「……！　の、望むところです！　俺も、絶対に負けないように頑がん張ばりますから！」

　俺がそう言って右手を差し出すと、彼女も手を差し出して、俺たちはしっかりと握あく手しゆした。




　一ノ瀬白雪と共に頑張ろうと誓ちかい合ったことで、俺は一層『ドラゴン王者決定戦』に向けての闘とう志しが燃え上がった。

　彼女に相方になって欲しいと言ってもらえたこと、本当に嬉しかった。

　だけど……俺がそう言われて、真っ先に頭に浮うかんだのは、茉莉とコンビを解消するなんて考えられない、ということ。

　俺の相方は茉莉以外に考えられない。瞬しゆん時じにそう思った。

　それは、漫画家として二人でやっていくことで、一人で作り上げるものよりも面おも白しろい作品を作ることができるから……。

　きっと、それを自分が一番よく分かっているから、そう思ったんだ。

　そう、だよな？　きっとそれだけ──なんだよな？

　俺はその時、自分で自分の気持ちが少し分からなくなってしまった。







　翌日。

　その日も原稿作業のために、仕事場へ行く。

「あんた昨日、あの女のところでアシスタントやったわけよね？　ど……どうだったのよ？」

　作業に入る前に、茉莉が俺をジロリと見て言った。

　茉莉には、一ノ瀬白雪のアシスタントすることになったからしてくる、と報告してあった。

「え!?　あ、ああ……」

　あの女……って。なんつー呼び方だよ。

　俺は一瞬考える。

　漫画の相方になって欲しい、って一ノ瀬白雪に言われたこと……別に言わなくてもいいよな。はっきり断ったわけだし、俺は今後も茉莉とやっていきたいって思ってるのだから、変に波風立てたくない。

「アシスタントって言われてたんだけど、今後の展開について意見を聞きたかっただけみたい」

「え!?　な、何よそれ……」

「前にも、今後の展開について見せてもらって俺の意見を伝えたことがあったんだよ。今回もそれを頼たのまれてさ」

「!?　それ、初耳なんだけど！」

「え、そうだっけ？」

「ふん……。でもあんた以外のアシは普ふ通つうにアシの仕事してたんでしょ？」

「ああ、いや、それが……」

「？」

「俺以外には、アシいなくてさ」

「はあ!?　な、な、何それ……じゃあ、二人きりだったってこと!?」

　俺の言葉に、茉莉は想像以上に動どう揺ようしている。

「あ、で、でも、二人きりっていっても普通にネタ読んで俺が意見を伝えてただけだし……」

「し、信じらんない！　部屋に二人きりなんて……」

　茉莉は俺を睨にらみつけながらブツブツと呟いた。

　ちなみに、今もこの家には俺と茉莉の二人きりなんだがな……。

「こ、これからは、私の許可なしに他の漫画家のアシスタントなんて行っちゃだめ！　そういう依い頼らいがきたら、勝手に返事する前に私に相談すること！」

　茉莉が俺の顔の前にビシッと指を突つき付けて言う。

「……だ、だって、あんたは私の相方なんだから」

「！　ま、茉莉……」

　茉莉はなんだか寂さびしそうに呟く。

　その表情とセリフに、不覚にもドキッとしてしまう。

　茉莉がこんな風に俺を束そく縛ばくするのは、俺が茉莉のコンビの相方だから、なんだろうか？　コンビの相方が勝手なことをしたら、困るし、腹立つってことか……？

　たとえそうだとしても、茉莉に束縛されることは、決して悪い気はしない……。

　と、そこまで考えて、何考えてんだ俺、それじゃＭじゃねえか！　なんて、慌あわてて心の中で自分で自分に突っ込む。

「……！　っていうか……」

「え!?」

　突然茉莉が近づいてきて、俺の服に顔を近づけてきた。

「ま、茉莉!?」

　不意のことに、動揺してしまう。距離が近すぎてドキドキする。

「な、何……」

「やっぱりっ！　あ、あんた、香こう水すいの匂においするっ!!」

　茉莉はもう俺の服を思い切り摑つかんで匂いを嗅かぎだした。

　香水？　って、何のことだ？　当然俺はそんなものつけてないが……。

「あんた普段香水なんてつけてないから、これ、あの女の香水でしょ!?」

「えっ!?」

　一ノ瀬白雪の、香水!?

　そういえば一ノ瀬白雪はいい匂いがしたけど、あれって香水だったのか……。

　もしかして、ベッドで押し倒されたときについてしまったのだろうか？　結構密着してたし……。

「漫画の展開について意見を述べてただけ、って言ってたくせに……香水がつくほど密着したって、一体何してたのよ!?」

「い、いや、別に何も……」

「しょ、正直に言いなさいよ！」

　焦あせった様子でまくし立ててくる茉莉。真しん剣けんな瞳ひとみで俺を見つめてくる。

　睨んでいるというよりは、なんだか悲しげな表情で……。

　そんな茉莉の様子を見ていたら、適当に誤ご魔ま化かすことに胸が痛んでくる。

「いやその、実は……一ノ瀬さんに『漫画の相方になって欲しい』って頼まれて、服を摑まれて、そのとき、一瞬だけ密着しちゃって……多分そのときに、一ノ瀬さんの香水がついたんだと思う」

　茉莉に何か言われることを覚かく悟ごしつつ、俺は一ノ瀬白雪の家であったことを話した。

「……えっ!?　な、何よそれ!?」

　茉莉は俺の言葉に驚いて大声を上げる。

「密着!?　って、どんな風によ!?　いや、っていうかそれよりも……『相方になって欲しい』って頼まれた!?　あんた、さっきそんなこと一言も言おうとしてなかったのに！」

　酷ひどく動揺した様子で、早口で言う茉莉。

「いや、余計なこと言って変に心配かけたくなかったから……」

「な、な、何よそれ……。それであんた、一体なんて答えたの？」

　茉莉は不安げな表情で、真剣に俺に尋たずねる。

「も、勿もち論ろん断ったよ！　お、俺は、これからも茉莉とやっていくつもりだから……」

　そんな茉莉の不安を取り除きたくて、慌ててそう答えた。

「！　そ、そう……」

　茉莉は俺から目を逸そらすと、俯うつむいて返事をした。

　それから黙だまって仕事部屋を出て行ってしまう。

　一体どうしたんだ？　やっぱり今の話を聞いて、俺に対して怒おこったのだろうか。

　少しして、茉莉が戻もどってきた。

「……!?」

　珍めずらしく、なぜかお盆ぼんの上にお菓か子しと二人分のジュースを載のせて持ってきた。

「え？　いきなり、どうしたの？」

「どうしたの？　って何よ！　人がせっかく持って来てあげたのに……」

　茉莉は言いながら、俺の机の上にお菓子とジュースを置いた。

「あ、ありがとう……」

　本当に、一体どういう風の吹ふき回しなのだろう。さっきの話のせいで怒られるかと思ったら逆に優やさしくされるなんて、なんだか恐おそろしい。

「あんた、今日夜まで大だい丈じよう夫ぶ？」

「え？　うん……」

「じゃ、じゃあ……夕飯、作ってあげてもいいわよ。あ、あれから練習してるから、マシになってると思うし！」

「え!?」

　茉莉の突とつ然ぜんの提案に、ますます混乱する。一体なんでそんなことしてくれるんだ!?

　しかし、茉莉の料理か……。以前に一度食べた、味がない茉莉の手料理を思い出す。

「な、何よ！　食べたくないっていうわけ!?　た、確かに私の料理はおいしくないけどっ……」

「え、いや、そんなことないって！　じゃあ、食べていこうかな」

「……！　ほんと!?」

　俺の言葉に、茉莉が一瞬笑え顔がおになる。その笑顔を見て、俺が夕飯を食べていくって言っただけでこんなに喜んでくれるなんて……と、俺の方が嬉うれしくなってしまう。

「あ、べ、別に、料理の練習してるから、人の感想聞きたいってだけだから！」

　茉莉は恥はずかしそうに付け加えるが、それでも俺にとっては嬉しかった。




　仕事の後、本当に茉莉は料理を始めた。

　さすがに今度は、水着にエプロン姿などではなかったが。

「できたわ」

　やがて、茉莉の料理が完成する。

「おお、美味おいしそう！　いただきまーす」

　二人で向かい合って座り、茉莉の手料理を食べ始めた。メニューは、ハンバーグと野菜炒いため。相変わらず、見た目はとても美味しそうだが……。

「……！　前回より、美味しいよ！」

　一口食べて、驚おどろいた。練習してる、って本当だったんだ。

　焦こげているところなどあるものの、前回よりも格段に美味しくなっていた。薄うす味あじではあるが、ちゃんと味するし。

「ほ、ほんと!?」

　俺の感想に、茉莉は嬉しそうに反応する。

「うん、全然美味しいよ！」

「よ、良かった……。わ、私、これからも料理練習して、もっと美味しい手料理を作れるようになるわ。だから……い、いや」

　茉莉は俺が料理を食べている様子を優しい表情で見守りながら、そんなことを言う。

「？　う、うん？」

　茉莉の言葉を嬉しく思うも、どうして急にそんなことを言い出したのか、そもそもなぜこんな風に料理を作ってくれたのかもよく分からず、混乱状態に陥おちいる俺。




　さっきまで責められていたのに急にこんなに優しくされて、茉莉の優しさが怖こわくなるのだった。






４









『バトアイ』の最終回に向けて原げん稿こう作業を進めつつ、同時進行で俺たちは『ドラゴン王者決定戦』用の新作のネタを考え続けていた。俺も茉まつ莉りも相変わらずなかなかいいネタが浮うかばずに苦戦してしまう。

　まだまだ時間はあるとはいえ、原稿作業は時間をかけて丁てい寧ねいに進めたいし、そろそろどんなネタでいくかくらいは固めないと……。




　土曜日の夜。何かいいネタはないかと、俺は自室で茉莉からもらった茉莉の前作『ＹＡＭＯＭＥガール』や、『バトアイ』のコミックス一巻を読み返していた。

　茉莉はやっぱり、ラブコメに留とどまらず、少しシリアスな恋れん愛あい描びよう写しやや人間関係の描写なんかも得意なんだよな。どうにかして、その武器を生かせないだろうか。

「……！」

　次の瞬しゆん間かん、俺の脳内に一つのラブコメ漫まん画がのアイディアが舞まい降おりてきた。

　今まで茉莉に勧すすめられて読んだ漫画や見たアニメのいくつかから少しずつアイディアをもらって、それらを組み合わせたり、新たなアイディアも浮かんできて、俺の脳内で一つの漫画が完成していく。

　俺は舞い降りてきたアイディアをノートに書き起こす。

　軽く設定、概がい要ようを説明すると──。




【主人公の男子高校生はある日、変わり者で中ちゆう二に病な妹が『クラスの憎にくいリア充じゆうたちに呪のろいをかけたい』と言って行った呪いの儀ぎ式しきに無理矢理付き合わされる。

　主人公は呪いなんて信じていなかったが、その儀式によってまずは主人公自身が呪いにかけられてしまうことになるが、そのときはまだ気付かない。

　それから少しして、主人公の元に次々と女の子がやってくる。

　彼女たちは、最近原因不明の奇き妙みような現象に悩なやまされている、と主人公に相談する。

　その現象とは……、

『声が出なくなってしまった』

『髪かみが異常に早く伸のびる上に切れない』

『夜中の十二時を過ぎると前日の記き憶おくがなくなってしまう』

　といったもので、それらが妹がかけた呪いによるものだと気付く主人公。

　どうして自分の元に来たのかと主人公が尋ねると、彼女たちは口を揃そろえて『夢であなたとキスをしたら呪いが解ける、というお告げがあった』と応こたえる。

　呪いを掛かけた本人である妹にどういうことなのか尋ねると、妹がかけたのは『おとぎ話の呪い』である、と自白する。

　しかし、妹が呪いをかけようとしていた相手ではなく、全く無関係の女の子たちに呪いがかかってしまったようだ。

　声が出なくなったのは人魚姫ひめの呪い、髪が早く伸びるのはラプンツェルの呪い、十二時過ぎると記憶がなくなるのはシンデレラの呪いだという。

　そして主人公には、唯ゆい一いつ彼女たちの呪いを解くことができる『おとぎ話の王子の呪い』がかかってしまったようだ、と話す妹。

　しかし、実際にキスをしてみても彼女たちの呪いは解けない。

　どうしたものか、と彼女たちの呪いを解くために一いつ緒しよに行動して色々話していると、彼女たちはいずれも呪い以前に人間関係や家庭環かん境きようなどに大きな悩みを抱かかえていることが判明する。

　呪いもだが、まずはそういった悩みを解決してあげたい、と思う主人公。

　実は悩みを解決することが、呪いの解除法であり、悩みを解決した後自然と呪いは解ける。呪いを解かれた女の子は、呪いを解いてくれた主人公のことを好きになる】




『ラブコメバトル漫画』ではなく『ラブコメ漫画』になってしまうが、うまく描かければ面おも白しろい作品になるんじゃないかと思う。

　また、根本的にはシリアスな漫画だが、萌もえ系ラブコメ漫画が好きな男性読者のニーズを満たす『萌え要素、キャラ』『オタク男子が嬉しいシチュエーション』をしっかり盛り込んでいけば、よりキャッチーな漫画になるのではないかと思う。

　そのネタを元に、俺はより細かくプロットを作り込んでいった。




　　　　＊




「企き画かく用の新作ネタできたよ！」

　翌日の日曜日。

　俺は早さつ速そく茉莉に完成したプロットを見せるため、仕事場へやってきた。

「え、新作ネタ!?　この間までいいネタ浮かばない～とか言ってたのに……」

　茉莉は驚きつつも、俺のプロットを読み始める。

「…………。なるほど……。ってこれ、バトル要素ないじゃない。『ラブコメバトル』じゃなくてただの『ラブコメ』漫画だけど……」

「昨日『バトアイ』や『ヤモメ』を読み返してたら、茉莉はやっぱり、こういうシリアスな要素もあるラブコメものが、一番良さを発揮できるんじゃないか、って思ってさ」

「……！」

　茉莉は俺の言葉に驚いて、今一度プロットを読み返す。

「面白い設定だと思うし、この漫画、描いてみたいとも思うわ。……まさかあんたが、ラブコメのプロットを作ってくるなんて……」

「ホント!?　良かった！」

　茉莉の言葉を聞いて、嬉しくなった。

「…………。あ……ちょ、ちょっと待って！　これ……」

　茉莉はそこで、突然自分のノートを広げて、すごい勢いで机の上で何か文章を書き始める。

「ま、茉莉？」

　声をかけても、あまりに集中して何かを書き綴つづっているものだから、俺の声に気付かない。

　やがて……。

「できたわ！」

　茉莉が満足げな笑え顔がおでペンを置いた。

「これ、あんたのプロットを元に書き上げてみたんだけど……どう？」

　俺にノートを差し出した。俺は黙だまってそれを読み始める。

　それは、俺の作ったプロットに新たにバトル要素が付け加えられたものだった。

　呪いを解くために、主人公は女の子たちの悩みを解決すると共に、呪いの根源である『悪あく魔ま』と戦い、戦いに勝つことで呪いが解ける、という設定が加えられた。

　呪いの根源である『悪魔』は、女の子たちの心の闇やみから作り上げられたもので、心の闇を作るきっかけになったものや人の姿をしている。

　その『悪魔』と、主人公が専用の剣けんの形をした武器で戦い、『悪魔』を切り裂さくことで呪いが消え、女の子たちの心の闇も消える、というものだった。

「あんたのデビュー作とか、前にあんたに勧められて読んだ厨二要素の強いバトル漫画を思い出して、こういう展開があったらより面白くなるんじゃないか、って思ったんだけど……」

「なるほど……うん、斬ざん新しんでよりよくなったよ！」

　バトル要素が加わることでより読み応えがあり面白い漫画になると感じた。

　また、バトルの方法もそれぞれのかけられた呪いによって特色がある、という設定も興味深い。

「よし、これをまとめて早さ乙おと女めさんに送ろう！」

　それから早速、茉莉が早乙女さんにプロットをまとめたものをメールで送る。




　翌日、早乙女さんから返信がきて、その翌日に出版社に打ち合わせに行くこととなった。







「プロットができるまで時間がかかってたから心配してたけど、すごく良かったわ！　『BATTLE IDOL!』よりも重めの話だけど、クライマックスのシリアスシーン以外を明るく描写できたら、『ラブコメバトル』要素も『人間ドラマ』も同時に描えがくことができて、より読み応えのある作品になると思う」

　富ふ士じ見み社しやにて、早乙女さんからの第一声に俺は内心ほっとした。

「ラブコメとバトルのバランスが絶ぜつ妙みようで、お互たがいの得意分野を生かすことができる漫まん画がになりそうね。生い駒こまさんはこういった『シリアスな人間関係の問題』を描くのが昔から得意だし、戦いのシーンでの『心の闇が悪魔になって敵として向かってくる』っていういい意味で厨二的な設定なんかは、君きみ島じま君の持ち味が生きているんじゃない？」

「あ、ありがとうございます……」

　いい意味で厨二的な設定、って……それ、褒ほめられてるんだよな？

「あ、でも……今回は、大元のラブコメのプロットは俺が作って、バトル部分の設定は生駒先生が作ったんです」

「え!?　な、なんですって!?」

　俺が説明すると、早乙女さんは驚おどろいた様子で、再び俺たちのプロットを印刷したものに目を落とす。

「驚いた……てっきり私は、逆だと思い込んでたわ。まさか二人が、お互いの得意分野を補うほどになるなんて……」

　早乙女さんが軽いため息をつきながら、しみじみと言った。

「……二人で一年間『バトアイ』の連れん載さいをしたことで、お互いの影えい響きようを受け合って、成長したのかもしれないわね」

　俺たちの顔を交こう互ごに見て、感心した様子で早乙女さんは言う。

　連載をしたことで、お互いの影響を受け合って成長した……。

　早乙女さんに言われて、確かにそうかもしれない、と納なつ得とくする。

　俺たちは自分たちでも気付かないうちに、連載を通して成長できていたというのか。

　確かに俺は、茉莉にラブコメについて教わったり、茉莉の勧める作品を見たりしているうちに、我ながらラブコメや萌えについて理解を深められたと実感している。

　だけど茉莉まで、バトルの設定を考えられるほどバトル漫画に明るくなっているなんて。

　やはりそれも、『バトアイ』というバトル漫画を一年間描いたことが影響しているのだろうか。

　何にせよ、二人で『ラブコメバトル漫画』を一年間連載したということは、俺たちどちらにとってもいい影響を及およぼしていて、大きく成長できるきっかけとなったようだ。

「当然、このネタでいきましょう」

「は、はい！」

　早乙女さんにこんなに褒めてもらえて、一発でプロットが通ったことに喜びを覚える。

　それから、プロットに早乙女さんのアドバイスが入って、修正したものをまたメールで送るということになった。




　富士見社を後にして、仕事場に戻もどってから、早速プロットの修正に入る。




　翌日。早乙女さんからオーケーが出て、ネームに入っていいとの許可をもらった、と茉莉から連れん絡らくがあった。

　いつも通り、まずは茉莉がネームを描かくこととなる。




　一週間後。

「とりあえず、だけど、新作のネームできたわ」

「マジで!?　見せて見せて！」

『バトアイ』の原げん稿こう作業のために仕事場にやってきた俺に、茉莉が開口一番、報告した。

　すぐに見たかったので、原稿作業を始める前に見せてもらう。

「……うん、いいね！」

　茉莉のネームは綺き麗れいに分かりやすくまとめられていた。

　俺はネームを何度も読み直しながら、直すべき点をノートにまとめる。これを元にネームを直したものを、早乙女さんに見せようということになる。

　茉莉のネームを切り貼ばりしたり、新たにコマやページを付け足して、ネームを修正したものが完成した。

「うん……この漫画、めちゃくちゃ面白くない!?　今まで二人で描いてきた他の漫画よりも……」

　最初から改めて読み直して、俺は思わず興奮気味に自画自賛した。

　今回の作品は、今まで描き上げたどの読み切り作品よりも……いや、連載作の『バトアイ』を含ふくめても、今まで二人で描き上げた全すべての作品の中で、一番の出来なんじゃないかと思えた。

　やはり、早乙女さんに言われたとおり、一年間の連載を通してお互いに成長できたからこそ、連載前よりも面白いと思える漫画が描けるようになったのではないか……と、思わずにはいられない。

「やっぱり、あんたもそう思う!?　まだネームの段階だし、自分たちの意見だからどこまで当てにしていいのか分かんないけど、私も同意見よ！　これを漫画に描き起こしたのを想像したら……私たちの中で過去最高傑けつ作さくになると思う！」

　茉莉も、ネームを読み返して興奮気味に言う。

　茉莉も俺と同意見ってことは、やっぱり相当面白いものが出来上がりそうだ、と心底わくわくしてきた。

　早さつ速そくネームをスキャンして、早乙女さんにメールで送る。

　すぐに返信が来て、明日あした、最後のネームの打ち合わせをしようということになった。







　仕事場から帰路についていると、スマホのバイブが鳴っていることに気付く。

　ディスプレイを見ると、ラインで芹せり沢ざわから着信がきていた。

「もしもし？」

「あ、君島先生っすか？　なんでライン返してくんないんすか～！」

「あー、ごめん、忘れてた」

　そういえば、ライン返してなかったな。新作のネタ作りに夢中になりすぎて、すっかり忘れていた。

　確か、『ドラゴン王者決定戦』の件でラインで話してる最中だったんだよな。

「『ドラケツ』について色々話したかったんすよ～！」

「ド、『ドラけつ』？　って何だよ？」

「『ドラゴン王者決定戦』の略りやく称しようっすよ」

「そんな略し方されてんのか!?」

「いや、俺が勝手に呼んでるだけっす」

「…………」

　もう面めん倒どうなので流す。ちょうど俺もその件については話したかったんだし、さっさと本題に入ろう。

「あ、ああ、俺もその話はしたいと思ってたんだよ。まさかドラゴンで既すでに連載持ってるお前も参加するなんてな」

「まー、ぶっちゃけ今の連載微び妙みようっすからね。最初は盛り上がってたけど落ち着いて来ちゃって。だからこっちを早く畳たたんで新連載やりたいんすよ。俺、マジでグランプリ狙ねらいにいきますから」

「……！　俺だってそうだよ！　絶対にグランプリ取って、お前より早くアニメ化してやるからな！」

「ははは、口だけじゃなく早くそうして欲しいっすね。ライバルが手て強ごわいほど俺も燃えるんで」

「くっ、いちいちムカつく野や郎ろうだな……！」

「あ、それで、本題なんすけど……今回の企き画かくに、大物作家の『新しん城じようとおる』の参加が決まったって、知ってました？」

「……えっ!?　はあぁ!?」

　芹沢の言葉に驚きよう愕がくする。

　俺たちの漫画が打ち切りに追い込まれる原因となった『シャイスタ』の作者である新城とおるが、今回の企画に参加する、だって!?

「それ、ほんとなのか!?」

「間ま違ちがいないっす。今日担当編集者にしつこく聞いたら教えてくれたんで。まだ他の作家には内ない緒しよにしてるっぽいっすけど。ま、話題づくりの一いつ環かんだと思いますけど」

「なんでだよ!?　すでに絶好調連載中の売れっ子作家なんだから、こんな企画に参加する必要ないんじゃ……」

「そうとも限らないっすよ。新城とおるは売れっ子とはいえ、『富士見社』ではまだ『プリドラ』でしか連載してないから、『プリドラ』よりメジャーな『ドラゴン』本誌で連載したいって企たくらんでるんじゃないすか？　どっちも月刊だから、二本同時連載とか、やろうと思えばできそうだし」

　芹沢の説得力のある推測を聞いて、戸と惑まどいつつも、納得してしまう。

「マジ、かよ……」

　新城とおるの参加を聞く前の時点でも、既に俺たちが参加者の中で、ダントツで知名度も人気も低く、不利な状じよう況きようだと思っていた。

　それなのに、ここへ来て、よりによって俺たちが打ち負かされた相手である大物作家、『新城とおる』がこの企画に参加してくるだなんて……。

　新城とおるに根強いファンがいることも、キャリアだけでなく漫画の実力があることも、俺たちは嫌いやと言うほど分かっている。

「き、君島先生？　大だい丈じよう夫ぶっすか？」

「あ、ああ……ちょっと、あまりに焦あせって……」

「なんすか。さっきは絶対グランプリ取ってやる、って言ってたのに」

「だ、だって、さっきまでとは状況が変わってきただろ」

　実のところさっきまでだって、グランプリを取るなんて相当大変なことだろうと思っていたんだ。それなのに、追い打ちをかけるようにこんなことになるなんて……。

「まあ、君島先生の不安も分かりますよ。ぶっちゃけ、俺もその話聞いて不安になって君島先生に電話したんすから」

「……！　そうだったのか……」

　いつも自信満々のこいつでも、そんな風に不安になることあるんだな。

「このまま普ふ通つうにやっても、元々ついてるファン数が桁けた違ちがいの『新城とおる』に俺たちが勝つなんて、奇き跡せきに近いと思うんすよ」

「あ、ああ……」

「そこで考えたんすけど、勝つために協力し合いませんか？」

「きょ、協力？」

　協力って何だよ。せこい手を思いついたとか言うんじゃあるまいな？

「って言っても、大した話じゃないんすけど……下書きに入る前に、ネームを見せ合ってより良くするために意見言い合う、ってのどうすか？」

「……！　意見交こう換かん、か……」

　確かにそれはいい考えかもしれない。

　強力なライバルであるこいつに協力することで、こいつの漫画がグランプリを取る可能性を高めることにはなってしまうが……その分自分たちの漫画も良くなるなら、決して悪い話ではない。

　ましてや、俺はこいつを漫画の面においては尊敬していて、悔くやしいけど俺よりも実力が上だと認めてもいる。こいつの漫画は面おも白しろい。

　そんな芹沢に俺たちのネームについて意見を述べてもらえるなら、とてもタメになると思う。

「いいな、それ。俺だけの判断では何とも言えないから、茉……生駒先生にも聞いてみるよ」

「了りよう解かいっす。じゃああと、一いちノ瀬せ先生にも声かけとくっすよ」

「え、一ノ瀬さん!?」

「俺もあの人の漫画には一目置いてるんで、参加してもらえたら嬉うれしいかな、って。それに同期だから、一いつ緒しよに頑がん張ばりたいじゃないっすか」

「……！　あ、ああ！　そうだな！」

　同期だから、一緒に頑張りたい、か……。

　こういうときに、互たがいに協力し合えるライバル兼けん仲間がいるって、なかなかいいものだな。

　それから、それぞれ茉莉と一ノ瀬白しら雪ゆきに参加するかどうかを確かく認にんするということになり、芹沢との電話を終えた。




「『新城とおる』が参加する!?」

　翌日。

　仕事場にて『バトアイ』の原げん稿こう作業に入る前に、俺は昨日芹沢から聞いた話を茉莉に話した。

「何よそれ！　これで『新城とおる』がグランプリ取ったら、私たちは完全に『新城とおる』の当て馬になっちゃうじゃない！」

「うん……。それでさ、新城とおるや他のベテラン作家に勝つために、昨日芹沢に提案されたんだけど……」

　昨日の芹沢からの提案を茉莉に説明する。

「ネームを見せて意見を言い合う……!?　あの二人と？」

「うん。俺としては参考になるかなって思うんだけど……どうかな？」

「……。またあの女と……」

「え？」

「……別に、何でもない！　……いいわ！　その話、受けて」

「え!?　いいの？」

「漫まん画がを少しでも良くするためには……グランプリを取るためには、何だってやるわ！」

　茉莉も、やはり俺と同じ心構えみたいだな。

「あ、そういえばでもこれって、一応早乙女さんに許可取った方がいいかな？」

「ああ、そうね」

　俺は芹沢に参加ＯＫの連れん絡らくをする前に、その場で早乙女さんに電話をした。

「なるほど……。同期の作家さんたちと切せつ磋さ琢たく磨まして、互いを高め合うのもいいかもしれませんね。今送って頂いているネームから変へん更こうすることになった場合は、細かくお知らせ下さい」

　早乙女さんが快かい諾だくしてくれたので、俺は早速、芹沢にラインをした。

　芹沢からもすぐに返信が来て、一ノ瀬白雪も参加することになった、とのことだった。

　他の二人もほぼネームが完成しているとのことだったので、三日後にネームの見せ合いをすることが決まった。

　他の二人は仕事場が実家なので、茉莉の仕事場で行うことにした。







　そして、三日後。

　俺と茉莉とエミリちゃんが仕事場で原稿作業をしていると、予あらかじめ決まっていた時間の少し前にインターフォンが鳴る。

「いいっすね～生駒先生、高校生なのに一人暮らしなんて。つーかここでいつも二人きりで仕事してるんすか。君島先生、羨うらやましすぎっすよー！」

　茉莉の仕事場にやってきた芹沢は、落ち着かない様子で仕事場をじろじろと眺ながめた。

「いや、いつも二人きりってわけじゃ……作業中はアシスタントの子がいるから」

「こんにちは～。アシスタントの椿つばきエミリです♪　今日はゆっくりしていって下さいね～」

　そこで、ちょうどいいタイミングでリビングにエミリちゃんがやってきてお茶を出してくれた。

　初対面の人間には、やっぱりぶりっ子モードなんだな。

「え、アシスタントってこの子っすか!?　めちゃくちゃ可愛かわいいじゃないっすか！　君島先生、生駒先生だけじゃなくこんな可愛い子とまで一緒に仕事してるなんて、ますます羨ましすぎっす！」

　そこで再びインターフォンが鳴る。

「あ、一ノ瀬さんかな。俺出てくる」

　俺が玄げん関かんの扉とびらを開けると、約一ヶ月ぶりに会う一ノ瀬白雪がそこに立っていた。

「あ、お、お久しぶりです」

　最後に会ったとき、コンビを組んで欲しいと頼たのまれて断ったこと、そして事故とはいえ押し倒たおされたことを思い出し、なんだか妙みように意識して緊きん張ちようしてしまう。

「……。お、お邪じや魔まする……」

　一ノ瀬白雪は一いつ瞬しゆん俺と目が合うと、すぐに俯うつむいてしまった。彼女の方も気まずく思っているのだろうか。

「じゃ、早さつ速そくですがそれぞれネームを見せ合いましょう。一つずつ、みんなで読んでみんなで意見言って、って流れにしましょーか」

　芹沢の仕切りで、意見交換会が始まる。

　まずは芹沢の漫画のネームから。

「…………」

　読み始めて、驚おどろいた。

　てっきり、芹沢が今『ドラゴン』で連れん載さい中の漫画と同様、王道ファンタジーバトルもので来るかと思ったのだが、今回の作品は近未来ＳＦものであった。

　こいつ、ＳＦなんかも描かけるのかよ？

　あれだけ面白いファンタジーバトル漫画が描けるんだから、今回も無難に得意なファンタジーバトル漫画にしておいた方が良かったんじゃないのか？　ライバルのことだっていうのに、ついそんなことを思ってしまう。

　しかし……ネームを読み進めるにつれ、最初の俺のそんな考えはなくなっていく。

　面白い。読めば読むほどこの世界観に引き込まれていく。

　読み終えて、隣となりの茉莉に渡わたす。茉莉が読み終え、一ノ瀬白雪に渡す。

「全員読んでくれたっすか？　じゃ、君島先生からお願いします」

「ああ……。ＳＦってジャンルに最初驚いたけど、めちゃくちゃ面白かった。今まで芹沢が描いてきた王道バトルの格好良さはこの漫画でも健在だし、むしろ主人公の設定をうまく生かしてすげえかっこいいＳＦバトルシーンになってた」

　やっぱりこいつの漫画、好きだ、と改めて思った。バトル漫画好きの俺にとって、好みのストライクど真ん中であり、理想の漫画だ。

「……ってところだな。だから、俺が特にこの漫画で直すべきだと思うところはない」

　今回の集まりは、ベテラン漫画家たちに負けないように、お互いの漫画をより良くするために、直した方がいい箇か所しよなどを指し摘てきし合う、という趣しゆ旨しのものだ。

　だが……今一度考えても、芹沢の漫画に直すべきところなど存在しない。

　完かん璧ぺきに面白いのだ。悔しいほどに。

　漫画として完成している。俺は自分たちが描いた漫画に今回はすごく自信を持っていたが、正直不安になってしまうほどだ。

　俺たちの漫画は果たして、芹沢の漫画よりも面白いのか？　と。

「えぇ～っ!?　直すべきところはない、って……マジっすか？」

「ああ……悪い。お前の漫画をこれ以上面白くしたくないからわざと言ってる、とかじゃなくて、マジでないんだよ」

　それから、俺の隣に座る茉莉の番になる。

「設定が斬ざん新しんで、バトルシーンは格好良くて、面白かったわ。私も……特にこの漫画で直すべきところを見つけられなかった」

　茉莉も、俺と同意見か……。

　最後に、一ノ瀬白雪の番。

「……完璧な……漫画だった……。私も、直すべきところは思い当たらない……」

「えぇ～!?　二人もそうなんすか？」

　やはり、あの漫画を読んでみんなそう思うんだな。

　それほどまでに、芹沢の漫画は完璧だったんだ。




　続いて、一ノ瀬白雪のネームを回す。

「…………」

　彼女のネームにも、俺は驚かされることになる。

　彼女も、現在『ドラゴン』ではダークファンタジーを連載中だが……今回のネームは、現代ものであった。そして、今おそらく流行はやっていると思われる『タイムリープもの』だ。

　主人公の身近な人間が死んでしまい、主人公は『こうなってしまうと分かっていれば俺が止められたんじゃないか、過去に戻もどりたい』と強く願う。そして本当に過去に戻ることができ、知人の死を食い止めることができたのだが、今度は別の人間が死んでしまう。

　また引き止めるために過去に戻るが、また別の人間が死んでしまい……。誰だれも殺さないために何度も過去に戻り、彼らの話を聞いていくうちに、主人公は真相に近付いていき、誰も死なせないことに成功する──という、所謂いわゆる推理サスペンスもの要素の強い漫画だった。

　一ノ瀬白雪の漫画だということを忘れて先が気になってどんどん読み進めてしまうほど面おも白しろい漫画だった。彼女のダークな雰ふん囲い気きでグロテスク描びよう写しやもある前作とジャンルから雰囲気まで全く違ちがい、本当に驚いた。こんな漫画も描けるなんて……。

　というか二人とも、どんだけ引き出し持ってんだよ!?

　さすが天才、というべきか。百八十度ジャンルの違う漫画でも、こんなに面白く描けてしまうなんて……。

「一ノ瀬さんの漫画も、今連載中の漫画と全然雰囲気違ったけど、これはこれですごく面白かったです。直すべきところは……ありません」

「……！」

　俺の言葉に、一ノ瀬白雪は少し驚いた表情になる。

　そう──この漫画も、芹沢の漫画と同じで、一いつ切さい修正すべき箇所なんて見つけられなかった。漫画として、完成しているんだ。

「そうっすね。俺もそう思いました。グランプリ取って欲しくないからこれ以上良くさせないように、とかそういうことじゃなくて……本当に、批判するべき点がないんすよね」

「私も……同意見よ」

　やはり、二人もそう思ったのか……。

　つまり、この二人がいかに強敵かということを思い知らされた。

　あれほど自分たちの漫画に自信があったのに、ここへ来て一気に不安になってくる。

　やっぱり、大賞受賞者は違う。俺たちの漫画は、本当にこの二人に勝てるのか？

　ジャンルが全く違うから比べるのも難しいが、もしかしたら俺たちの漫画よりも面白いんじゃないのか、なんて思えてくる。

「じゃ、最後は君島先生と生駒先生の漫まん画がっすね」

　最後に、俺たちの漫画のネームを回した。

　俺たちのネームを読む二人の反応が、怖こわくて仕方がない。ハラハラしながら二人の様子を窺うかがう。

　やがて二人は読み終えて、ネームを机の上に置いた。

「…………」

　が……どうしてか、二人は感想を言わずに何かを考えるかのようにして黙だまってしまったので、部屋の中が一瞬静まり返る。

「で……ど、どうなんだよ？」

　内心ハラハラしながら、俺は二人に尋たずねた。

「いやー……正直、意外でした」

「は!?　な、何が……」




「思ってたより、すごかった……いや、めちゃくちゃ面白かったっす！」




「……え!?」

　芹沢が、少し驚いた様子で言う。

「こんなに面白いとは思ってなかった……。ぶっちゃけ、連載前までの二人の作品……生駒先生の『ＹＡＭＯＭＥガール』、君島先生のデビュー作『BATTLE TRAIN』、そして今までの二人の連載『BATTLE IDOL!』だったら、余よ裕ゆうで勝てるって思ってました」

「なっ……!?」

　突とつ然ぜん喧けん嘩かを売るようなことを言ってきた芹沢に、カチンとくる。

「だけど、今回の作品はまるで別物っていうか……。とにかく、素す直なおに一読者としてすげえ面白いって思える漫画でした。連載を通して、やっぱ二人で作り上げる漫画のクオリティが上がっていったんでしょーかね。今回の敵は一ノ瀬先生か新城とおる先生かな、って思ってましたけど……君島先生と生駒先生も、十分に脅きよう威いでしたね」

「……！」

　芹沢の言葉に驚いて、俺は言葉を失う。

　確かに今回の漫画にはとても自信があった。だけど……。

　圧あつ倒とう的な実力の差を見せつけられて、いつか絶対に追い抜ぬいてみせる、そう思っていた相手、芹沢本人の口から、まさかそんな言葉を聞ける日が来るなんて……。

　芹沢はお世辞なんかは一切言わないタイプだ。それなのに、今俺たちの漫画をベタ褒ぼめした上、本気で不安になっているかのような様子なのだ。

　早乙女さんに言われた通り、俺と茉莉は二人で漫画を描くことで、いつの間にか漫画家として大きく成長できた──ということだろうか。

「一ノ瀬先生はどう思ったっすか？」

「……私も……恋れん愛あい漫画と云いうものが理解出来ず、得意ではないけれど……其それでもこの作品は、面白いと想おもった……。今までの連載作品よりも……」

「！　一ノ瀬さん……」

　一ノ瀬白雪の言葉も、俺にとって嬉うれしいものだった。

「ただ……」

　そこで芹沢が、もう一度俺たちのネームを開いてパラパラ捲めくりながら、悩なやましげに首を捻ひねった。

「ぶっちゃけ、何か少し物足りない感があるのは拭ぬぐえないんすよね」

「え!?　物足りない感……？　それって、何が？」

「それがよく分かんないんすよ。もしかしたら、俺の気のせいかもしれないし」

　芹沢の言葉に、戸と惑まどう。

　物足りない……って、俺たちの漫画には一体、何が足りないというんだ？

「なんなんだよ！　気になるだろ！　教えてくれよ！」

「いやーだから、俺だってそれが分かったら言ってますよ。具体的には……よく分かんないんすけど、なんか、個性が足りないっていうか、綺き麗れいにまとまりすぎてるっていうか……」

　芹沢は悩みながら言葉を絞しぼり出す。

「まあでも、この中のどの漫画がグランプリを取ってもおかしくない、って俺は思いましたね」

　芹沢の言葉に、一ノ瀬白雪が頷うなずき、茉莉も俺も頷いた。

「今の『ドラゴン』には若い感性や才能が必要だってこと、見せつけてやりたいっすね！　絶対に、ベテラン漫画家なんかに負けないよう頑がん張ばりましょう！」

「ああ！」

「当然よ！」

　芹沢の言葉に、俺たちに続いてコクン、と力強く頷く一ノ瀬白雪。

　これが、『仲間』と呼べる関係なのかな、なんてふと思う。

　もしそうだとしたら……仲間って、案外いいものなのかもしれないな。




　しかし──。

　俺は二人の漫画を読んで、大きな不安に襲おそわれた。

　二人の漫画は、驚おどろくほどに面白かった。

　俺たちの漫画は、本当にあの二人の漫画に勝てるのか？　考えれば考えるほど不安が募つのる。

　それに、芹沢に言われたあの言葉──『何かが物足りない』『個性が足りない』『綺麗にまとまりすぎている』。その言葉を頭に入れて今一度自分たちのネームを読み返してみると、本当にその通りだと思った。

　俺たちの漫画は、あの二人の漫画に比べて……何かが、足りない。




「本当にこのネームで、下書きに入っていいのかな……」

　二人が帰った後、俺は思わず茉莉に相談した。

「本当にこのネームで、あの二人に勝てるのかな？」

「分からないわ。私も、今までは最高に面白い漫画が描かけるって思ってたけど……今日で、一気に不安になった。あの二人の漫画を読んで……それに、芹沢暁あき人との言葉を聞いて」

「！　やっぱり、茉莉も……。俺も、この漫画にはあと一歩、何かが足りない気がするんだよな……」

「何か、って？」

「芹沢が言ってた通り、それが具体的には分からないんだよ」

　俺の言葉に、茉莉は少し考えてから、

「早乙女にもう一度、相談してみる？」

　と、提案した。

「！　早乙女さんに……。う、うん！　そうしよう！」

　早乙女さんだって、もうこのネームで下書きにしていいと言ってくれたんだから、そんなことを相談されても困るかもしれないが……それでも俺は、このまま下書きに入らずに、どうしてもネームの完成度を上げたかった。この漫画に何が足りないのかを……追求したかった。

「お世話になっております、君島です」

「君島君、何かあったの？　今日は確か、同期の作家さんたちとネームを見せ合うって言ってたわよね？」

「はい。それで……」

　俺は早乙女さんに経けい緯いを話して、俺たちの漫画には何か足りないんじゃないか、と相談した。

「なるほど……。実は私も、今日あなたたちのネームを読み返して、色々考えてたのよ」

「あ、そうなんですか？」

「ええ……。それで今、君島君の話を聞いて、やっと一つの結論に辿たどり着いたんだけど……あなたたちの漫画のメインキャラクターには、個性や魅み力りよくが足りないんじゃないか、って気付いたの」

「！　キャラクターの、個性や魅力……!?」

　この漫画の主人公は、お人好よしで流されやすい、という典型的なラブコメの主人公的な性格だ。ヒロインはおとぎ話の呪のろいにかけられた女の子で、気が強く、所謂いわゆるツンデレ系ヒロインである。

　確かにそんなに濃こいキャラではないが、読み切りだし、シンプルで分かりやすい方がいいのかと思ったのだが……。

「ええ。だから、もう少しキャラを作り込んで欲しいの。今のあなたたちだったら、この漫画にふさわしい、最高に魅力的なキャラクターが作れるはずよ」

　キャラクターを作り込む、か……。

「そうね……自分が今まで見てきた中で、一番萌もえる、可愛かわいい、かっこいい、魅力的だと思う人物をモデルにするといいわ。二次元、三次元は問わないけど、二次元のキャラをモデルにする場合、パクリにならない程度にね」

「一番萌える、魅力的だと思う人物……？」

　思わず俺は、早乙女さんの言葉を繰くり返す。

　まさかそんなアドバイスをされるとは思っていなかったので、戸惑ってしまう。

　キャラができたら一度早乙女さんに見せるということになって、電話を終えた。

「早乙女、なんて？」

「キャラの魅力や個性が足りないから、もっと作り込んで欲しい、って。二次元三次元問わず、今まで自分が見てきた中で、一番萌える、魅力的な人物をモデルにするといい、って」

「今まで見てきた中で……？」

　茉莉は俺の言葉に戸惑っている。

　無理もない。そう言われても、俺もいまいちピンとこなかった。




　その日はそれから家に帰って、一人でじっくりキャラを考えることにした。




　家に帰った俺は、ベッドに寝ねころんで早乙女さんに言われたことについて考える。

　俺が今まで、一番萌えた、魅力的だと思った人物……。

　今まで茉莉に勧すすめられて読んだ漫まん画がや、観みたアニメ、プレイしたゲーム……その中でも、俺が魅力的だと思うキャラクターはたくさんいた。

　特別好きな芸能人なんかは特にいないが、可愛いと思う芸能人は何人もいる。




　今まで二次元で魅力的だと思ったキャラクターを、どんどん俺たちの漫画のヒロインに当てはめていく。だが、どれもいまいちしっくりこない。

　次に、三次元、か……。

　芸能人なんかは性格をよく知らないので、モデルにできない。

「うーん……」

　その日は結局いいキャラができないまま眠ねむりについた。






５









　翌日。

　その日も俺は、朝から漫画のキャラのモデルについて考えていた。

「泉せん、おっはよー！」

　学校へ向かう途と中ちゆう、校門の前でみなせに声をかけられる。

「ああみなせ、おはよ……」

「？　泉、いつも以上にボーッとしてない？」

　そういえば、三次元の人物をモデルに……って、周りにいる人でもいいってことだよな？

　それに気付き、試ためしに周りにいる数少ない女友達をモデルにしてみよう、と考える。

　早さつ速そく朝のホームルーム中に、みなせをモデルにキャラを描いてみた。

　しかし……勝手にモデルにしておいてなんだが、なんだかしっくりこない。




　ホームルームが終わって携けい帯たいを見ると、エミリちゃんからラインが来ていた。

『椿つばきエミリ：ようせいずかんの新しいガチャガチャが発売されて、ベニキノコヨウセイのキーホルダーゲットしちゃいました！　超ちよう可愛くないですか？』

　ラインの後に、全く可愛くない気持ち悪い妖よう精せいのキーホルダーの写メも添てん付ぷされていた。エミリちゃん、相変わらずこの気持ち悪い奴やつ好きなんだ……。

『あー、可愛いんじゃない？（棒読み）』

『椿エミリ：ちょ、ひどいんですけどー！』

　こんな時間に即そくレス来るってどういうことだよ。中学ってスマホ持ち込んで良かったっけ？

　そこで今度は、エミリちゃんをモデルにヒロインを描いてみる。

「…………」

　描き上がったキャラを見て、やっぱりなんだかしっくりこない。

　みなせにしろエミリちゃんにしろ、モデルにしたらとても可愛いキャラにはなるのだが……この漫画のヒロインと考えると、何かが違ちがう気がする。

　やはり、三次元の周りの人を二次元の漫画のモデルにするなんて、無茶だったのだろうか。




　やがて授業が始まってからも、俺は漫画のヒロインについて考え続ける。

　とりあえず、俺が一番可愛いと思う女の子像を、あの漫画のヒロインにするとかそういうことは深く考えずに、思うがままに描いてみてはどうだろうか。

　悩なやんだ挙げ句、唐とう突とつに思いついて、俺はノートに思うがままに自分が一番萌えると思うキャラを描いてみることにする。

　俺が萌える女の子って、一体どんな子だ？

　まず、髪かみは長くて、背は平均より低め、目がパッチリしてて、スタイルが良くて……。

　そんでもって性格は、やっぱ自分の意志をしっかり持ってて、キツめくらいの子がいいよな。だからちょっとキツそうな顔にして……。

　信念をしっかり持ってて、自分のやりたいことに対しては誰だれよりも頑がん張ばる頑張り屋で、主人公のことを振ふり回してくる、ちょっと強ごう引いんな面があって……。

　いつも強がってるのに、意外と泣き虫で、主人公の前でだけは弱い面を見せたりして……。

　いつもはキツい性格で素す直なおじゃないのに、根は優やさしくて、ときどきすごく優しい面を見せてくれたり、主人公に何かしてもらったら素直に感謝する面も持っていて……所謂いわゆる、『ツンデレ』ってやつか。

　うん、こんな感じかな。

　待てよ……このキャラ、めちゃくちゃ可愛くないか!?

　絵を描かき終えた後、設定や性格も細かく書き出して、描き終えたキャラクターを見て我ながら感動する。

　俺、こんな可愛い女の子描けたんだな!?　女キャラを可愛く描くのが苦手だったはずなのだが、なぜか今日の俺は、今まで描いた女キャラとは比べものにならないくらい、可愛くて萌えるキャラを描くことができた。

　キャラデザも性格も、自分の好みにしたから当然といえば当然なのだが、めっちゃ萌えるキャラになった。こんなキャラが漫画に出て来たら俺は当然即そく好きになるし、俺以外の男からしても魅力的なキャラだと思うから、人気も出るんじゃないかと思う。

　男の理想を並べただけの薄うすっぺらなキャラではなく、人間味もあるから、キャラとしても漫画の中で生きるはずだ。

　しかも、今回の漫画のヒロインに置き換かえてみても、めちゃくちゃ合っている。もう、このキャラをヒロインにするしかないだろ！　ってくらいに。

　しかし、待てよ。

　改めて、描き上げたキャラを冷静に見ると……このキャラって、なんかすごく誰かに似ているような……。

　そこで授業の終わりを告げるチャイムが鳴る。

「ねえ、泉」

　俺の机に茉まつ莉りがやってきて、俺はなぜか思わず……咄とつ嗟さに、キャラデザを描いていたノートを閉じた。

「──っ！」

　茉莉の顔を見て、驚おどろいて思わず息を吞のんだ。

「？　な、何よ？」

「あ、い、いや、別に……」

　明らかに怪あやしい俺を、茉莉は訝いぶかしげに見る。

「で、何!?」

「あ、えっと……昨日漫画のキャラ考えたから、今日の放課後見せたいと思って」

「あ、ああ！　分かった」

「……？」

　茉莉は用件を話し終えてからも、疑いの眼まな差ざしで俺を見る。

　そこでみなせが俺たちの元にやってきて、現在の漫画の状じよう況きようを聞いてきたので、説明しているうちに、五分休みは終わった。




　二人が去ってから、俺は再びノートをこっそり開く。

　先ほど自分が描いたキャラデザを眺ながめて、確信した。




　このキャラ……茉莉に激似じゃねえか！




　モデルにしたというわけではなく、完全に無意識だったのだが、ビジュアルも性格も設定も、茉莉とそっくり……というか、最も早はや茉莉をそのまま二次元化したようなものだった。

　俺は無意識のうちに、茉莉をこのキャラのモデルにしてしまったというのか。

　いや……待てよ。

　俺はさっき、自分が最高に萌もえるキャラを作ろう、と思ってこのキャラデザを描いた。

　そして出来上がったキャラが、茉莉に激似、って……。

　それってつまり、俺の理想の女性キャラ像が、茉莉ってことか!?

　つまりそれは、俺が茉莉のことを──。




　そこまで考えて、俺は呆ぼう然ぜんと自分の描いたキャラを眺めた。

　さっき茉莉は、キャラを考えたから見て欲しい、と言っていた。

　俺も、このキャラを見せるべきだろうか？

　俺としては最高のヒロインが出来上がったから、もうあの漫画のヒロインはこのキャラ以外に考えられない。

　だけど、このキャラが茉莉に似ていると茉莉が気付いてしまったら……俺の気持ちも、バレてしまうんじゃないのか？

　何せ早さ乙おと女めさんには『自分が一番魅み力りよく的だと思う人物をモデルにするといい』とアドバイスされていたのだから。

　暫しばらくの間、俺は葛かつ藤とうしたが……。

　それでもやはり、このキャラを茉莉に見てもらおう、という結論に達した。

　やっぱり俺は、絶対にこのキャラをヒロインにしたい。せっかく最高のキャラができたんだ。このキャラをヒロインにしなくてどうするんだよ。

　躊躇ためらってる時間なんてない。キャラを変えるからには、ネームも直さなきゃいけないんだ。なるべく早くキャラを決めなければならない。

　そう考えて、俺も今日茉莉にこのキャラを見せることを心に決めた。




　やがて放課後がやってくる。

　俺と茉莉は二人で教室に残っていた。

　周りにクラスメイトが少なくなったのを確かく認にんして、キャラの話し合いを始めることにする。

「あのさ、さっき言いそびれたんだけど、実は俺もキャラできたから見て欲しいんだ。メインヒロインだけなんだけど……」

「え、そうなの!?」

　茉莉は俺の言葉に驚いた。

「私は逆に、主人公の男キャラしかまだできてないの」

「じゃ、じゃあ、お互たがいに見せ合おう」

　直前になって躊躇う気持ちもなくはないが、もうどうにでもなれ、という思いで茉莉にノートを渡わたした。茉莉も俺にノートをよこす。

　だが俺は、茉莉の描いたキャラを見るどころではなかった。茉莉の反応が気になって仕方がなく、そっちに目がいってしまう。

　茉莉は俺のノートを少しの間見た後、




「…………。……え!?　こ、これって……」




　驚いた様子で赤くなった。

　やばい、もしかして……。

「ね、ねえ泉、このキャラって……い、一体誰をモデルにしたの!?」

　茉莉は赤くなったまま、俺の方をチラチラ見て尋たずねた。

「え、えっと、それは……」

　まずいぞ。もしかして、気付かれるかもとは思ったが……案外すぐにバレてしまったかもしれない。

　俺が茉莉をヒロインのモデルにした、ということに。

　モデルにしようと思って描いたわけではなく、あくまで結果的に似てしまった、というだけではあるが、キャラデザも性格もほとんど茉莉そのものなのだ。怪しまれて当然といえば当然である。

「え、えっと、今まで見て魅力的だと思ったキャラとかを色々組み合わせて作ったんだよね！　だから、今までの二次元のキャラにはいないキャラかな～、って自分では思ってるんだけど……」

「え……そ、そう、なの!?」

　俺が茉莉に真実がバレないよう慌あわてて誤ご魔ま化かすと、茉莉は俺の言葉に驚いている様子だ。

　やっぱり、自分がモデルなんじゃないかと思っていたのだろう。そりゃあ、無理もない。あんなに茉莉に似せてしまったんだ……。バカなことをした、と今いま更さらながら思う。

　それでも、そのおかげであんなに魅力的なキャラができたのだから、後こう悔かいはしていない。

「ほ、ほんとのほんとに!?　わ、私はてっきり……」

「え？」

「……っ！　い、いや……なんでもないわ！」

　茉莉は赤くなって顔をぶんぶんと横に振った。

　しかしまだ疑っているのか、顔を赤くしたままノートと俺の顔を交こう互ごにチラチラと見ている。

「に、にしても……あんたいつの間に女キャラこんなに可愛かわいく描けるようになったのよ？　今まで全っ然可愛くない女キャラしか描けなかったっていうのに。キャラデザも可愛く描けてるし、キャラの設定も……ま、まあ、この漫まん画がに合ってると思うわ」
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「あ、ほんと!?」

　茉莉が俺の描いたキャラを褒ほめてくれて、嬉うれしくなる。

　確かに自分でも別人が描いたんじゃないかと思えるほど、今回のキャラは可愛く描けたからなあ。

「……で？　あ、あんたの方は……ど、どうなのよ!?」

「え!?」

「だから、私が作ったキャラ！」

「ああ！　ごめん、まだよく見てなかった」

「はあ!?」

　茉莉に言われて、慌てて茉莉が作ったキャラに目を落とす。

「…………」

　じっくりと、読み込む。

「……いいね！　普ふ通つうの萌え漫画の主人公より、能動的で熱血で、魅力的だと思う！　何より、キャラデザがかっこいいし！」

　茉莉の作ったキャラは、とても魅力的な男主人公だった。

　今まで茉莉が描いてきた漫画の主人公の何倍もかっこいい。

　早乙女さんの『今まで見た中で魅力的な人物をモデルに』ってセリフ、茉莉はこの主人公のキャラに反映させたのかもしれない。

　主人公のキャラデザは、元の『特に特とく徴ちようもない主人公』とは打って変わって、萌え漫画の主人公に似つかわしくないほど格好良く描えがかれていた。茉莉って、こんなにいい男キャラ描かけたんだなあ、と思ってしまうほど。

　性格も、ヒロインがピンチのときはすぐに助けてくれる、普段は気弱そうに見えていざとなるとすごく強くて頼たよりになる、真っ直すぐで誰だれよりも向上心がある、そしてヒロインに対してとにかく優やさしい……など、男の俺から見てもなんて魅力的なキャラなんだ、と思えるほどだった。

「あ！　か、勘かん違ちがいしないでほしいんだけど、このキャラは別にっ……！」

　俺が感心しながらキャラ表を読んでいると、突とつ然ぜん茉莉が赤くなって慌てだした。

「え？　な、何？」

「……!?　あ、あんた……もしかして気づいてな……!?」

　茉莉は俺を見てひどく驚おどろいた様子で何かを言い掛かけたが、途と中ちゆうで言葉をやめた。

「え？　だから、何なの？」

「[image: ～][image: ～]っ！　な、な、何でもないわよっ！」

「何なんだよそれ……。これって、茉莉も何かのキャラをモデルにして描いたの？」

「……っ、え、えっと、私も、今まで読んだ漫画とかで魅力的な主人公キャラのいいとこ取りしただけよ！」

「あ、そうなんだ」

　茉莉がなんだか慌てた様子なのが気になったが、その後何か隠かくしてないかと聞いても「何でもないわよ、しつこい！」と怒おこられるだけだったので、それ以上は聞けなかった。




　とりあえず、仕事場に行ってから、このキャラを原げん稿こう用紙に清書してペン入れ、仕上げまで完成させ、スキャンしてキャラ表と共に早乙女さんにメールで送った。




　三十分もしないうちに、茉莉の携けい帯たいに早乙女さんから電話が入る。

　茉莉は通話をスピーカーモードにして、俺にも早乙女さんの声が聞こえるようにした。

「主人公もヒロインも、元のキャラよりすごく魅力的になってるわ！」

　早乙女さんが絶賛してくれる声が聞こえて、嬉しくなる。

「でも二人とも、その、これってもしかして……」

　早乙女さんが、戸と惑まどい気味に何かを言い掛けた。

「……いや。今はそんなこと、どうでもいいわね。とにかく、急いでキャラをこのキャラに変へん更こうしてネームを修正して！」

　茉莉と共にその場ですぐにネームを修正する。

　時間が遅おそくなってきたので、残りはお互いに分担して家で修正して来ようということになり、その日は解散することになる。

「あ……せ、泉」

　俺が帰り支じ度たくをしていると、茉莉がなんだか戸惑い気味に声をかけてきた。

「さっきの、あんたが描いたヒロインのキャラデザ……い、一応、スキャンさせてくれない？」

「え？」

　茉莉の言葉に少し戸惑う。スキャン……なんでわざわざパソコンに保存しようとしてるんだ？

　俺のキャラデザを元にもう清書したんだから、俺がノートに描いたキャラデザなんてもう必要ないと思うのだが。

「あ、その……ほ、ほら！　今後下書きするのに、女の子の作画は私がするんだから、描き慣れておいた方がいいでしょ!?　その練習のために、元のキャラデザも一応手元に持っておきたいの！」

　茉莉は慌てた様子で説明する。

「あ、そう？　じゃあ……はい、これ」

　俺が茉莉にノートを渡すと、二回目だというのに茉莉は再びまじまじと俺の描いたキャラデザに見入っていた。

　もしかして、まだ怪あやしく思っているのだろうか？　このヒロインが、茉莉に似ているということを……。

　それから、パソコンでキャラデザをスキャンする。




　それから茉莉にノートを返してもらい、今度こそ俺は帰路につく。

　自分の家に帰る途中、俺が描き上げた、新作のヒロインのことについて考えた。

　すぐに茉莉にバレてしまったときはどうしようかと思った。あのヒロインのモデルが、茉莉本人である、ということに。

　俺が否定した後も、茉莉はまだ疑っていたのか、なんだか様子がおかしかった気がする。

　俺が自分の中で最高のキャラを描き上げたら結果、茉莉にそっくりになってしまった……それが一体どういうことなのか、俺はもうさすがに分かっていた。

　俺にとって、どんな萌もえキャラよりも、周りのどんな女の子よりも、『萌える』『可愛い』『魅み力りよく的だ』と思える人物。

　それが紛まぎれもなく──茉莉だった、ということなんだ。

　つまり、それは……。

　何度そのことを考えても、辿たどり着く答えはたった一つ。




　俺にとって、この世で一番魅力的な女の子が、生い駒こま茉莉である──そういうことなんじゃないのか？




　俺はいつの間に、茉莉のことを好きになっていたというのか？

　初めて会ったときは、なんだこの女は、と思った。




『はあぁ!?　アシスタント初めてぇ!?　そんな使えないド素人しろうとよこすなんて、早乙女の奴やつ何考えてんの!?』




　口は悪いし、態度も横暴。

　その上、女の子なのにおっぱいがどうとかとかお姉さんがどうとかばっかり言ってるし、こんな人の元でアシスタントできるのか、と不安になった。

　だけど……一いつ緒しよに仕事をしていくうちに、誰よりも漫画に真しん摯しに向き合っていて、一いつ生しよう懸けん命めいなんだということが分かって。




『今まで……こんな私と一緒に漫画を描いてくれてありがとう。最後の最後まで気を抜ぬかずに全力で頑がん張ばってくれてありがとう』

『私……今まで生きてきた中で一番嬉しい。あなたとコンビを組んで漫画を描くことができて、本当に良かった』




　俺が茉莉のお母さんを説得した後、茉莉と俺は初めて心を交かわすことができた。




『なんであんたは、私が作ってる壁かべをことごとく壊こわしてくるの？　私の心に土足で入ってくるの？　ただの、漫画の相方に過ぎないっていうのに……。ほんとにもう、あんたみたいな人は初めて……』




『３ちゃんねるに、生駒アギトは一人で描いた方がいい、ってあったのを、あんたは気にしてたみたいだけど……私は、そんな風に思ってない。私はこれからも、あんたと描きたいと思ってる。私には、あんたが必要だから……』




　漫まん画がの相方として、そして一人の女の子として、茉莉はいつも俺の隣となりで、色んな表情を見せてくれた。俺はいつでも生駒茉莉という女の子から目が離はなせなかった。

　茉莉との間にあった出来事を、まるで昨日のことのように鮮せん明めいに思い出す。

　俺は茉莉から、本当にたくさんのものをもらった。

　漫画家として色んなことを教えてもらったのは勿もち論ろん、漫画とは関係のないものも。

　幸せな気持ち、楽しい思い出、ときめき……たくさんの、今まで知らなかった感情。

　俺は、茉莉が好きなんだ。漫画家としても、コンビの相方としても、一人の女の子としても……。

　そのことに、こんな形で気づくことになるなんて。

　俺はこの先、一体どうしたらいいのだろう。

　俺たちは仕事のパートナーなんだ。俺はこれからも、茉莉と一緒に漫画を描いていきたい。

　茉莉に思いを告白して、恋こい人びと同士になれたら──当然、こんなに幸せなことはないが、もし振ふられてしまったらどうする？　これから先、二人で漫画を描けなくなってしまうのではないだろうか。




　その日は、気付いてしまった茉莉への思いをどうするべきか、いくら悩なやんでも答えに辿り着かなかった。




　　　　＊




　翌日。

「ま、茉莉……ネームの修正終わったよ」

「私も終わったわ！　じゃ、今日も……うちで打ち合わせね」

　学校でお互たがいにネームの修正が終わっていることを確かく認にんした俺たちは、学校帰りに茉莉の仕事場でネームを見せ合ってつなぎ合わせる作業をすることにした。




　放課後になり、二人で学校から茉莉の仕事場へ向かう。

「…………」

　二人きりになるのなんてよくあることなのに、昨日はっきりと自分の気持ちを確認してしまった俺は、なんだか妙みように意識してしまい、うまく喋しやべれない。

　しかしなぜか茉莉の方も、表情が強こわばっており、口数が少なかった。気のせいか、顔が赤いような気もする。

　二人ともいつもより静かなせいで、ところどころ会話が途と切ぎれて沈ちん黙もくが訪おとずれてしまい、なんだか気まずい。




「じゃ、じゃあ、早さつ速そくネームを見せ合おうか！」

　やっと茉莉の仕事場に到とう着ちやくしたはいいものの、密室に二人きりという余計に意識してしまう空間になってしまったことに気付く。

　ああ、こんなのいつものことだってのに、なんでこんなにぎくしゃくしてしまうんだよ俺……！

　そこで、インターフォンが鳴る。

「はい……あ、エミリ？」

　エミリちゃんがやってきた！　ああ、助かったぞ！

「お邪じや魔ましまーす。お二人共、今日も例のコンテストの新作の打ち合わせですか？」

「あ、うん、まあ……」

「まだアシスタントしてもらう作業なんてないってのに、あんたもよく来るわね～！」

　茉莉は憎にくまれ口を叩たたきながらも、エミリちゃんの来訪を嬉うれしそうにしている。

　もしかしたら茉莉も、二人の空間が気まずいと思っていて、エミリちゃんが来てくれて助かったと思ったのだろうか。

「……？　なんか、二人とも……」

　エミリちゃんが不思議そうな目で俺たちを見る。

「ちょ、ちょっと私着き替がえてくるわ！」

　エミリちゃんの言葉を遮さえぎって、茉莉がそう言って仕事部屋を出て行く。

　きっと、ジャージに着替えるのだろう。茉莉は家に帰ってから制服でいることが窮きゆう屈くつなようで、学校から帰るとすぐにいつものジャージに着替えることが多い。

「ネームできたんですか？」

「ああ、うん！　エミリちゃんにも是ぜ非ひ見て欲しいな」

　俺がエミリちゃんにネームを見せていると、やがて仕事部屋の扉とびらが開く。

「……!?」

　仕事部屋に戻もどってきた茉莉の姿を見て、俺は驚おどろいて言葉を失う。

　茉莉はいつものジャージ姿ではなく、なぜか可愛かわいらしいピンク色のワンピース姿になっていた。

　茉莉によく似合っていて、思わず一いつ瞬しゆん見とれてしまう。

　茉莉のこういう可愛らしい私服姿って普ふ段だんあまり見られないから、貴重だ。しっかり目に焼き付けておかないと……。

「じゃ、じゃあ、ネームの確認作業を……」

「って生駒先生、なんですかその格好!?　なんでいつものジャージじゃないんですか!?」

　エミリちゃんも俺と同じことが気になったようで、何事もなかったように話し始める茉莉に俺の代わりに突つっ込んでくれた。

「え!?　い、いや、別に……」

「しかもそのワンピ、超ちよう女の子らしくて可愛いじゃないですか～！　どこのですか？　デザイン的にー……リズリサ？　ダズリン？　生駒先生こんな可愛い服持ってたんですか～!?」

「べ、別に、なんだっていいでしょ！」

「なんで急にこんな格好!?　今日この後どっかお出かけなんですか？」

「ち、違ちがうけど……たまには着てみたい気分になっただけよ！　ほ、ほら！　さっさと仕事始めるわよ！　泉、ネーム見せて！」

「あ、ああ……！」

　茉莉が強い調子で言うので、俺も茉莉がジャージ姿じゃない理由が気になったが、勢いに負けてネームを取り出す。

「ふーん……どこにも出かけないのにそんな格好ですかぁー……」

　エミリちゃんは意味深に呟つぶやきながら茉莉をじろじろと眺ながめた。




　ネームを確認した後、お互いのネームをつなぎ合わせて、ネームを修正したものが完成する。早乙女さんに完成したと茉莉が連れん絡らくすると、なるべく早く見せて欲しいと言われたので、その日の夜に出版社に向かうことになった。




　約束の時間に、俺と茉莉は富ふ士じ見み社しやへとやってきた。

　早乙女さんにネームを見せると、修正のオーケーをもらうことができて、今度こそついに下書きに入ろうということになる。

「ところで、この作品の舞ぶ台たいは決まってるの？」

[image: ]

　早乙女さんが俺たちに尋たずねる。

「え？　舞台って、見ての通り学園ものですけど……」

「そういうことじゃなくて……この学園があるところって、結構な田舎いなかなんでしょ？　どこにするの？」

　設定上、舞台は『地方の高校』ということになっていた。だが、具体的にどこにするかは決めていない。

「ああ……まだ決めてません」

「やっぱり……。あなたたち、出身はどこ？」

「私は東京生まれ、東京育ちのシティガールよ！」

「シティガール……？　えっと、俺も同じです」

「…………。つまり、田舎が舞台なのに、田舎に住んだことがないわけね？」

「……！　はい、まあ……」

　早乙女さんはふう、と軽くため息をついた。

　そういえば確かに、特とく殊しゆな学園なので田舎を舞台にしたはいいが、田舎の背景どうしよう、とは思った。

　学校や通学路、公園などが出てくるが、都会のそれらを写真に収めて資料にしたら、説得力がなくなってしまう。

「最近、実際にある場所をモデルとして作品に出して、それを作品の聖地とするのが流行はやってるの。人気のある作品だったら、ファンが聖地巡じゆん礼れいなんかもするくらい」

「……！　聞いたことあります」

　聖地、か……。『バトアイ』のときは東京のよくある公立高校が舞台だったから、舞台をどこにするかなんてはっきり決めてもいなかった。

「この作品で、それを試みるのも面おも白しろいと思ったの。せっかく、特殊な田舎の学校が舞台なんだから。この作品がグランプリを取って連れん載さいになったら……『聖地』があった方がいいとも思うし」

「……！　な、なるほど……」

　グランプリを取って連載になったら……その言葉の響ひびきに、なんだかときめいてしまう。

「いいかもしれないわね！　自分の作品の舞台が聖地化するなんて、夢みたいだわ！」

「実は、二人がそう言うと思って、いくつか候補を絞しぼってきたの」

「え……!?」

　早乙女さんは、俺たちの前に観光ガイドブックを三冊ほど広げた。

　どれも、東京から離はなれた地方のものだ。

「どこもまだ、人気のある漫まん画が作品の舞台になったことがない場所よ」

「へえ～っ！　でも、観光ガイドブックじゃ、資料にはならないような……」

「当然でしょ。この中から舞台を決めて……」




「実際に三人で、取材旅行へ行くわよ！」




「え!?」

「取材旅行!?」

　早乙女さんの言葉に、俺と茉莉は思わず大声を上げた。

「下書きで背景に必要だから、もうすぐにでも行った方がいいわね。近場だったら日帰りでもいいけど……。場所を決めたらすぐにこっちで手配するから、なるべく早くどこを舞台にするか決めて頂ちよう戴だい」

「りょ、旅行……」

　隣となりに座る茉莉が呆ぼう然ぜんと呟く。

　チラッと茉莉を見ると、顔を赤くしてポカンとしていた。

「何か問題ある？　まだ締しめ切りまでに時間はあるし、本来なら読み切りの段階で取材費なんて下りないけど、こっちでどうにか捻ねん出しゆつするわ」

「ほ、本当ですか!?　いや、俺は是非行かせてもらいたいです！」

　いきなり取材旅行に行くことになるなんて、想定外で驚いたが……。

　どこか実際にある場所を舞台にするっていうのは賛成だ。具体的な資料があった方が描かきやすい。

　早乙女さんの言うとおりまだ時間もあるし、一いつ泊ぱくや日帰りだったら取材に行って帰ってきてからでも十分に作業の時間も取れると思う。

「あ、わ、私も！」

　茉莉も慌あわてた様子で返事をする。

　ちらっと俺の顔を一瞬だけ見て、すぐに目を逸そらした。




　茉莉のことが好きだ、と自覚した直後に旅行へ行くことになるなんて、ドキドキものだが……でもこれは仕事なんだし、私情を挟はさまないでしっかりと取材してこないとな。

　早乙女さんと三人で行くわけだから、大だい丈じよう夫ぶなはず……。と、俺は自分に言い聞かせる。




　　　　＊




　翌日。

「取材旅行ですか!?　いいなー！　楽しそー！」

　仕事場で俺たちがガイドブックを広げどこに行くか悩なやんでいると、エミリちゃんが羨うらやましそうに言う。

「た、楽しそうってあんた……仕事なのよ？」

　少し慌てた様子で言う茉莉は……なぜか今日もジャージ姿ではなく、白いブラウスにチェックのプリーツスカート、という可愛らしい私服姿だった。一体、どういう心境の変化なのだろうか。

　茉莉がジャージではなく可愛らしい私服を着てくれるようになったのは、個人的にとても嬉うれしいのだが

「でも……ほ、ほら、年とし頃ごろのお二人が取材とはいえ旅行なんて……旅行先で、何かあるんじゃ～……？」

「な、なな、何言ってんのよ!?」

　俺が否定する前に、茉莉が声を荒あららげた。

「さっ、早乙女も行くんだから、そんなことあるわけないでしょ!?」

　茉莉が真っ赤になって強く言い切る。

「え……そ、それって、早乙女さんが行かなかったら何かあるってことですか？」

　エミリちゃんが少し驚いた様子で尋ねる。確かに俺も、今の茉莉の発言を聞いて気になった。

「は、はあああ!?　な、なな、何言ってんのよっ!?　そんなわけっ……」

　茉莉は更さらに顔を真っ赤にして言い返す。







「で、旅行、どこに行くんですかー？」

「うーん、そうだな……」

　俺としては、締め切りまで時間も有限なんだから、取材旅行なんてさっと行ってさっと帰ってきて、それよりもその後の原げん稿こう作業に時間をかけるべきだ、と考えて、日帰りで行ける場所ならその方がいいだろうと思っていた。

　だから、早乙女さんからもらったガイドブックの中から、比ひ較かく的東京から近く、日帰りで行けそうな場所をじっくりと見ていて、そこがいいんじゃないのかと思っていたのだが……。

「私、ここがいいわ！」

　茉莉がそう言って俺に差し出したのは、『広ひろ島しま』のガイドブックだった。

「なんでよりによって広島!?　一番遠いじゃん！」

　広島なんて行ったことないが、日本地図をぼんやりと思い出しただけで、おそらくものすごく遠い、ということだけは分かる。

「ほら、見てよここ！　すごく綺き麗れい！」

　茉莉が開いたガイドブックのページには、海の上に赤い鳥居が浮うかんでいる、という写真が載のっていた。どうやら湾わん内ないに建っている鳥居が、満ち潮になると海の上に浮かんでいるような光景になるようだ。

「『厳いつく島しま神社』かあ……確かに綺麗だけど、神社も海も俺たちの漫画に登場しないよね……？」

「……！　あ、で、でも！　ほら、こっちのページに載ってるこの道とか、漫画にも出せそうだし、綺麗じゃない！」

　茉莉がページを捲めくって俺に見せる。確かに絵になりそうな場所だった。

「それに、せっかく編集部のお金で旅行に行けるんだから、自分たちが行きたいところに行った方がいいじゃない！　その方が漫画に対するモチベーションも上がるし！」

「……なるほど。それはまあ、確かに」

　茉莉、よっぽどこの『厳島神社』に行きたいんだな。

　茉莉の意見はもっともだし、できれば茉莉が行きたい場所に連れて行ってやりたい。

　確かに綺麗な場所だし、俺も行ってみたいと思った。茉莉と、こんな綺麗な景色を見ることができたら……。

「分かった。じゃあ、広島にしよう」




　そんなわけで、俺たちは広島に取材旅行へ行くことが決まった。

　当然日帰りじゃ行けないので、土日を使って一泊二日で行くことにする。

　早さつ速そく早乙女さんに広島に決めたことを茉莉が電話で報告すると、すぐにでも新幹線とホテルを取るから二人が行ける日を教えて欲しいと言われたようで、もう二日後だが次の土日が空いているのでそこで行くことになった。




「っていうか、生駒先生ー」

　旅行先が決まったところで、エミリちゃんがなぜかニヤニヤしながら茉莉の姿をじっと見た。

「そういえば、今日も私服なんですね～？　しかも、また超ちよう可愛かわいい服ー……」

「え!?　べ、別にいいでしょ!?」

　エミリちゃんに指し摘てきされて、途と端たんに赤くなって言い返す茉莉。

「女子力皆かい無むだった生駒先生も、やっと男子の目を気にしてくれるようになったんですね～」

　男子の目、って……。ってことは、俺の目を意識して、茉莉はあんなに可愛らしい私服を着るようになったってのか!?　エミリちゃんの発言に、動どう揺ようしてしまう。

「はあっ!?　べ、べ、別にそういうわけじゃ……！」

　茉莉は一いつ瞬しゆん俺をチラッと見てから、ますます顔を真っ赤にして慌て出す。

　この茉莉の様子からしても、やっぱり茉莉は俺の目を気にして可愛い服を着るように……!?

「勝手に決めつけてんじゃないわよっ！　私は単に、自分が着たくて着てるだけで……」

「そうなんですかー？　……ってやば、もうこんな時間！　私今日夕飯作らなきゃならない日なんで、失礼します！」

「ちょっと、まだ話の途と中ちゆうだってのに……！」

　エミリちゃんは時計を見ると、そんな茉莉と俺を残して、慌てて仕事場を出て行った。

「…………」

「…………」

　エミリちゃんがいなくなって、再び静まり返ってしまう部屋の中。

　エミリちゃんがあんなことを言うもんだから、ますます意識しちゃうじゃないか……。

「あ、あの、エ、エミリが勝手に変なこと言ったけど、私は……！」

　俺が動揺のあまり何も言えないでいると、茉莉がまだ少し顔を赤くしたまま、俺の顔を見ずに話し始める。

「せ、泉とは……男とか女とか、そういうの関係なく、お互たがいにはっきり意見を言い合えるパートナーになれて良かった、って思ってるから……だから……」

　恥はずかしそうにしながらも、真しん剣けんな様子で茉莉は俺を見た。

「ま、茉莉……」

「だ、だから……その、これからも宜よろしく」

「……う、うん。こちらこそ……」

　改めて茉莉にそんなことを言われて、俺は戸と惑まどいながらも返事をする。

「あ、じゃ、じゃあ、俺もそろそろ帰るね」




　茉莉の仕事場を後にして、俺は一人帰路につく。

『泉とは……男とか女とか、そういうの関係なく、お互いにはっきり意見を言い合えるパートナーになれて良かった、って思ってるから……』

　茉莉が最後に言った言葉か、脳内にずっと残っていた。

　俺は茉莉にああ言われて、嬉しいような、寂さびしいような、複雑な気持ちになった。

　茉莉は、俺と今後も、男女の仲とかそういうのは一いつ切さい持ち込まずに、漫まん画がのパートナーとして共にやっていきたい……そう思っているのかもしれない。

　ならば──俺の茉莉へのこの気持ちは、茉莉に言うべきではない。

　俺の勝手な気持ちで、このパートナーとしての関係が壊こわれてしまうなら……言わない方がいい。俺も、そんなことは望んでいない。




　これからも茉莉と一いつ緒しよにいられるなら、茉莉の隣となりで漫画を描かけるなら、それで十分幸せじゃないか。

　改めてそう思い直し、俺は自分の気持ちを秘ひめておくことを、心に決めた。

　きっと……これでいいんだ。






６









『次は、名な古ご屋や。名古屋──』

「…………」

　広ひろ島しま行きの新幹線の中。

　俺と茉まつ莉りは、二人並んで新幹線の指定席に座る。

　しかし、東京で新幹線に乗ってから、ほとんど会話という会話はなかった。

　茉莉は俺と逆方向を向いて、携けい帯たいを弄いじるでもなく、ボーッとしている。

　もはや俺の脳内は、取材どころではなくなっていた。

　新幹線に乗ってから自分の鼓こ動どうがずっと速く鳴り続けているのが分かる。




　なぜだ!?　なぜこんなことになった……!?




　俺は茉莉の隣の空席を見つめて、心の中で訴うつたえた。

　そこは本来、早さ乙おと女めさんが座るはずだった席なのだが……。




　　　　＊




　時は前日に遡さかのぼる。




　俺が部屋で旅行の準備をしていると、早乙女さんから電話があった。

「もしもし、君きみ島じまさんですか？　ゴホッゴホゴホッ……」

「あ、はい……さ、早乙女さん、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　電話口で開口一番に咳せき込む早乙女さんに驚おどろく。

「ごめんなさい……ゴホッ、ゴホッ、今生駒さんにも電話したのですが、実は今日朝からだるくて、会社をいつもより早く上がって病院に行ってみたんです。そしたら……インフルエンザだって診しん断だんが出てしまって……」

「え……えぇっ!?　そ、それじゃあ、明日あしたの旅行は……」

「大変申し訳ないのですが……お二人で行って頂いても良いでしょうか？」

「ふ、二人で!?」

　早乙女さんの言葉に、心臓が飛び出るかというくらい驚いた。

　俺と茉莉が、二人きりで旅行……!?

「はい。ゴホゴホッ……ちゃんと二部屋取ってますし、大丈夫だとは思いますが、念のため……くれぐれも、間ま違ちがいの起きないように、しっかりと取材なさってきて下さいね」

「な、何言ってるんですか！　わ、分かりました……」

　間違いの起きないように、って……間違いって何だよ!?　そんなこと言われたら、余計に意識してしまうじゃないか……。

　旅行とはいえ、早乙女さんと三人だからそんなに緊きん張ちようしないだろう、って思ってたのに……俺が自分の気持ちに気付いたこの直後のタイミングで、茉莉と二人きりで旅行に行くことになってしまうなんて！

　緊張とドキドキで、取材どころではなくなってしまうんじゃないだろうか……？　そんな不安でいっぱいになる。







　昨晩のことを思い返しながら、俺は少しでも胸の鼓動を沈しずめようと、新幹線の窓の外を眺ながめていた。

　ホテルの部屋は別とはいえ、初めて茉莉と……好きな女の子と二人きりで旅行に来ているのだ。これでドキドキしない男が一体どこにいるっていうんだ。

　俺はふと、隣に座る茉莉の顔をさりげなく盗ぬすみ見る。

「……!?」

　なんと、やけに静かだと思っていたら、茉莉はいつの間にか眠ねむっていた。

　うう、二人きりだってのに、意識してドキドキしてるのは俺だけか……。

「う、うん……」

　茉莉がやっと目を覚ます。

「すごい爆ばく睡すいしてたよ」

「……！　し、仕方ないじゃない……昨日全然眠れなかったから……」

「あ、そうなんだ？　もしかして、下書き進めてたとか？」

「そ、そういうわけじゃないけど……」

「……？」

　茉莉はなぜか赤くなって、俺から目を逸そらして口ごもる。




　何はともあれ、今日から一いつ泊ぱく二日、茉莉と二人きりでの旅行が始まる。

　果たして俺の心臓は、二日間持つのだろうか……？




　広島までは、思っていた以上に長い時間がかかった。

　飛行機の方が早いらしいが、予算の都合上新幹線になったのだ。

「ん[image: ～][image: ～]、やっと着いたー！」

　広島の駅に下りて、茉莉が伸のびをする。

「じゃあ適当な店で昼食食べてから、早さつ速そく取材しようか」

　駅の近くのレストランで昼食を食べながら、今日行く場所を確かく認にんする。

　どこをモデルにするかは旅行に来る前に決めてあった。順調にいけば、今日一日で舞ぶ台たいにする全すべての場所を取材できるはずだ。




　路面電車で事前に舞台にしようと決めていた学校や道、公園を巡めぐり、ひたすら写真に収めた。

「主人公とヒロインが言い合いになって、悪あく魔まが出現するシーン、この辺でいいわよね!?」

「そうだね、結構絵になるし！　この辺の写真いっぱい撮とっておこう！」

　旅行に来たばかりのときは、二人きりということを意識してしまってか、なんだかお互いに気まずかったけど、漫まん画がのことを話しながら取材していたらお互いにテンションが上がってきて、すっかりいつも通りの俺たちに戻もどっていた。




「よし、十分写真撮れたね。こんなもんで大丈夫かな」

「もうすぐＳＤカードいっぱいよ。十分すぎるくらいでしょ」

　資料に十分な枚数の写真を撮れた俺たちは、取材はこのくらいにして、夕食を食べてからホテルへ戻ることにした。

「せっかく広島に来たからには、広島グルメを堪たん能のうしたいよね！　やっぱ、牡蠣かきかな？　茉莉、牡蠣食べられる？」

　ガイドブックを見ながら、茉莉に尋たずねる。

　取材が一通り終わったことで、もうすっかり旅行気分になっている俺だった。

「牡蠣？　子供の頃ころ一度食べて、全然美味おいしくなかった記き憶おくがあるんだけど……」

「えぇ!?　あんなに美味しいのに！　今もう一回食べてみたら子供の頃と味覚変わってるかもよ！」

「そう？　まあ、そうね……」

　一応茉莉が納なつ得とくしてくれたので、二人でガイドブックに載のっている牡蠣が美味しい店へと入った。

　こんな本格的なレストランに高校生だけで入ることなんて滅めつ多たにないので、緊張してしまう。

　とりあえず、牡蠣の他ほかにもお互たがいに食べたいものを好きに注文した。

　普ふ段だん、稼かせいだ原げん稿こう料りようをあまり使わずに貯金しているので、こういうときくらい自由に使っても罰ばちは当たらないだろう。

　やがて、注文した牡蠣がくる。

「ううっ……やっぱり見た目からして、あんまり得意じゃないわ……」

「そんなこと言わずに、一口でも食べてみてよ。絶対美味しいから」

「どう見ても、美味しそうに見えないんだけど……」

　茉莉はぶつぶつと文句を言いながら、牡蠣を睨にらみ付け、一口。

「……お、美味しい！」

「ほら、でしょ!?」

　さっきまでブツブツ言ってたのがフリだったのか、と思うくらいに、茉莉は美味しそうに牡蠣を平らげてしまう。

「とりあえず、今日一日で取材したいところは全部取材できたから、明日は観光して帰ろうか」

　なんだか本当に茉莉と二人きりで旅行に来たような気分になって、俺のテンションは上がりきっていた。

「……！」

　俺の言葉に、茉莉は顔を上げて俺を見た。

「観光、ってことは……」

「ほら、茉莉が見たいって言ってた、宮みや島じまの厳いつく島しま神社」

「……！　う、うん！」

　茉莉は嬉うれしそうな笑え顔がおになる。素す直なおな反応が可愛かわいかった。

　そんな茉莉を見て、俺は今一度自分の気持ちを確かめる。

　やっぱり俺は、茉莉のことが好きだ。

　茉莉のこんな笑顔を、そばでずっと見ていたい。

　だからこそ……この気持ちは、そっと心の隅すみに止とどめておくんだ。







　やがて食事を終えた俺たちは、スマホで地図を見ながら、早乙女さんが予約してくれているホテルへと向かう。

　ああ、今まで普通に過ごせていたのに、なんか急に緊張してきた……。

　いや、ホテルの部屋は二部屋なんだから、何も緊張することなんてないっていうのに……。




「今日から一泊、二部屋で予約していた早乙女です」

　早乙女さんの名前で予約したと聞いていたので、ホテルのフロントで俺がスタッフに伝える。

「かしこまりました。少々お待ち下さい」

　フロントスタッフのお姉さんがパソコンで確認している。

「ええと……早乙女様、昨日ご連れん絡らくを頂きまして、一名様分キャンセルということで宜よろしかったでしょうか？」

「あ、はい」

「では、二名様一部屋でお取りしております」

「えっ!?」

　一部屋!?

　フロントスタッフの言葉に、驚いて思わず声を荒あららげた。

「い、いえ、間違いなく二部屋で……。早乙女さん、二部屋って言ってたよね!?」

　茉莉に確認すると、茉莉は真っ赤になっており、酷ひどく動どう揺ようした様子で何度も頷うなずく。

「……！　申し訳ありません、今一度確認させて頂きます」

　フロントスタッフは慌あわてて再度パソコンで確認している。

　それから、別の従業員に声をかけ、何やら話し合っているようだ。

　その様子に、俺の胸の鼓こ動どうはどんどん高鳴っていく。

　まさか一部屋しか取れてないだなんて、そんな、それこそ『ラブコメテッパンイベント』みたいなことになってるんじゃ……!?

　いや、でも、たとえそうだとしても、今からでももう一部屋取るとか、そういうことになるだろ。まだ慌てるような時間じゃないぞ、俺！

「申し訳ございません！　お客様からのご予約は確かに二部屋で頂いていたのですが、こちらの手違いで、一部屋しか手配できておりませんでした……」

「「えぇっ!?」」

　同時に声を荒らげる、俺と茉莉。

「今からでも、もう一部屋手配させて頂こうと考えたのですが……大変申し訳ないのですが、本日近きん隣りんのホール施し設せつでイベントがあった影えい響きようで、全てのお部屋が予約でいっぱいでして……」

「え、えぇぇ!?」

　そういえば今日、やけに広島の駅に若い女の子がたくさんいると思ったが、人気アイドルか何かのコンサートでもやっているのだろうか。

　まさか本当に、こんなラブコメテッパンイベントみたいなことが現実に起きてしまうなんて……！

　俺と茉莉が一部屋で泊とまるなんて……考えただけでも心臓が爆ばく発はつしそうだ。

　今までだって、事故で茉莉と同じ部屋に寝ね泊とまりしてしまったことはあったけど、今回は少しわけが違ちがう。

　茉莉のことが好きだって、俺はついこの間自覚してしまったんだから……。

「ほ、他にこの辺にホテルってないんですか!?」

　一部屋に泊まるのは避さけようと、スタッフに尋ねる。

「ええと、いくつかあるのですが、おそらくどのホテルもイベントの影響で満室かと……」

「ええっ!?」

「……っ、し、しし、仕方ないわ！　ここはもう……一部屋で泊まるしかないわね！」

「え!?」

　茉莉の言葉に、俺は大きく動揺する。

　驚おどろいて茉莉の顔を見ると、真っ赤になったまま目が泳いでいた。

「い、いいの!?　だって、お、俺と一部屋になっちゃうんだよ……!?」

「べ、別に、この間大おお阪さかに泊まったときだって結果的には一部屋に泊まったじゃない！　て、ていうか、もうそうする以外にないじゃないの！」

　茉莉は顔を赤くしたまま動揺した様子で、それでも尚なお続ける。

「そ、それはそうなんだけど……」

「と、とにかく！　一部屋で大だい丈じよう夫ぶですので、手続きお願いします！」

　茉莉が覚かく悟ごを決めたかのように、フロントスタッフに告げる。

「か、かしこまりました！　誠まことに申し訳ありません……」

　スタッフのお姉さんは動揺した様子で申し訳なさそうに言うと、俺たちにカードキーを渡わたしてホテルの説明をした。




　えらいことになった。

　俺は果たして、何ごともなく茉莉と一晩過ごせるのだろうか……？

　きっと茉莉は俺を信しん頼らいしてくれているのだろう。一部屋で泊まっても、何もしてこないだろうと。……というか、俺を男として見てなくて、安心しきっているだけかもしれないが。

　何にせよ、仕事できているわけだし、そんな茉莉の思いを踏ふみにじってはいけない。不安にさせるようなこと、絶対にしてはいけない。

　……まあそうでなくても、冷静に考えてみたら、何かする勇気なんて俺にはないだろうが。




　カードキーを受け取った俺たちは、そのまま部屋へ向かう。

「…………」

「…………」

　沈ちん黙もくが気まずい。俺は動揺のあまり何も喋しやべれないのだが、茉莉はどうなんだろうか。

　チラッと茉莉の顔を見ると、茉莉は俯うつむいて難しい顔になっていた。顔色は赤いままだ。

　いつも一いつ緒しよの部屋で二人きりで仕事しているじゃないか。何を今いま更さら、二人きりで一部屋で過ごすくらいでドギマギする必要がある！

　自分で自分に言い聞かせて、部屋のドアにカードキーを差してから開けた。

「……っ!?」

「なっ……!?」

　部屋を見て、俺は思わず絶句し、茉莉は声を漏もらした。

　ビジネスホテルだから狭せまいけど我が慢まんして欲しい、と早乙女さんに言われていた通り、部屋は一人分の部屋なんじゃないかと思うくらい狭かった。だが、問題はそこではない。

　ベッドが一つしかない。

　大きめの一つのベッドがあって、そこに枕まくらが二つあるのだ。

　つまり、二人で寝るためのベッドなのだろう。

　一人用にしては大きめのベッドだが、二人用のベッドと考えたらむしろ小さい。

　こんな小さい、一つのベッドで、茉莉と一緒に寝るのか……。ああ、考えただけで顔から火が出そうだ。

「わ、私、先にお風ふ呂ろ入るから！」

　茉莉が俺の顔を見ずに言うが、声が半分裏返っている。

　茉莉も、このベッドを見て相当動揺したのだろう。無理もないと思う。

　茉莉は鞄かばんから必要な荷物を取り出すと、すぐに部屋にある風呂へと向かった。

　トイレが部屋の中に見当たらないので、風呂と一体になっているユニットバス、ってやつなのだろう。

　風呂はなぜかガラス張りになっていて、カーテンで中が見えないようになっている。

　なんなんだ、この仕様は……？

　茉莉の影かげがカーテン越ごしに見えてドキドキしてしまう。

　ああ、茉莉が今あの中で、服を脱ぬいで……。

　思わず、今までに事故で見てしまった茉莉の下着姿を思い出して余計に興奮してくる。

　ああ、こんなんじゃダメだ俺！　今夜一晩二人っきりで過ごさなくちゃいけないっていうのに、既すでにこんなに興奮してどうするんだよ！

　よし、何か他のことをして気を紛まぎらわそう。

　部屋の中を見み渡わたすと、ベッドの枕元に何やらボタンがたくさんあることに気付く。

　このボタンは、一体何だろう？

　そのうちの一つを押すと、窓のカーテンが自動的に開いた。

「おおーっ！」

　この部屋は二十二階だ。窓から外を見ると、夜景がとても綺き麗れいだった。

　……って、ロマンチックな雰ふん囲い気きにしてどうすんだよ！　興奮を抑おさえて冷静になろうってときに！

　枕元のボタンをもう一つ押してみる。

「……!?」

　今度は何やら、いい感じの音楽が流れ始める。

　すごいなあ、ホテルってこんな機能までついてるのかあ……。

　……って、ますますロマンチックにしてどうすんだよ!?　余計に変な気分になってくるだろが！

　ここまでくると次は何が起こるのか気になって、さらにもう一つ隣となりのボタンを押してみた。

　カチャ、ウィーン……という音がする。

「……ぶっ!?」

　これはさすがに、予想外すぎて心臓が止まるかと思った。




　風呂のカーテンが開き始めたのである。




　カーテンが開いた瞬しゆん間かん、茉莉が立ったまま裸はだかでシャワーを浴びている後ろ姿が、思い切り俺の目に飛び込んでくる。

　透すき通とおるような白い肌はだに、思わず釘くぎ付づけになってしまう。後ろから見ても分かる、大きなバストライン。腰こしまである長い髪かみの間からは、ヒップが覗のぞいている。

「って、早くカーテン閉めないと！」

　ハッとして、慌ててカーテンを閉めなければ、と狼狽うろたえる俺。

「……？　キャ、キャ──ッ!?」

　すぐにカーテンが開いたことに気付いた茉莉が、悲鳴を上げた。

　慌ててもう一度同じボタンを押すと、カーテンがゆっくり閉まっていく。




「な、な、何やってんのよ!?　このバカ泉せん──っ！」




　茉莉の恐おそろしい怒ど鳴なり声がガラス越しに聞こえて、俺は恐きよう怖ふに怯おびえた。

　茉莉が風呂から出てきた後、果たして俺無事でいられるのだろうか……？




「申し訳ございませんでした」

　茉莉が風呂から上がってくると、俺はすぐさまその場で土下座をした。

[image: ]

　部屋についていたバスローブ姿の茉莉はとてもセクシーだったが、その姿をじっくりと見ている余よ裕ゆうなどない。

「あ、あああんた、なんっ……」

「わ、わざとじゃなかったんだ！　ベッドの枕元に色々ボタンがあって、いじってたら風呂のカーテンが開いちゃって……まさかそこが開くなんて思わなくて！」

「な、何よそれ……わざとじゃないなら何でもしていいと思ってるわけ!?」

「ひいいっ！　お、思ってません！　気が済むまで殴なぐるなり蹴けるなりして下さいぃぃ！」

「……？　なんか気味悪いくらい素す直なおね……」

　茉莉は不ふ審しんな表情で俺を見る。

　俺としては、茉莉に嫌きらわれることの方がずっといやだったので、素直にお詫わびの気持ちを表したのだが、逆に不審がられるとは……。

「ま、まあいいわ……わざとじゃないなら。明日あした、何か奢おごってもらうから」

「え!?」

　それだけでいいのか!?

「っていうか、な、何なのよこの音楽……」

　先ほど枕元のボタンを押したら鳴り始めたＢＧＭをそのまま流しっぱなしにしていたため、ロマンチックな音楽が流れる中で土下座するというシュールなことになっていた。

「これは、枕元のボタンを押したら流れ始めたんだよ。あとついでに、ボタンで窓のカーテンも開いた」

「え!?　あ、本当だ！　夜景、すごく綺麗！」

　茉莉は窓に近付くと、夜景を見て感動している。

　夜景を見てはしゃぐなんて、茉莉も女の子らしいところあるんだな……可愛かわいいじゃないか。

　……って、ダメだ俺！　そういうこと考えたら、またドキドキしてきてしまうじゃないか……。

　しかも、さっき一いつ瞬しゆん見てしまった茉莉の裸が、必死に忘れようとしているのに、瞼まぶたの裏に焼き付いて離はなれない。まずい、興奮してきてしまう……。

　無む駄だにいい音楽も流れてるし、茉莉のバスローブ姿はエロいし、この雰囲気は、非常にやばい。

「…………」

「!?」

　気付けば、茉莉が夜景から俺に視線を移して、じっと見つめていた。

　お風呂上がりの茉莉からは、いい匂においがする。頰ほおは少し紅潮していて、髪はまだ少し濡ぬれていて、余計に色っぽい。

　な、なんでそんなに俺のことじっと見るんだ？　茉莉……。

　俺はいよいよ自分の心臓の音がうるさすぎて、その場の空気に耐たえられなくなってくる。

「お、俺も風呂行ってこようかな～！」

　自然に言うつもりが、声が上うわ擦ずってしまった。動どう揺ようしているのが茉莉にも丸わかりだ。

　一度風呂に行って、自分を落ち着かせよう……。




　しかし風呂に入っても、さっきまで茉莉から漂ただよっていたいい香かおりが風呂中に充じゆう満まんしていて、さっきまで茉莉が裸でここにいたのかと思うと、胸の鼓こ動どうは収まることを知らなかった。




　風呂から上がると、茉莉がベッドの上で携けい帯たいを弄いじっていた。

「ま、まだ起きてたんだ。寝てて良かったのに」

　その姿に、思わずドキドキしてしまう。

　もしかしたら俺が風呂から上がるのを待っていてくれたのだろうか、なんて考えると、嬉うれしくなってきて、余計に興奮してきてしまう。

「も、もう寝ねるとこよ」

　茉莉はちらっと一瞬だけこっちを見てから言う。

「あ、あんたは……まだ寝ないの？」

「え!?」

「明日も朝から宮島観光するんだから……あ、あんたも、もう寝なさいよ」

「あ、ああ！　うん！」

　緊きん張ちようのあまり、声が裏返る。

　ああ、いよいよか──。

　寝る……ということはつまり、あの小さいベッドに、二人並んで寝るということだ。

　胸が一層高鳴っていくのを感じながら、俺はベッドの上に乗った。

　茉莉がそんな俺をじっと見つめているので、心臓がもう壊こわれそうなくらいドキドキしていた。

「じゃ、お……おやすみ」

「え、ええ、おやすみ」

　音楽と電気を全すべて消して、俺はベッドに入る。

　茉莉と互たがいに背中を向けて、目を瞑つぶった。

　明日も朝早いんだから、寝なければ。

　そんなことは百も承知だが……当然この状じよう況きようで眠ねむれるわけがない。

　むしろ目を瞑ると、背中にいる茉莉を意識してしまい、さっき見た茉莉の裸を思い出し、どんどん心しん拍ぱく数すうが上じよう昇しようしていく。

　ああ、今すぐ後ろにいる茉莉をこの手で抱だき締しめたい。

　そして、それから──。

　ああ、それ以上のことを考えるな、俺！　考えれば考えるほど眠れなくなってしまうじゃないか！




　それから、どれほどの時間が経過したのだろう。

　三十分……いや、もしかしたら一時間くらい経たったかもしれない。

　ありとあらゆる寝る努力をしてみたものの、一いつ切さい眠気がやってこず困っていた。

　今日だってたくさん歩いたんだから身体からだは疲つかれているはずなのに、こんなにも眠れないなんて……。




「ねえ……起きてる？」




「!?」

　背中からそんな声が聞こえて、びっくりした。

　一瞬幻げん聴ちようでも聞こえたのかと思ったが、間ま違ちがいなくはっきりと聞こえた。

「お、起きてるよ」

「！　驚おどろいた……まさかまだ起きてるなんて。あんたも、眠れないの？」

　驚いたのはこっちだ。まさか茉莉も眠れないでいるなんて。

「う、うん……茉莉も？」

「ええ……眠れなくて、色々考えてた」

「い、色々……？」

「そう……。初めてあんたがアシスタントとしてうちに来た日のこと。それから二人でコンビを組むことになって、言い争ったり、喧けん嘩かしたりしながら……連れん載さいすることになったこと。あんたの高校に転校して、あんたのおかげで友達ができたこと……。あんたにラブコメを教えたこと。今までのこと全部、思い返してた……」

「ま、茉莉……」

　俺が邪よこしまなことばかり考えて眠れないでいた間、茉莉は……俺と今まであったことを思い出していたっていうのか。

　なんだか、一層茉莉のことが愛いとしくなる。

「初めてあんたがうちに来たときは、なんてムカつくアシスタントなんだろう、って思ったわ。アシスタント先の私の漫まん画がを調べもせずに来るなんて。しかも、萌もえ漫画のアシに来たくせに、萌えのこと一切分かってないし……」

「……！　お、俺だって……なんて横暴な漫画家なんだ、こんなとこ早くやめてやる、って思ってた」

「え!?　あんた、そんなこと考えてたわけ!?」

　茉莉が驚いた様子で尋たずねる。声が近くなったことで、茉莉が身体をこちらに向けたのだということが分かった。

　ドキドキを抑おさえながら、俺も茉莉の方に身体を向ける。

「そりゃあ、考えてたよ」

　茉莉と向かい合わせになって、目が合う。心臓が止まりそうになった。

「……い、今は……？」

　茉莉は不安げな目で俺を見つめて尋ねる。そんな茉莉が可愛すぎて、どうにかなりそうだった。




「今は……茉莉の相方になれて、良かったって思ってる」




「！」

　茉莉は目を見開いて俺を見た。

「私も……私も、泉とコンビを組めて、本当に良かった」

「茉莉……」

「私、絶対今回の漫画で連載を取って、『ドラゴン』でアンケート一位を取って、アニメ化させたい。一人でじゃなく、絶対、泉との漫画で！」

「ま……茉、莉……」

「絶対に、泉と……」

　茉莉は口を動かしながら、やがて深い眠りへと入っていく。

　茉莉の言葉に、俺は嬉しさのあまり放心してしまう。

　茉莉が、そんな風に思ってくれていたなんて……夢のようだった。

　俺だって、茉莉と同じ気持ちだった。

　絶対に茉莉と人気漫画を作り上げて、ゆくゆくはアニメ化させたい。二人でなきゃ、意味がないんだ。

　感動の余よ韻いんに浸ひたりながら、俺は茉莉の寝顔を見つめた。思わず見とれてしまうほどに、可愛らしくて、愛しいその寝顔。

　茉莉の寝顔を見ていたら、今までにあった出来事が頭の中にフラッシュバックした。

　修学旅行先でも、こうして二人で布ふ団とんの中に入って、先生から隠かくれたりしたっけ。あのときも、死ぬかと思うくらいにドキドキした。

　あのときはまだ、茉莉への気持ちを自覚していなかったけど……気が付かなかっただけで既すでに茉莉のことを、大きく意識していたと思う。

　なんだかんだ言って、いつも俺のことを心配して、俺のことを支えてくれた茉莉。

　俺に色んな事を教えてくれた茉莉。

　やっぱり俺は、茉莉のことが大好きだ。何度目になるか分からないが、改めて自分の気持ちを再さい確かく認にんする。

　でも、だからこそ……この気持ちは自分の胸の内にそっとしまっておくしかない。

　この先も茉莉と一いつ緒しよに漫画を描かいていくためには、茉莉のそばにいるためには、それが一番いいのだから。




　それから──。

　結局、俺は一いつ睡すいもできなかった。

　茉莉への思いを募つのらせるあまり、眠れなかった……ということも、勿もち論ろんあるのだが。

　更さらに、俺が寝られなくなるハプニングが起きた。

「う、ん……」

「……！」

　深夜。寝ぼけた茉莉が、ごろんとこちらに転がってきて、俺の腕うでにしがみついたのである。俺の腕を、抱だき枕まくらか何かと勘かん違ちがいしているのだろうか。

　そのせいで、二の腕にバスローブからはだけた茉莉の胸がしっかりと押しつけられ、一晩中興奮し続けて眠るどころではなくなってしまったのである。




　　　　＊




　翌朝。携帯の目覚ましが五回くらい鳴ったところで、やっと茉莉が目覚めた。

「ふあぁ～、昨日眠れなかった分よく寝たわ～」

「そう……良かったね」

「あんたは、あの後眠れたの？」

「いや、俺は……あんまり」

　あんまりっていうか、全く。勿論、茉莉のせいなんだがな！




　その日は予定通り、茉莉が行きたがっていた宮島の厳島神社へ向かった。

　ガイドブックの行き方を見ながら、電車と船を乗り継ついで向かう。

「すごーい！　私、こういう船に乗るのって初めてかも！」

　フェリーから顔を出して、子供のようにはしゃぐ茉莉。そんな茉莉を見ているだけで、俺まで心が躍おどった。




　宮島に到とう着ちやくして、船着き場を出る。

「鹿しかっ！　泉見て、鹿がいるわ！」

「ああ、確かこの島にはそこら中に野生の鹿がいるってガイドブックに書いてあったけど……本当に普ふ通つうにいるんだね」

　茉莉がはしゃぎながら鹿へと近付いていく。

　生の鹿って初めて見た。実際見ると、案外可愛かわいい顔をしている。

「可愛い～！　撫なでても大人しいし……、……っ!?」

　茉莉が大人しい、と言ったそばから、鹿は茉莉の上着の裾すそにガブリとかぶり付いた。

「キャーッ!?」

　上着が引っ張られたせいで茉莉の胸元から下着が見えてしまい、俺まで動揺する。

「ちょっ、おい、離はなせって！」

　慌あわてて俺は鹿の口の中に手を入れて、茉莉の上着から鹿の口を離そうとする。やがて鹿は口を離した。

「泉！　だ、大だい丈じよう夫ぶ!?」

「いてて……まあ、どうにもなってないから大丈夫だよ」

「あんた、手は漫画家の命だっていうのに、なんでそんな無理して……!?　本当に怪け我がしてない!?」

　茉莉は大げさなくらい心配して俺の手を両手で持ち、裏にしたり表にしたりとじっくり見た。

「お、大げさな……。ちょっと痛かった程度だから本当になんともないって。しかも、左手だし」

「外傷はないみたいね……良かった。なんか痛くなってきたりしたらすぐ言いなさいよ!?」

　大げさだなあと思いつつ、茉莉がこんなに心配してくれたことが嬉うれしかった。

「本当に無茶するんだから。でも、その……ありがとう」

「い、いや、そんな、本当に大げさだって！　っていうか、茉莉の上着は大丈夫？」

「え？　……ひいっ！」

　茉莉が自分の上着の裾を見下ろして悲鳴を上げる。上着の裾に、鹿のよだれがべったりとついていた。

「この服、買ったばっかなのに！」

「あ、あそこにトイレあるよ！　洗って来なよ！」




　それからも島のそこら中に鹿がうようよしていたが、俺たちはもう二度と鹿には関かかわらないようにして、島の奥へと進んだ。

　島の奥には、俺たちが行こうとしていた厳島神社があった。入館料を払はらい、中へと入る。

　神社の中で賽さい銭せんを上げて、茉莉と並んでお参りした。

　今回俺が祈いのったのは勿論、『この作品でグランプリが取れますように』。
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　そして、『これからもずっと、茉莉と二人で漫まん画がを描いていられますように──』。




「あ、おみくじもあるよ！　せっかくだからまた引いてみようよ！」

　五十円玉を入れて、おみくじを引いた。

「あ、大だい吉きち！」

「マジで!?　俺も大吉！」

　茉莉と互たがいに、おみくじを見せ合う。

「今年の初はつ詣もうで引いたときは中吉だったけど、今回は二人とも大吉なんて、めちゃくちゃ縁えん起ぎいいね！　これは本当に、グランプリ取れるかも！」

「取れるかも、じゃなくて、取るに決まってんでしょ！」

　茉莉が笑った。

　茉莉と一緒にいると、本当に楽しい。こうしてずっと、茉莉の笑え顔がおを見ていたい。




「すごいわ……」

「…………」

　最後に、ガイドブックで見た『海の中に浮うかぶ鳥居』を間近で見た。

　写真で見たよりずっと美しいその光景に、言葉を失った。

「この景色、私が今まで見た人生の中で一番綺き麗れい」

「ああ……俺もそう思う」

　それは、茉莉が隣となりにいるからかもしれないな、なんてふと思った。

「私、ガイドブックを見てから、ここの景色をどうしても見たかったの……」

　茉莉はうっとりと言いながら、俺の方を見た。俺を見つめながら、何か言いたげにしているような気がした。

　茉莉に見つめられて、自分の顔が熱くなっていくのが分かる。

　こういう時間を、幸せっていうのかもしれない。

　俺は茉莉と二人で見たこの景色を、生しよう涯がい決して忘れることはないだろう。

　それから少しの間お互いに黙だまって鳥居を見つめていたが、やがて茉莉が口を開いた。

「ねえ泉……この漫画で本当にグランプリを取ることができたら、そのときは……また、二人でここに来たいわ」

　茉莉は俺をじっと見つめながら、穏おだやかな笑みで話す。

　茉莉がそんなことを言うなんて思ってなくて、不意を突つかれた俺は驚おどろいて何も言えなくなる。茉莉がそう思ってくれたことがものすごく嬉しかった。

「あ……そ、その、連れん載さいになったら、もっと資料が必要になるでしょ!?　だから、そのために！」

　ハッと我に返った茉莉が、慌てて付け加える。

「うん……絶対、グランプリ取って、また二人でここに来よう！」

　俺が力強く言うと、茉莉は一いつ瞬しゆんきょとんとしてから、笑顔になって頷うなずいた。




　茉莉の言葉が、嬉しかった。茉莉が言ってくれたことを、絶対に叶かなえたいと思った。

　俺はこの旅行中、ずっと自分の茉莉への思いに悩なやんでいたが……この気持ちをどうするべきかはもう忘れて、今は茉莉と一緒にグランプリを取ることだけを考えよう。

　今一度、俺は強く心に誓ちかった。






７









　東京に戻もどった翌日から、俺たちは下書きの作業を始めた。

　茉まつ莉りは主に人物を、俺は資料を元に背景を、今までの何倍も丁てい寧ねいに描かく。

　俺は旅行以降ますます自分の気持ちを自覚してしまい、旅行に行く前よりも更に、密室で茉莉と二人きりで作業することに緊きん張ちようしてしまう。

「あ、あの茉莉、ここのページだけど……」

「…………。……ふぇっ!?　え、な、何!?　なんか言った!?」

　なんだか茉莉の方もずっと様子がおかしいままで、二人きりのときはなんだかぎくしゃくしてしまっていた。

「お疲つかれ様でーす」

　そんなときにエミリちゃんが来てくれると、空気ががらっと変わるので本当に助かった。

「エ、エミリ、あんたまた来たの～!?　まだ手伝ってもらう作業ほとんどないっていうのに～！」

　茉莉もそんなことを言いながらも、俺と同じようにエミリちゃんの来訪をありがたく思っているようで、相変わらずエミリちゃんが来ると分かりやすくテンションが高くなっている。

「…………。なんか、やっぱりお二人共……」

「え？」

「いえ、なんでもないです」

　エミリちゃんは訝いぶかしげに俺たちを見つめた後、何かを言おうとしてやめた。

　もしかして、俺たちの様子がおかしいこと、エミリちゃんにも気付かれてるのだろうか……。




　やがて下書きの作業が終わり、ペン入れの作業が半分ほど進んだところで、いつも通りエミリちゃんに仕上げのアシスタントに入ってもらう。




　その日はエミリちゃんがアシに入らず、俺と茉莉の二人きりで作業をしていた。

「…………」

　俺はペン入れの作業をしながら、相変わらず茉莉と二人きりの空間にドキドキしていた。自分の顔が熱いのが分かる。

　しかし、いつも意識してドキドキしているとはいえ、なんだか今日の俺の顔や身体からだの熱さ、そして頭がぼーっとする感じはいつも以上だと感じていた。

　恋こいのドキドキって、度が過ぎるとこんな風にしんどくなるものなのか？




「ちょっ、泉せん!?」




「……え？」

　気付けば、俺は原げん稿こう用紙の上で気を失いそうになっていた。

　おかしいな、昨日はそれなりに寝ねたはずなんだが……。

「あんた、今一瞬気ぃ失って……っていうか、なんでそんなに顔赤いのよ!?」

　茉莉は慌あわてた様子で自分の椅い子すから降りると、俺の方へやってきて、俺の額に手のひらを当てる。茉莉に至し近きん距きよ離りで顔を触さわられて、余計にドキドキしてしまう。

「って、やっぱり熱あるじゃない!?」

「え、熱……？」

　俺、熱があったのか……？　やけに顔が熱いしボーッとすると思ったら……。

「ほら、さっさと椅子から降りて！　寝しん室しつに移動するわよ！」

「え!?　い、いや……でも原稿が……多分熱って言ってもそんなにないだろうし」

「もう、何言ってんの!?　そんな状態で原稿なんてできるわけないでしょ!?」

　茉莉が真しん剣けんに怒おこるものだから、仕方なく俺は言われたとおり椅子から降りて、茉莉の寝室へと移動した。

「ほら、ベッドに横になって」

　茉莉は心配そうな表情で俺を見ながら、俺の背中を支えてベッドまで移動させる。

「……って、茉莉のベッドで寝ていいの!?」

「当たり前でしょ!?　ほら、早く」

　茉莉が本気で心配してくれているというのに、こんなときでも茉莉のベッドに入るということにドキドキしてしまう、情けない俺。

　ベッドに入ると、茉莉が掛かけ布ぶ団とんを掛けてくれた。茉莉が優やさしすぎて感動する一方で、茉莉のいい匂においに包まれて余計にドキドキしてしまう。

　それから茉莉が体温計を持って来てくれて熱を測ると、三十八度もあった。

　茉莉は病院の受付時間を調べてから、「今日はもうやってないみたいだから、明日あした必ず行くのよ？」と俺に言った。

　それからも茉莉は、氷こおり枕まくらを持って来たり、冷えピタを俺のおでこに貼はってくれたり、風邪かぜ薬ぐすりと水を飲ませてくれたり、温かいスープを作ってくれたりと、献けん身しん的に看病してくれた。

　弱っているときにこんなに茉莉に優しくされて、なんだか涙なみだが出そうになった。

「泉、大だい丈じよう夫ぶ？　どこか辛つらい？」

「いや……頭がボーッとするくらいで、特に辛くはないよ」

「何か食べたいものとか飲みたいものとかある？」

「大丈夫……」

「…………」

　茉莉はベッドの近くで、心配そうな表情で俺をじっと見下ろす。

「ごめん、こんな大事なときに風邪引くなんて……すぐ治すから」

「そんなこと、今は考えなくていいわ」

　茉莉はどうしてこんなに優しいのだろう。

「色々迷めい惑わく掛けてごめん……。ありがとう。もう少し休んだら家帰るから……」

「そんなこと、気にしなくていいってば。そんな状態で家帰れるの？　今日は泊とまっていったら？」

「ええ!?　いや、そういうわけには……」

　こんなに迷惑を掛けた上更さらに、茉莉の寝場所を奪うばってしまうわけにはいかない。

「茉莉が色々看病してくれたおかげで、後は寝てれば治りそうだよ。茉莉はもう、原稿作業に戻っていいよ」

「…………。あんたが寝るまで、ここにいるわ」

「え……!?」

「まだ締しめ切りまで時間はあるし……心配だから」

「ま、茉莉……」

　それから茉莉は、どこか辛くない？　なんて時折尋たずねながら、ずっと俺のことを心配そうに見つめていた。

　茉莉は本当に俺が眠ねむるまでここにいてくれるつもりなんだ……そう思った俺は、少しでも早く眠れるように目を瞑つぶる。茉莉の負担をなるべく小さくするために。

　だけど、茉莉に見つめられていると思ったらなかなか眠れない。

「泉、寝たの……？」

　やがて意識が遠くなってきたところで、遠くで茉莉の声が聞こえた。

　だけど、俺が起きていたら茉莉に負担をかけてしまう。茉莉に自由にしてもらうために、寝たふりをしておこう。そう思って、俺はそのまま寝たふりを続ける。

「…………!?」

　そこで、布団の中にある俺の手に、何か温かいものが触ふれた。

　ぎゅっと優しく握にぎられる。それは……茉莉の手だった。

　茉莉に、手を握られたのだ。

「あんまり、無茶しないでよ……」

　寝ている俺に、小さく声をかける茉莉。

「……あんたはいつも、自分のことより人のことに一いつ生しよう懸けん命めいなんだから……。私の漫まん画がのアシスタントをしてたときから……私のお母さんに漫画家を反対されたときも、私が転校先の高校で孤こ立りつしたときも、エミリを連れ戻してくれたときも……」

　ま、茉莉？　茉莉は俺が寝てると思ってるから、普ふ段だん口に出せないようなことを言っているのか？

「私はあんたにいつも頼たよってばかりで、あんたにどれほど救われたか……感謝してもしきれない……」

　茉莉……。




「きっかけは漫画のパートナーとして出会ったけど……今は、漫画のことを抜ぬきにしても、ずっとあんたのそばにいたい……」




「…………っ！」

　目を開けてしまいたいのを、必死で堪こらえた。

　茉莉は俺に対して、そんな風に思ってくれていたというのか……？　あまりの嬉うれしさに、涙ぐみそうになる。

　俺はつい先日、茉莉に『泉とは……男とか女とか、そういうの関係なく、お互たがいにはっきり意見を言い合えるパートナーになれて良かった、って思ってるから』と言われて、自分の気持ちを茉莉に伝えないことを心に決めた。

　だけど今茉莉は、俺の手を握って、俺とずっと一いつ緒しよにいたい、と言ってくれている。

　漫画を抜きにしても、そばにいたい、なんて言ってくれている。

　もしかして茉莉も、俺と同じ気持ちでいてくれているのだろうか？

　優しくされて、こんなに嬉しいことを言われて……もう俺の心の中では、茉莉に自分の気持ちを告白したいという思いがどんどん大きくなっていく。

　俺は茉莉への思いが抑おさえきれないくらい膨ふくらんでいることを自覚して、目を瞑ったまま茉莉への思いを馳はせた。







「ん……？」

　目を覚ますと、茉莉の寝室のベッドの上にいた。

「そっか俺、あのまま本当に寝ちゃって……え!?」

　俺のお腹なかあたりに、茉莉が頭を乗せて、すやすやと眠っていた。

「ま、茉莉……」

　茉莉はあのまま、俺のこと一晩中看病してくれたのか？

「ん……あ、泉……」

　やがて茉莉は目を覚まし、俺と目が合う。

「あ、あんた、体調はどうなの!?」

「あ……なんか、すっかり良くなったよ」

　頭はすっきりしているし、熱っぽさもだるさもない。

「茉莉が看病してくれたおかげだね……本当にありがとう、茉莉」

「そうなの!?　ちゃんと熱測ってみないと！」

　茉莉に体温計を渡わたされて熱を測ると、もう三十六度七分まで下がっていた。

「良かった……」

　茉莉は心から安あん堵どした様子で笑う。

　昨日迷惑を掛けた分すぐにでも原げん稿こう作業を再開したいと言ったのだが、今日はとりあえず一応病院に行ってゆっくり休んだ方がいい、と茉莉に強く言われてしまう。

「じゃあ茉莉、本当に色々ありがとう」

「くれぐれも、無理して原稿作業進めたりするんじゃないわよ？」




　茉莉の仕事場から帰宅する途と中ちゆう、俺は茉莉のことばかりを考える。

　こんなことがあって、茉莉への思いは余計に大きくなってしまった。

　それに……。自分の右手を思わず見つめる。

　あれは、夢じゃないんだよな？

　熱は下がったのに、茉莉に握られた右手だけはまだ熱いような気がした。

　俺が寝たふりをしていたとき、どうして茉莉は俺の手を握ったんだろう？　どうして、あんなことを……？

　心の内に秘ひめておくと決めたはずの茉莉への気持ちを、この先どうするべきなのか、俺は分からなくなってしまった。







　翌日。

「お、おはよ。今日からまた作業に入るよ」

「！　もう、体調は完治したの？」

「うん、病院行って、大丈夫だって言われた」

　動どう揺ようを抑えつつ、茉莉に声をかける。

　その日から、また茉莉の仕事場で作業を再開した。

　この気持ちをどうするかは、とりあえず置いておいて……まずは原稿を完成させることが最優先だ。俺の中で、そんな結論に達した。




　やがて作業が終しゆう盤ばんに近付いてくると、みなせと橋はし本もとにもベタ塗ぬりやトーンを手伝ってもらい、五人で作業を進めた。

「ずっとお二人のアシスタントをやってきましたけど……今まで手伝った中で一番、今回の原稿がストーリーも作画も完成度高いし、面おも白しろいです。個人的にも、今回の漫画が一番好きです」

「……！」

　仕上げ作業中、エミリちゃんが改めて原稿をじっくり眺ながめながら、そんなことを言ってくれた。嬉しくて、すぐに言葉が出てこない。

「お二人共、絶対にこの原稿でグランプリ取って下さいね!?　連れん載さい取ってくれなかったらわたし、職場を失うことになっちゃうんですから」

「……！　エ、エミリちゃん……」

「わたし……これからも、お二人の元でお仕事したいんですから。お二人以外のアシスタントなんて……絶対したくないです」

　エミリちゃんが俺と茉莉を見つめて、微笑ほほえんで言う。

　エミリちゃんの言葉に、俺は胸が熱くなった。

「当たり前でしょ!?　あんたにはこれからもずっと、ここでアシスタントやってもらうんだから！　急に辞やめたいとか言っても、絶対に辞めさせないからね!?」

　茉莉がエミリちゃんにかけた言葉には、茉莉のエミリちゃんに対する愛が籠こもっていると感じた。

「うん、その通りだよ！　この仕事場には、エミリちゃん以外のアシスタントなんて無理だから！」

「俺も、絶対この漫画がグランプリ取ると思う。っていうか、絶対取れよな!?」

　橋本が、思い切り強く俺の肩かたを叩たたく。

「ほんとだよーっ！　あたしも、二人の漫画がグランプリ取ってアニメ化するの超ちよう期待してるからねっ!?」

「橋本、みなせ……」

「高校に上がって泉とまた話せるようになって、泉がまた漫画描かいてるって知ったときは超びっくりしたけど、本当に嬉しかった。今じゃこうして、泉と茉莉ちゃんの漫画を手伝うことができて……めっちゃ嬉しいよ」

　突とつ然ぜんみなせがしみじみとそんなことを言うので、不意を突つかれてなんだか感動してしまう。

「これからも、友達として二人の漫画を応おう援えんさせて欲しい。だから、その……とにかく、絶対にグランプリ取ってよね!?」

　みんな、今日はなんだって言うんだよ？　みんなして俺たちを感動させようとしてるのか？

　手伝ってくれるだけで十分にありがたいっていうのに、こんなに温かい言葉をかけてくれるなんて……。

「……！　あ、当たり前でしょ！　絶対に、グランプリ取ってみせるわ！」

「うん！　絶対取ってみせるよ！」

　俺と茉莉はみんなの前で宣言する。




「姉さんに兄さん、お疲つかれさまです」

　その日は、茉莉のお母さんが作ってくれた料理を、杏あん璃りちゃんが仕事場まで持って来てくれた。

「はわわ──っ！　マイスイートラバー杏璃た～んっ！」

　興奮して騒さわぎ出すみなせを無視して、杏璃ちゃんは俺の机の前に来た。

「ボクも、姉さんや……将来の旦だん那なさんのために、役に立ちたいです」

　原稿作業をしている俺たちの姿を見て、杏璃ちゃんまでそんなことを言い出した。

　将来の旦那さん？　……って、間ま違ちがいなく俺のことだよな？

　杏璃ちゃんの、俺たちの役に立ちたい、と思ってくれる気持ちを嬉しく思う。

「そ、それじゃあ……消しゴムかけ、やってもらおうかな」

「……！　は、はい！」

　俺が杏璃ちゃんに原稿と消しゴムを渡すと、杏璃ちゃんは嬉しそうにそれを受け取り、懸けん命めいに消しゴムかけをしてくれた。




　こんな風に応援して支えてくれる人たちのためにも、絶対にいい結果を残したい。

　グランプリは逃のがしてしまったけど、いい漫まん画がが描けた……とか、そういうんじゃ意味がないんだ。

　何が何でもグランプリを取って、『ドラゴン』で連載を始めることに意味があるんだ。







　そうやってみんなに支えてもらいながら、俺も茉莉も、自分たちの実力以上の漫画が描けるよう限界まで頑がん張ばった。

　やがて、あとほんの少しで漫画が完成する、というところまでやってきた。

「……！」

　深夜に二人きりで作業していたところ、茉莉の机の上が急に静かになった。

　不思議に思ってそっちを見ると、茉莉はトーンを削けずっている最中に、机の上ですやすやと眠ねむっていた。

　トーンカッターを持ってるときに寝ねてしまうなんて、危ないなあ。

　締しめ切りが近いここのところは、俺も茉莉も睡すい眠みん時間を削って作業しているので、寝てしまうのも無理はない。

　俺は茉莉の机の上からトーンカッターを取り除いてから、リビングから膝ひざ掛かけの毛布を持って来て、茉莉の肩に掛けた。

　茉莉を起こさないようなるべく静かに、俺は一人で仕上げの作業を続ける。

　もうすぐで、この原稿が完成する。

　当然、それはとても喜ばしいことなのだが……。

　一方で、まだ完成しなければいいのに、なんて奇き妙みようなことを考えている俺もいる。

　茉莉と二人で、時にはみんなで、自分たちが心から『最高の漫画だ』と思えるこの原稿を描いている時間は、とても幸せな時間だった。

　だから、この漫画が完成してしまうことが、少し寂さびしくもあるのだ。

　こんな気持ちは、今まで漫画を描いてきて初めてだった。

　だけど、完成を寂しく思う必要なんてないんだ。

　だってこの漫画がグランプリを取れたら、この漫画の連載を茉莉と始められるのだから。

　けれど、もし……万が一、この漫画がグランプリを取ることができなかったら？

　間違いなく面白いと思える漫画が完成しそうだけれど、俺たちが状じよう況きよう的に不利である、ということは何一つ変わっていない。

　ファンの数だって、間違いなく俺たちが一番少ない。

　こんな不安に苛さいなまれたことは、原稿作業中に何度もあった。

　その度たびに、今はそんなこと考えるべきでない、と頭から無理矢理かき消してきたのだが……。

　深夜に一人で作業をしていたということもあってか、どんどん余計な考えに支配されていく。今まで俺は、ずっと茉莉と二人で作業してきたから、何度も気持ちの面で茉莉に助けられてきたんだ。

　完成間ま際ぎわになって、気持ちの面で負けそうになってしまうだなんて……。

　俺の右手は少しずつ作業が遅おそくなっていく。どんどん意識が遠のいていく。

　そういえば俺も、ここ最近は毎日三時間程度しか眠れていないことを思い出す。

「……っ！」

　そこで、俺の両手は、何かによって支えられた。

　一いつ瞬しゆん、それが何なのか分からなかった。

　背中の後ろから、温かい何かが現れて、眠気で今にも倒たおれそうになっていた俺の身体からだを、優やさしく包み込んで支えてくれた。

「ま……茉莉!?」

　それは、茉莉だった。

　俺の後ろから俺に身体を重ねることで、俺の身体を支えてくれ、彼女の小さな両手で、俺の両手を包み込んでくれた。

　茉莉、いつの間に起きてたんだ……？

　半分意識が途と切ぎれかけていたせいで、茉莉が起きてきたことにも気付かなかった。

「またそうやって無理して……この間体調崩くずしたばかりだっていうのに、また倒れたらどうするつもりなの？」

「ま、茉莉……」

「……なんであんたはいつもそうやって、一人で頑張ろうとするのよ」

　茉莉は寂さみしげな表情で、俺の顔を覗のぞき込む。

「あんたの優しさは嬉うれしいけど……私にも一いつ緒しよに頑張らせてよ。私はあんたの……相方なんだから」

「ま、茉莉……」

　茉莉の言葉に、俺は何だか救われたような気分になる。嬉しさと安あん堵ど感で、不思議と涙なみだが出そうになる。
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　俺は、一人じゃないんだ。

　茉莉という素晴らしい相方がいるんだ。

　二人だったらきっと、何があっても大だい丈じよう夫ぶ。心が折れることなんてない。

「茉莉、ありがとう」

　それからそのまま、茉莉が俺の右手を支えるようにして、二人、一心同体で仕上げ作業の続きをした。




　その翌日に、俺たちの原げん稿こうは完成した。







「二人とも……本当にお疲れ様。この原稿は、私から見ても本当に最高の漫画が完成したと思うわ。絶対にグランプリが取れるくらい、面おも白しろくて最高の『ラブコメバトル』漫画よ！」

　富ふ士じ見み社しやに原稿を届けに行った俺たちに、早さ乙おと女めさんが力強く言う。

「最初に私が、二人で組んで『ラブコメバトル』を描いてみたら？　なんて無茶ぶりをして始まった二人が、二人で組むことでこんなに素晴らしい漫画が描けるようになるなんて……我ながら、思ってもみなかったわ」

　優しい笑え顔がおになって、早乙女さんは続ける。

　早乙女さんが、俺たちにコンビを組ませてくれて、ここまで指導してくれたおかげで、俺たちはこんなに成長できたんだ。

　早乙女さんの話を聞いていたら、そんな思いが膨ふくらんできて、俺は思わず口を開いた。

「早乙女さん……ありがとうございました！」

「……ありがとうございました」

　俺の言葉に続いて、茉莉も礼を言った。

「ちょっと、気が早いわよ!?　この漫画がグランプリを取って連れん載さいになったら、その後もずっと私が、あなたたちの漫画を見させてもらうんだからね!?」

「そ、そうなんですけど……今までのことを思い出したら、つい……お礼が言いたくなって」

「お礼なら……グランプリを取ってから、また聞かせて頂ちよう戴だい」

「「……はい！」」






８









　原稿が完成してから一ヶ月が経過した。

　あと数日で、『ドラゴン』の来月号が発売になる。ドラゴンの来月号に、『ドラゴン王者決定戦』が掲けい載さいされた冊子が付録としてつく。

　発売された二週間後に、まずは中間発表がある。

　その二週間後に、最終結果が発表される。

　結果が分かるまで、生きた心地ここちがしない日々が続いた。

　そして俺は、脱だつ稿こうしてから、茉まつ莉りの仕事場にあまり行かなくなっていた。

　学校で漫画のことを話すことはあっても、それだけだ。

　今までは、仕事がなくてもふらっと立ち寄っていた。

　軽い打ち合わせをするため。茉莉と話すため。茉莉の仕事場にある漫画やアニメを見るため。

　だけど、茉莉のことが好きだと自覚した今、仕事がないのに茉莉と二人きりの空間にいるなんて、とてもじゃないが耐たえられないだろうと思う。ドキドキと緊きん張ちようと気まずさでその場にいられないんじゃないだろうか。

　それに、茉莉にこの気持ちを伝えるべきかどうか、俺の中でまだ判断がついていないのだ。

　そう考えて、俺は茉莉の仕事場に行けなくなっていた。




　二日後。

　発売日の少し前に家に『ドラゴン』が送られてきた。

　俺は迷わず自分の部屋で、付録の冊子『ドラゴン王者決定戦』を開いた。

　自分たちの漫まん画がも含ふくめ、全すべての漫画をじっくりと読んだ。

「…………」

　全てを読み終えて、俺は机の上にそっと冊子を置いた。

　思わず、深く深呼吸する。どの作品も、想像していた以上に面白かった。

　特に、新しん城じようとおる、芹せり沢ざわ、一いちノ瀬せ白しら雪ゆき、この三名の漫画は、連載になったら一読者として読みたい、と思えるほどだった。

　芹沢と一ノ瀬白雪の漫画は、ネームの状態から作画面や演出面でパワーアップしており、一層面白く、クオリティの高い漫画になっていた。




　そこで、携けい帯たいからラインの受信音が鳴る。茉莉からラインが来ていた。

『生い駒こま茉莉：読んだ？』

　当然、この冊子のことだろう。すかさず返信する。

『うん』

『生駒茉莉：どう思った？』

『どの漫画も思ってた以上にクオリティ高かった。特に新城とおる、芹沢、一ノ瀬さんの漫画は、めちゃくちゃ面白かった』

『生駒茉莉：そうね』




『だけど……俺は、俺たちの漫画が一番面白いと思った』




　自分の正直な気持ちを、茉莉に送る。

　すると茉莉から、少しも間を空けずに返事が来る。




『生駒茉莉：私も』




　やっぱり、茉莉も俺と同じことを思っていたんだ。

『生駒茉莉：ねえ、あんたさ、なんで最近』

　茉莉が、メッセージを連投した。

『生駒茉莉：やっぱなんでもない』

　しかし、三通目のメッセージで発言を撤てつ回かいした。

『え？　何？』

『生駒茉莉：何でもないってば。じゃまた明日あした、学校で』

　茉莉が強制的にラインを終わらせた。

『あんたさ、なんで最近』……。茉莉は、俺に何を聞こうとしたのだろう。

　なんで最近、うちに来ないの？

　もしかしたら、そう聞こうとしたのかもしれない。

　学校で話しているときも、今日うち来る？　と聞かれたことがある。だけど俺は、用があるから、と断った。

　原稿作業中は、作業を終わらせるという目標があったから、まだ平常心でいられた。

　だけど今は、そういうわけにはいかない。それならば、次の仕事が始まるまで、茉莉の仕事場に行くべきではないと思った。




　　　　＊




　二週間後。

　その日は、『ドラゴン王者決定戦』の中間発表の結果が分かると早さ乙おと女めさんから言われていた。

　茉莉の携帯に電話があるはずなので、放課後は手伝ってくれたみなせ、橋はし本もと、エミリちゃんと五人で茉莉の仕事場に集まることになった。




「あーっ、まさか今日が結果発表なんて～！　こっちがドキドキしてきちゃうよ！」

　帰宅途と中ちゆう、みなせが茉莉の肩かたを揺ゆさぶりながら大げさに言う。

「いやでも、今日はまだ中間発表だから……」

　なぜか俺がそう言ってみなせを宥なだめた。

　やがてみんなで茉莉の仕事場に到とう着ちやくする。

　久しぶりの茉莉の仕事場に、なんだか懐なつかしさを感じた。少し前まで、毎日のように通っていたんだよな……。

　リビングの中央にあるテーブルの上に、茉莉は自分の携帯を置いた。

　テーブルの上のお菓か子しを囲んで、軽く雑談などするが、全員……特に俺と茉莉は、もう携帯がいつ鳴るかが気になって気が気じゃない。

「……っ！」

　茉莉の携帯が鳴った瞬しゆん間かん、全員が会話をやめて携帯に注目した。

「あ！　さ、早乙女！」

　茉莉が携帯の画面を見て叫さけぶと、動どう揺ようを抑おさえきれない状態のまま電話に出る。

「は、はい！」

　茉莉の表情や反応に、全員で注目する。

「……！　そ、そう……。ええ……」

　茉莉は少し驚おどろいた様子で話を聞いている。

　やがて茉莉は電話を終えて、俺たちの方を振ふり返った。

　心臓がドクン、と大きく鳴る。




「私たちの漫画は、三位……だって」




「──！」

　三位。

　茉莉の言葉に、俺の胸は締しめ付けられるような感覚に陥おちいる。

　人気作家やベテラン作家も多い中で、十人中三位なんて、俺たちの知名度を考えたら十分すぎるくらいの結果なのかもしれない。

　だけど、三位じゃ意味がない。

　一位でなきゃ……意味がないんだ。

「ほ、他ほかの順位は……」

「一位が、芹沢暁あき人とと一ノ瀬白雪。同率一位よ」

「え……!?　芹沢と、一ノ瀬さんが!?」

「そこから七票の差をつけて、私たちの漫画が三位」

　七票──本当に僅きん差さなんだ。

　その結果を聞いて、余計に悔くやしくなる。

　それでも、新城とおるに勝っていることは嬉うれしかったし、奇き跡せきに近いんじゃないかと思えた。

「で、でも……ここからグランプリに逆転する可能性だって、大いにあるんだよね!?」

　みなせが俺たちを励はげますように言う。

「う、うん……勿もち論ろんその通りだよ！　諦あきらめないで祈いのってよう」

　みなせに続いてそう言うが、内心不安な気持ちでいっぱいになる。

　芹沢と一ノ瀬白雪の漫画は、俺たちから見てもすごく面おも白しろかった。

　このまま二人のどちらかの漫画がグランプリを取ったとしても、何ら不思議ではない。むしろ、自然な流れだと思う。




　どんよりした気持ちで仕事場を出て、俺とみなせと橋本は駅へ、エミリちゃんは自分の家に向かうことになる……はずだったのだが。

「あの……ちょっと君きみ島じまさんにお話があるんですけど、少しお時間いいですか？」

「え？　う、うん……」

　エミリちゃんがそう言うので、みなせと橋本には先に帰ってもらうことにした。

　俺とエミリちゃんは話をするために、いつぞやに俺がエミリちゃんにアシスタントを続けるよう説得した公園へと向かうことにした。

　エミリちゃんの話って、一体何だろう……？




「うわー、この公園懐かしいね！　エミリちゃん、覚えてる？」

　この公園に来るのは、エミリちゃんを説得したあの日以来だった。

「ええ、まあ……」

　少し興奮気味の俺と違ちがって、エミリちゃんは冷静だ。

「あの日、エミリちゃんのこと懸けん命めいに説得して本当に良かったよ。あれからずっと、俺たちの元でアシスタントを続けてくれて、なんていうか……改めて、ありがとう。今回の原げん稿こうも、間違いなくエミリちゃんのおかげでクオリティが上がったしさ」

　改めてエミリちゃんへの感謝の気持ちを伝えたくなって、俺は思わずそんなことを口にした。

「……！　な、なんですか急に、そんな改まって……」

　俺の言葉にエミリちゃんは戸と惑まどっているようだ。

「あ、それで、話って？」

「ああ、大した話じゃないんですけど、ちょっと前から気になってたことがあって……」

「気になってたこと？」

「はい。今回の原稿が終わったあたりから、君島さんパタリと仕事場に来なくなりましたよね？」

「……！」

「それに、その前からなんか態度がおかしいっていうか、生駒先生に対してなんだかよそよそしい感じがするし……。でもだからと言って、別に喧けん嘩かしてるってわけじゃなさそうだし。一体何があったのかな、って」

「エ、エミリちゃん……そこまで気付いてたんだ」

「そりゃあ普ふ通つう気付きますって」

　エミリちゃんって、やっぱり鋭するどいな。

　ここまで見み抜ぬかれていたら、下手な噓うそは通用しない気がする。

　どうしよう……いっそ、本当のことを話してしまうか。

　エミリちゃんに相談して、彼女の意見を聞いてみたいという気持ちもある。こんなこと相談できるの、エミリちゃんくらいだし……。

「じ、実は俺今、すごく悩なやんでることがあって……」

　覚かく悟ごを決めて、俺は口を開いた。

「悩んでること？　なんです？」

「今回の作品を描かいてて、俺、その……自分の気持ちに気付いたっていうか……」

「！　自分の、気持ち……？　それってもしかして……」

　エミリちゃんは驚いた様子で俺の顔をまじまじと見た。




「君島さんの、生駒先生に対する気持ち……ってことですか？」




「うん、そうなんだけど……って、えぇ!?」

　エミリちゃんの言葉を一瞬聞き流しそうになってしまうが、すぐにそれがとんでもない発言だと気付く。

「な!?　なんでそんなこと分かったの!?」

「……やっぱり」

　エミリちゃんは俺の言葉を聞いて、呆あきれたように苦く笑しようする。

「そんなの、見てれば分かりますよ。君島さんって、すっごく分かりやすいですから」

「え、えぇっ!?」

「それで、生駒先生のこと好きになっちゃった、どうしよう……って悩んでるってとこですか？」

「いや、これからも二人でやっていくために、一度は告白をしないって決めたんだけどさ、それでも、伝えたいって気持ちもあって、どうするべきか悩んでて……」

「……！　こ、告白……」

　エミリちゃんは俺の言葉に少し驚いた様子で言葉を繰くり返した。

「一いつ緒しよに作業をしたり、取材旅行に行ったりしてるうちに、どんどん自分の気持ちが大きくなっていくのが分かって……こんな調子で俺、今後、この気持ちを隠かくして茉莉とやっていけるのかな、って……」

　気付けば俺は、思わずエミリちゃんに自分の気持ちを相談していた。

　今まで一人で抱かかえていたから、聞いてくれる人ができて思わず話してしまったのかもしれない。

「…………」

　エミリちゃんは、俺の話を黙だまって聞いていた。

「って、ごめん……つい、エミリちゃんにこんな相談しちゃって……」

「なーんだ。君島さん、たかがそんなことでうじうじ悩んでたんですか？」

「……えっ!?　た、たかがそんなこと!?」

　俺はエミリちゃんの発言に驚いて、彼女の顔を見た。

　エミリちゃんは俯うつむいたまま、俺の顔を見ようとしない。

「悩んでないで、さっさと告白しちゃったらいいじゃないですか」

「えぇ、告白!?　そんな、簡単に言うけど……」

「君島さんだったら、絶対に……大だい丈じよう夫ぶですから。自信を持って下さい」

「え？　エミリちゃ……」

　エミリちゃんが突とつ然ぜん顔を上げたと思ったら、俺に優やさしい笑え顔がおを向けてそんなことを言うので、調子が狂くるってしまう。

「君島さんは、こんなに優しくて魅み力りよく的なんですから」

「え!?」




「このわたしが……好きになった人なんですから」




　エミリちゃんは、切なげな笑顔ではっきりと、俺に告げた。

　俺は一瞬、エミリちゃんの言ったことが理解できない。

　もしかして、またいつもみたいにからかわれてるんじゃないのだろうか。

　そう思って彼女の表情を見て、俺は驚いた。

　エミリちゃんの瞳ひとみの奥には、悲しさや切なさ、そんな表情が揺ゆれている。

　こんな表情のエミリちゃん、俺は初めて見た。

　この表情が演技だとは、到とう底てい思えなかった。




「わたしはずっと君島さんのこと、好きだったんですよ。伝えるつもりなんてありませんでしたけど。それなのに、それに気付かないでわたしに恋こいの相談までしちゃうなんて……君島さんって、本当にバカですね」




　エミリちゃんは、笑った。

　彼女は、本当に切なそうに笑う。

　目の端はしに、ほんの少し涙なみだを溜ためて。

「エ、エミリちゃん！　ごめん、俺……」

　そこで俺はやっと、本当にエミリちゃんが俺のことを好きなんだという事実を、心から受け入れた。

　俺は取り返しのつかないことをしてしまった。

　エミリちゃんは俺のことを好きでいてくれたっていうのに、そんなことに一いつ切さい気付かず、そんな相手に恋の相談をしてしまうだなんて……。

　エミリちゃんは、本当に俺なんかのことが好きだっていうのか。

　こんなに可愛かわいくて人気者で、頭も良くて頑がん張ばり屋で、家族思いな彼女が、こんな俺なんかのことを……!?

　いつも俺のことをからかってきたのに。

　あたふたする俺の姿を見て面白がっていたのに。

　彼女の気持ちを初めて知って驚おどろく気持ちと、そんな彼女に酷ひどいことをしてしまったという罪悪感で、俺はどうしたらいいか分からなくなり、何も言えなくなってしまう。

「今いま更さらですよ。さっきも言いましたけど、君島さんが生駒先生のこと好きだってこと、ずっと前から気付いてましたから。それこそ、多分、君島さんが自分の気持ちを自覚するよりも前から」

　エミリちゃんはふっと笑って、俺よりもよっぽど落ち着いた様子で話した。

　こんなときにまで、俺のことを気き遣づかってくれるというのか。

　年下だっていうのに、なんて大人なんだろう。

「だーかーらぁ、うじうじ悩んでないでとっとと告白して下さいよ！　さっき言ったでしょ？　絶対大丈夫だから、って。このわたしが、保証しますから！　っていうか、わたしだって今後も君島さんと一緒に仕事するっていうのに、今告白しちゃったんですよ？　しかも、玉ぎよく砕さいするって確実に分かってたのに。そんなわたしの告白に比べたら、君島さんの状じよう況きようの方が何倍もいいと思いません？」

「……！　エ、エミリちゃん……」

　エミリちゃんはこんな状況で尚なお、俺の背中を押してくれるっていうのか？

「わたしだって、勇気出したんですから……次は、君島さんの頑張る番ですよ？」

　エミリちゃんは涙目で俺を見つめて、微笑ほほえんだ。

　胸の奥が、締しめ付けられる思いだった。

　エミリちゃんは、どうして俺のことを好きになってくれたんだろう。

　一体、いつから？

　聞きたいことはたくさんあった。

　傷つけてごめん、気付かなくてごめん、情けない俺でごめん……伝えたいことも、たくさんあった。

　だけど今、エミリちゃんにここまで言ってもらったのだから、俺がすべきことはもう決まっている。

　これからのことを考えて思いを伝えないなんて、ただの逃にげだってことに、エミリちゃんのおかげでやっと気付くことができた。

「分かった……ありがとう、エミリちゃん。俺も、覚悟決めるよ！」

「……それって、告白するってことですか？」

「うん……気持ちの整理がついたら、茉莉に気持ちを伝えたいと思う」

「……はい、それがいいと思います」

　俺の言葉に、エミリちゃんは微笑んだ。

「……!?」

「！　あ……」

　だけど次の瞬しゆん間かん、エミリちゃんの瞳からついに大おお粒つぶの涙がこぼれ落ちる。

「あ、あれ？　やだなあ、もう……」

「エ、エミリちゃん……」

　エミリちゃんは必死に涙を拭ぬぐうが、涙は彼女の瞳から次から次へとこぼれ落ちていく。

　俺はそんなエミリちゃんを前に、彼女の頭をそっと撫なでてあげたい、なんて衝しよう動どうが生まれる。

　だけど俺には、そんなことをする資格なんてない。エミリちゃんを傷つけて泣かせているのは、紛まぎれもなく俺自身なんだ──。
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　エミリちゃんは今、泣いてしまうほどの悲しい気持ちを押し殺してまで、俺の背中を押してくれたというのか……。




「エ、エミリちゃん、その……こんな俺なんかのこと好きになってくれて、本当にありがとう！　すごく……嬉うれしかった」




　せめてもの今の自分の気持ちを、エミリちゃんに伝えた。

「！　君島、さん……」

　エミリちゃんは俺の言葉を聞いて少し呆ぼう然ぜんとした後、やがて涙を流しながら微笑んだ。




「このわたしを振ふったこと、後こう悔かいしても知りませんよ？」




　満面の笑みで、彼女は言った。

　それが彼女の優しさだと気付き、俺の胸は一層締め付けられる。

　どうしてこんな素す敵てきな女の子が、俺なんかのことを……。




　エミリちゃんの涙を見て、俺は再度、一層強く決心した。

　エミリちゃんがここまでしてくれたんだ。今の俺がすべきことは、ただ一つ──。




　茉莉に、この思いを伝えるんだ。






９









　二週間後。

　家を出る前に鏡に映るスーツ姿の自分を見ながら、自分の心臓の音が異常なくらい高く鳴っているのを自覚した。

　今日は、毎年恒こう例れいの『富ふ士じ見み社しや』の感謝会の日だ。

　だけど、俺たちにとってそれよりも大きなイベントがある。

　ずばり……『ドラゴン王者決定戦』の最終結果発表と授じゆし賞よう式うしきが、感謝会の前に行われるのである。




「ああ、君きみ島じまさん！　お待ちしてましたよぉ～」

　会場であるホテルの受付に到とう着ちやくすると、おっとりモードの早さ乙おと女めさんが俺を出で迎むかえた。

「スーツ姿、バッチリ決まってますね♪」

「あはは、ありがとうございます……。着慣れてないからスーツに着られてる感が否いなめないですけど……」

「あはっ、確かに！」

　謙けん遜そんのつもりだったが早乙女さんが肯こう定ていしたので、俺は内心ショックを受ける。

「あの……早乙女さんも今日の結果って、まだ知らないんですか？」

「当然じゃないですか～！　結果を知ってるのは審しん査さ員を務めた編集部でも上の者だけですよぉ。もう、昨日どきどきして眠ねむれなかったんですから～！」

　俺も、昨日……どころか、ここ最近は今日の結果が気になってろくに眠れていなかった。

「あ、生い駒こまさん！」

　早乙女さんの言葉に振り向くと、茉まつ莉りの姿が近くにあった。

　ピンクのドレスに身を包んだ茉莉は、見とれるほどに美しい。

「ではお二人共……ご健けん闘とうを祈いのります！」

「「……はい！」」




　会場に入ると、もうたくさんの人がテーブルを囲んでいた。

「あ、生駒先生に君島さん！　すぐ会えて良かった～！」

「エミリ！」

　ドレス姿のエミリちゃんが、俺たちに声をかける。

　今日はエミリちゃんも、俺たちのアシスタントという枠わくで招待されていた。

「もー、わたしの方がドキドキしちゃいますよー！」

「は、ははは、俺はもうグランプリを取れなかった悪夢を見すぎてもうドキドキすらしなくなってきたかな！」

「私も、一周回って全然平常心よ！」

「って言う割に、お二人共顔が強こわばってますけど……」

「あ～、君島先生！　こっちっす！」

　端はしのテーブルに、俺たちの同期が集まっていたので、俺と茉莉もそこに合流した。

「今日は誰だれがグランプリ取っても恨うらみっこなしっすよ」

「わ、分かってるって……」

　一いちノ瀬せ白しら雪ゆきもテーブルの端を摑つかんで立っていた。

　相変わらず、真っ白……いや、今日は真っ青な顔になっている。

「一ノ瀬さん、緊きん張ちようしてるんですか？」

「……と、当然……」

　真っ青な顔で、しかもよく見ると子犬のように小刻みに震ふるえているので、こっちが心配になってくる。

　テーブルの向かい側に、久しぶりに見る姿が目に入った。

「や、八や雲くもさん！」

　茉莉が興奮して声を上げる。そこには、八雲ムラサキさんがいた。

「みなさんの漫まん画が、読ませて頂きましたよ♪　どの漫画も、本当に素晴らしかったです」「あ、ありがとうございます！」




「えー、それではただ今より、『月刊少年ドラゴン二十五周年特別企き画かく、下げ克こく上じよう・ドラゴン王者決定戦』の最終結果発表および授賞式を行いたいと思います」




「……っ！」

　ついにこれで……結果が分かるんだ。

　一ノ瀬白雪じゃないけど、俺まで緊張のあまり身体からだが震えそうになる。

「ではまず、銅賞から発表したいと思います。『月刊少年ドラゴン二十五周年特別企画、下克上・ドラゴン王者決定戦』銅賞は……」




　中間発表では俺たちは三位だった。自分たちの名前が呼ばれるんじゃないかと、心臓の音が速くなっていく。




「一ノ瀬白雪先生の作品、『君が死んだ日』です」




「……！」

　一ノ瀬白雪が、三位……。

　あんなに面おも白しろい漫画だったのに、三位なのか……。

　会場は拍はく手しゆに包まれる。一ノ瀬白雪の顔を見ると、ショックのあまりか呆然としていた。

「続いて、銀賞の発表です。銀賞は……」

　一ノ瀬白雪に何か声をかける間もなく、すぐに次の賞の発表へと移ってしまう。一層心臓の音が速まっていく。




「芹せり沢ざわ暁あき人と先生の、『AnotherWorld』です」




　芹沢が、銀賞……。

　芹沢は結果を聞いて驚おどろいた表情になる。

　芹沢が銀賞ということは……新しん城じようとおるの名前がまだ挙がっていない。

　グランプリは、新城とおるなのか!?

　勿もち論ろん俺たちがグランプリであって欲しいけど、いざここまでくると、新城とおるが何の賞も受賞せずに俺たちの漫画がグランプリを取るなんて、ありえるのだろうか？　なんて冷静に考えてしまう。

　一気に不安が押し寄せてきて、俺は今にもこの場に倒たおれそうだった。




「……！」




　だけどそんな俺の手を、テーブルの下で誰かが握にぎった。

「ま、茉莉……」

　茉莉は俺の手を強く握ると、茉莉は真しん剣けんな表情で俺の目を見て、コクンと頷うなずいた。

　信じよう──茉莉から、そんな声が聞こえた気がした。




「発表します。グランプリは──」







「生駒アギト先生、霧きり島しま理り人ひと先生の作品、『呪のろいの剣けん士しと三人のプリンセス』です！」







　会場内が、盛せい大だいな拍手に包まれる。

「う、うそ……？　信じられない……」

　隣となりにいる茉莉は、口元に両手を当てて驚いた。

　俺は自分と茉莉の名前が呼ばれたことに未いまだに実感が湧わかず、呆ぼう然ぜんとしてしまう。




　俺たちが、グランプリ──!?




「お、おめでとうございます──っ！」

　近くにいたエミリちゃんが、泣きそうな顔で俺と茉莉の手を握り締しめた。

「お二人共ぉ～っ！」

　編集部のテーブルから、早乙女さんが泣きながら俺たちの方を見て叫さけんでいるのが見えた。

「はぁ、マジっすか～……まあ、ネームの段階から一層面白くなってましたからねぇ。……悔くやしいけど、おめでとうございます」

　芹沢は悔しそうに笑った。

「…………」

　一ノ瀬白雪はショックのあまりか、俺たちを見てその場で固まっている。




「それでは生駒先生と霧島先生、壇だん上じようまでお願いします」




　絶対グランプリ取ってやる、って思って、ずっと思って頑がん張ばってきた。

　だけどまさか、本当にあんな豪ごう華かなメンツの中で、俺たちがグランプリを取れるなんて……。

　俺は震える足で壇上まで向かう。茉莉も、俺の後に続いた。

　少し振ふり返って茉莉の顔を見ると、茉莉は涙なみだぐんでいた。




「ドラゴン王者決定戦・グランプリ受賞作『呪いの剣士と三人のプリンセス』。作者、霧島理人」




「は、はい！」

　司会者に作品名と名前を呼ばれ、返事をする。

　編集長が自ら、表ひよう彰しよう状じようを読んだ。緊張と動どう揺ようのあまり、何を言っているのか全く頭に入ってこない。

　表彰状を差し出され、頭を下げて両手を差し伸のべて受け取った。会場から拍手が聞こえる。

　やがて顔を上げると、司会者が、

「霧島理人先生、グランプリ受賞おめでとうございます。一言、ご挨あい拶さつをお願いします」

　と言って、俺にマイクを渡わたした。

　壇上から見えるのは、とにかく沢たく山さんの人、人、人。ますます緊張して、挨拶なんかできる心境じゃないが、その場で軽く深呼吸してから、口を開く。




「ド……『ドラゴン王者決定戦』でグランプリを頂きました、霧島理人です。記念すべき素す晴ばらしい企画でグランプリを頂くことができて、本当に嬉うれしいです。ありがとうございます！」




「お二方の作品は、読者票も多かったのですが、編集部内での評判が抜ばつ群ぐんに良かったと伺うかがっています。物語の設定は勿論、一番評価が高かったのは、メインキャラクターが魅み力りよく的だった、というところのようです」

「……！」

　編集部が、俺たちの漫画の、キャラクターを評価してくれたのか……。

「そこでメインキャラクターについて伺いたいのですが、モデルにしたキャラクターや人物などはいらっしゃるんですか？」

「えっ……」

　司会者は、俺にマイクを渡す。

　モデルにした人物……。

　俺は同じ壇上の、少し離はなれたところで俺を見守っている茉莉の顔を見た。

　茉莉は不思議そうに俺を見ている。




　その瞬しゆん間かん……俺の茉莉への気持ちがあふれ出す。




　茉莉の色んな表情が、頭の中にあふれる。

　怒おこった顔、泣き顔、照れた顔、そして、魅力的な笑え顔がお。

　あの笑顔のそばにいたいと、あの笑顔のために頑張りたいと何度も思った。




『私も……私も、泉せんとコンビを組めて、本当に良かった。私、絶対今回の漫まん画がで連れん載さいを取って、『ドラゴン』でアンケート一位を取って、アニメ化させたい。一人でじゃなく、絶対、泉との漫画で！』




　旅行先で茉莉が言ってくれた嬉しい言葉が、頭の中でリピートする。




『なんであんたはいつもそうやって、一人で頑張ろうとするのよ。あんたの優やさしさは嬉しいけど……私にも一いつ緒しよに頑張らせてよ。私はあんたの……相方なんだから』




　最後の最後まで、俺のことを支えてくれた茉莉。




　俺は茉莉のことが、大好きだ。

　このあふれ出しそうな気持ちを、もう抑おさえておくことなんてできない。




「霧島先生？」

「あ、えっと……」




　俺は覚かく悟ごを決めて息を吸う。

　エミリちゃんに誓ちかってから、いつにするかをずっと悩なやんでいたけど……どうせならラブコメ漫画家らしく、漫画よりも盛大に、ドラマチックにやらかしてやる！




「こ……今回グランプリを頂いた作品では、俺が世界で一番大好きな女の子をヒロインのモデルにしました！」




　俺の突とつ拍ぴよう子しもない発言に、会場の人々からどよめきが聞こえる。

　少し離れたところにいる茉莉も、「え？」と呟つぶやいたのが聞こえた。




「そ、その女の子は……女の子なのに萌もえ系オタクで、巨きよ乳にゆうのお姉さんが大好きで、横暴で人使いが荒あらくて口が悪くて、とにかくとんでもない女の子です」




　だけど俺は、それを気に留めずに続ける。

　そう──第一印象は最悪だった。




「だ、だけど！　仕事に対しては誰だれよりも一いつ生しよう懸けん命めいで、素晴らしい才能を持っていて、俺に漫画について色んなことを教えてくれました。俺は彼女のおかげで、漫画家としてここまで成長できました」




　どよめきは、どんどん大きくなる。すぐ近くで、編集部が戸と惑まどっている声も聞こえてきた。







「その女の子は、今回共に頑張って来た……俺のコンビの相方である、生駒茉莉先生です！」







　ついに、言った。

　震ふるえる声で、だけど広間にいる全員に聞こえるくらいはっきりと、言ってしまった。




「お、俺は、今回の漫画で彼女をモデルにしたおかげで、最高のヒロインを描えがくことができ、最高の漫画を描かくことができました！　俺が求めていた萌えは、一番身近なところにあったんです。だって、俺にとっての『萌え』とは……生駒茉莉先生の存在そのものだったんですから！」




　もう目の前の人たちの姿すら、よく見えない。

「だから……俺は、相方である生駒先生に、誰よりも感謝したいと思います」

　全すべてを言い終えて満足した俺は、マイクを呆ぼう然ぜんとしている司会者へと無理矢理返し、壇上から下りた。

　俺のはちゃめちゃな回答のせいで、広間はシーンとしている。

　ああ、やってしまった。

　編集部に怒られることは確定として……もしかして、グランプリ取り消しなんてことにはならないよな？

　我ながら、公開処しよ刑けいもいいところだと思う。これで茉莉に振られたら、富士見社中の恥はじさらし野や郎ろうだ。

　こんなことをするくらいなら、普ふ通つうに告白した方が、まだリスクが低かったと自分でも思う。

　だけど……。

　茉莉に今まで散々『ラブコメテッパンイベント』を教わってきたんだから、そんな茉莉でもびっくりするような、漫画よりも派手な演出で告白して、あっと言わせたい、なんて、司会者にマイクを渡された瞬間、衝しよう動どう的に思いついてしまったのだ。

　後のことは考えていなかった。これで振られたら振られたまでだ。

　自分の思いを伝えられただけでも、自分の気持ちを隠かくしてぎくしゃくしながら茉莉と一緒にいたときよりはずっといい、と思った。

　たとえ振られたとしても、茉莉には今後も漫画の相方として一緒に漫画を描いて欲しい……なんて、都合がいい話だろうか。




　そんなとき、静まり返ったパーティー会場で、小さな拍はく手しゆの音が聞こえた。

　拍手の主を探すと……エミリちゃんが優しい笑顔で俺を見つめて、大きく拍手をしてくれていた。その姿を見て、感動してしまう。

　その拍手に続いて、同期のメンバーも拍手をしてくれる。

　やがて、拍手の音は会場内でどんどん大きくなっていき、ついには会場中が拍手で包まれた。

　編集部から怒られたり会場を啞あ然ぜんとさせてしまうだろうということは想定していたが、まさかこんな大喝かつ采さいを浴びることになるなんて当然想定の範はん囲い外がいで、戸惑ってしまう。

　こんな好き放題やってしまった授賞式の挨拶で、大拍手がもらえるだなんて……。

　壇だん上じようから、熱い視線を感じた。

　茉莉だった。次に挨拶をする茉莉は、壇上で自分の番を待ちながら、酷ひどく驚おどろいた表情で、既すでにステージから下りた俺のことを一心に見つめていた。

　茉莉は今、何を思って俺を見ているのだろう。

　きっと、なんてことしてくれたんだ、って思ってるよな。茉莉からしたら、巻き込まれていい迷めい惑わくに違ちがいない。

「え、ええと、『ドラゴン王者決定戦』グランプリ受賞者の霧島理人先生からのご挨あい拶さつでした。それでは続いて……同じくグランプリ受賞者で、霧島理人先生の相方である、生駒アギト先生にご挨拶を頂きたいと思います。生駒先生、お願いします」

　司会者が茉莉を紹しよう介かいしてから、茉莉にマイクを渡わたした。

　内心、茉莉ごめん、と思う。

　俺の挨拶のせいで、ものすごく挨拶をしにくい空気を作ってしまった。

　茉莉は少しの間戸惑った様子で壇上で黙だまっていたが、やがて話し始める。

「た……ただいま紹介にあずかりました、生駒アギトです。この度たびは、素す晴ばらしい賞を頂きありがとうございます」

　茉莉は軽く挨拶をすると、壇上から俺を見つめた。

「たった今、私の漫画の相方である霧島理人こと君島泉が、勝手な私情を挟はさんだ挨拶をしまして……申し訳ありません」

　茉莉の挨拶に、再び会場がどよめく。やっぱり俺の挨拶は、茉莉に大きな迷惑を掛かけて……。




「私も、今回グランプリを頂いた作品の中で、自分の身の回りにいる人物の中で一番魅み力りよく的な人物をキャラのモデルにするよう担当編集者に言われ……私の相方である、霧島理人こと君島泉を、主人公のモデルにしました」




「……え!?」

　茉莉の言葉に、俺はつい独り言を漏もらす。

　会場内は、再び一層騒さわがしくなっていく。

　ちょっ……茉莉、いきなり何言ってんだ!?

　漫画の主人公のモデルが、俺……!?

　茉莉の奴やつ、そんなこと一言も言ってなかったっていうのに──！

　主人公は俺よりもずっと強くて格好いい、少年漫画の主人公に相応ふさわしい魅力的なキャラクターだった。俺がモデルだなんて、微み塵じんも思っていなかった。

「霧島理人こと君島泉は、ずっとコンビの相方として漫画の面で私を支えてくれただけではなく、それ以外の面でも、家庭での問題や、学校での問題にも、いつも親身になって私を支えてくれて、励はげましてくれて……。少年漫画の主人公のように、熱くて強くて、優しい……そんな男性です。私にとっての『燃え』とは、君島泉そのもの、だったのかもしれません」

　茉莉の言葉が、俺の胸の奥深くまで刺ささっていく。

　今茉莉が話していることは、本当に茉莉の本心なのか？

　俺のこと、そんな風に思ってくれていたのか？

「泉と一緒にやってきたから、最高の漫まん画がが描けたと思ってる……。君島泉は、私にとって、かけがえのない大切なコンビの相方で……」

　茉莉はマイクの前ですう、と息を吸った。







「世界で一番、大好きな男の子です！」







　茉莉は、目に涙なみだを溜ためて大きな声で言い切った。

　茉莉の言葉が、頭の中に鳴り響ひびく。




　世界で一番、大好き……？

　茉莉が、俺のことを……!?




　信じられない思いでいっぱいで、俺はその場で放心した。

　茉莉は目に涙を溜めたまま、壇上から俺を見つめている。

　俺も茉莉の目を見て、俺たちは暫しばらく見つめ合っていた。




「いいぞーっ！」

　いつの間にか会場内は再び大喝采で溢あふれかえっていた。

　どこからともなく、そんなヤジまで飛び交かっている。

「え、えーと……以上が、グランプリ受賞者のご挨拶でした」

　司会者がしめた後も、いつまでも拍手は鳴り響いている。




　挨拶を終えた茉莉が、ステージから下りて俺の近くへ来た。

「あ……！　え、えっと……」

　いざ本人を目の前にすると、恥はずかしさのあまり何も言えなくなってしまう。




　ステージを下りた俺たちの元に、芹沢と一ノ瀬白雪がやって来た。

「君島先生、やりますね～っ！　いくらなんでも俺はここまでできないっすよ！」

「…………やはり、二人は深い仲……」

　芹沢が俺を茶化し、一ノ瀬白雪は俯うつむいてボソボソと何かを呟つぶやいた。

「でもこれからは……同じ『ドラゴン』って土俵で戦えるっすね。俺も、今の連れん載さいをもっと人気作にして……次こそは二人を打ち負かせるよう、頑がん張ばりますから。二人も、すぐ打ち切りとかならないで下さいよ？」

「……！　の、望むところだ！」

「わ、私だって……負けない。恋れん愛あいなんかにかまけるリア充じゆうなんかには、絶対に……」

　一ノ瀬白雪も、キリッとした表情で俺たちを見る。

「！　俺たちだって、一ノ瀬さんの連載に負けないよう頑張りますから！」

「ええ！　私たちが一番先に、アンケートで一位を取って、アニメ化してみせるわ！」

　俺たちは、大切な仲間であると同時に、強力なライバルに向かって、宣戦布告する。




「お二人共[image: ～][image: ～]やってくれましたね～!?」

「……！　さ、早乙女さん!?」

　そこで後ろからそんな声が聞こえて振ふり向くと、早乙女さんが立っていた。

「もう、厳げん粛しゆくな式であんなことをして……」

「ご、ごめんなさいっ！」

「……グランプリも、お互たがいの思いが通じ合ったことも……本当におめでとうございます」

「……え!?」

　怒おこられるかと思いきや、早乙女さんは聖母マリアのような微笑ほほえみで俺たちに告げた。

「これからも、頑張っていきましょうね！　あなたたちを、担当編集者として責任を持って……見守っていきますから。ふふ、色んな意味で」

「は、はい……ありがとうございます！」







「まさかあんなところから告白するほど無む鉄てつ砲ぽうだとは思ってませんでしたよ……もう、お手上げです」

　テーブルに戻もどると、エミリちゃんが呆あきれたような笑顔で俺を見た。

「お二人共、本当におめでとうございます。二重の意味で」

「エミリちゃん……」

　エミリちゃんがいてくれなかったら、俺は茉莉に告白しようなんてきっと思わなかった。エミリちゃんには感謝してもしきれない、と思った。

「お二人共……私、感動してしまいました！」

　八雲さんが、涙目でそんなことを言ってくる。

「私の周りでも、ずっと素直になれずにいたけれどお互いを思い続けていたカップルの方がいて……お二人の今日の様子を見ていたら、思わずそのお二人を思い出してしまって……。お二人共、本当におめでとうございます！」

「え!?　あ、ありがとうございます！」

「まさか君島君があんなことするなんて、びっくりしちゃったよー！　草食系に見えて、超ちよう肉食系じゃーん！」

　同期の原はら田ださんも、テンション高く俺を茶化す。

「あはは、いやあ……」

　みんなに茶化されていくうちに、余計に恥ずかしくなっていく。




　そんな俺たちのテーブルに、ある人物が近付いてきて声をかけてきた。

「グランプリ受賞おめでとー！　いや～、やってくれたね二人ともー！」

「見ててこっちがハラハラしちゃいましたよ。本当におめでとうございます」

「……！　竜りゆう崎ざき先生に、境さかい先生！」

　俺と茉莉の憧あこがれの漫画家である、竜崎マナト先生と境かおる先生が、俺たちに祝福の言葉をくれた。

「あ、ありがとうございます！」

「ありがとうございます！」

　恥ずかしいやら嬉うれしいやらで、俺も茉莉も思わずその場で頭を下げた。

「私もこんな青春送りたかったなあ～……ねえ、境くん？」

「なんで僕に振る!?　いや～、ラブコメ漫画家として、目の前で素晴らしいラブコメ展開を見せてもらいましたよ」

「これからは、同じ『ドラゴン』作家として宜よろしくね？」

「は、はい！　こちらこそ宜しくお願いします！」

　お二人の言葉を、心から有り難がたく受け取る。




　その後も俺たちは──。

　会う人会う人、知ってる人は勿もち論ろん、知らない人にまで声をかけられて、茉莉とゆっくり話すことができずにいた。




「君島さん、生駒先生とちゃんと話せてます？」

「え!?　いや、実は全然……」

　茉莉が編集部に摑つかまっている間、エミリちゃんが俺に声をかけた。

「あんなに目立つ告白の仕方しちゃうんですもんねえ～。この後二人で、どっか抜ぬけてきたらどうです？」

「……！　そ、そうだね！　ありがとうエミリちゃん！　そうするよ！」

「別にわたし、いなくなった後フォローとかしないですからね!?」

　やがて戻ってきた茉莉に耳打ちする。

「ねえ茉莉、この後、ちょっと抜けない？」

「……え!?　う、うん！」

　茉莉が頷うなずいたので、俺たちは誰だれにも気付かれないよう気を配りながら、そっと会場であるホテルを抜け出して、六ろつ本ぽん木ぎの街に飛びだした。




「…………」

「…………」




　俺たちはひたすら黙だまって、六本木の街を肩かたを並べて歩いていた。

　二人きりになると途と端たんに恥ずかしくなってしまい、言いたいことも聞きたいこともたくさんあるのに、何も言えなくなってしまう。

「……あ……あれってもしかして、東京タワー？」

　そこで茉莉が、俺の後ろを指差して言う。

　振り返ると、茉莉が指差した先には確かに、東京タワーが輝かがやいていた。割と大きく見えるので、近くにあるのだろう。

「ねえ、このまま東京タワーに向かって少し歩いてみない？」

「……！　う、うん……」




　それから俺たちは東京タワーに向かう道程みちのりを歩いた。

　夜が更ふけているからなのか、大通りに面してない道だからなのか、人通りが少なく、静かな道で、あまりの静けさに自分の心臓の音が聞こえるんじゃないかと不安になってくる。

　俺は先ほどまでの出来事が、本当に現実にあった出来事なのか、未いまだに信じられずにいた。

「ねえ、泉……。さっきの言葉……本当に本当？」

「えっ!?」

　不意に茉莉が俺に声をかけた。

「ドッキリとか、私のことからかってるとか、そういうんじゃなくて……？」

　茉莉が、不安げな表情で俺の顔を見つめて、深刻な様子で俺に尋たずねる。

「ま、茉莉……」

　俺はそんな茉莉のことを愛いとしいと思う気持ちが、自分の中で爆ばく発はつしてしまいそうだった。

　ずっと、我が慢まんしてきた気持ち。

　漫まん画がのコンビの相方だから。この関係を崩くずしたくないから。

　茉莉に気持ちを伝えるなんて、一度は諦あきらめていた。

　それなのに、まさか茉莉も俺に対して同じ気持ちでいてくれただなんて……。

　何もかもがうまくいきすぎて、夢なんじゃないかと思えてくる。

「本気に決まってるじゃん！　俺もう、茉莉にコンビ解消されるの覚かく悟ごで伝えたんだから……」

「！　せ、泉……」

「ま、茉莉の方こそ……さっきの言葉、本当？」

「！　と、当然でしょ！　私、あまりにびっくりして、だけど嬉しくて……泉が覚悟を決めて壇だん上じようで告白してくれたんだから、私も腹をくくらなきゃ、って咄とつ嗟さに思ったんだから！」

「ま、茉莉……」

　茉莉の言葉を聞いて、やっと実感が湧わいてくる。

　茉莉も、本当に俺のことを好きだったんだ……。

「これって……夢じゃないんだよね？」

「え？」

「あまりに幸せだから、夢なんじゃないかと思って……」

　俺は茉莉の美しい横顔を眺ながめながら、思わずそんなことを言った。




「……じゃあ、確かめてみる？」




　茉莉は俺の言葉にそう応こたえると……。

「……!?」

　俺の身体からだを、ぎゅっと抱だき締しめた。

　全身に伝わる、茉莉の温ぬくもり。

　幸せすぎて、このまま死んでしまうのではないかと思う。

「ほ、ほら……夢じゃないでしょ？」

　茉莉は俺の身体を少し離はなすと、恥はずかしそうに俺の目を見て言う。

　その顔は、耳まで真っ赤になっていた。よく見れば、瞳ひとみもまだ潤うるんだままだ。

「ね、ねえ、泉……」

　見つめ合ったまま、茉莉が俺に問いかける。

「あ、あんたはもう、十分にラブコメのことを勉強できたはずよね？」

「え!?　う、うん……」

「それじゃあ、当然、この状じよう況きようであんたが起こさなくちゃいけないイベント……分かる、わよね？」

「……!?」

　ちょ、ちょっと待てよ……もしかして、それって……。

　茉莉の顔を見ると、自分で言ったくせに、恥ずかしそうに俺から目を逸そらして目を泳がせている。

　静かな夜の街。

　ドラマチックな告白の後に、俺たちはパーティーを抜け出して二人きり。

　バックにはロマンチックな東京タワー。

　もうラブコメ漫画以上の完かん璧ぺきすぎるシチュエーションが揃そろっている。

　ここで俺が起こさなきゃならないラブコメのテッパンイベントといったら……当然、一つしかない。

　ああ、くそ！　さっきの告白のことを思ったら、なんだってできるだろ、俺！

　俺は覚悟を決めると、茉莉の肩を摑んだ。

「ひゃあっ!?」

　自分でけしかけたくせに、茉莉は大げさなくらい声を上げてびくっとする。

「あ、ちょ、ちょ、ちょっと待って、泉？　あの私、まだ、心の準備が……」




　急に狼狽うろたえ出してごちゃごちゃ言う茉莉の唇くちびるを、無理矢理塞ふさいだ。




　きっと今の俺たちは、どんなラブコメ漫画よりも、ドラマチックなラブコメイベントを消化しているんじゃないだろうか？




　俺はこれから先も、漫画家として最高のパートナーであり、大好きな彼女である茉莉と、最高の漫画を描かいていこう！

　願わくば、ずっと二人で──。
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エピローグ







「ちょっと泉せんっ！　あんたねえ、そのページのペン入れにどんだけ時間かかってんのよ!?」

「仕方ないじゃん！　このページ、今月分で一番大事なページだから時間かけて丁てい寧ねいに仕上げたいんだって！」

「あーもう、二人ともうるさいですってば！　トーン削けずるの集中力いるんですから、静かにしてて下さいよ！」




　新しい連れん載さいが開始して、一年が経過した。

　俺たちはと言えば、それまでとほとんど変わらない日々を過ごしている。俺と茉まつ莉りは相変わらずよく喧けん嘩かしていて、年下のエミリちゃんがそんな俺たちを叱しかる。

　変わったことといえば、エミリちゃんがついに漫画家デビューしたこと、だろうか。

　まだ連載は取れていないから、連載できるまでは俺たちのアシスタントをしてくれている。

　今日も茉莉の仕事場で、三人で騒さわがしく原げん稿こう作業を進める、そんな日々。




　そこで、誰だれかが鍵かぎを開けて仕事場に入ってくる。

「お邪じや魔ましますです」

「あ、杏あん璃りちゃん!?」

「兄さん……姉さんからボクに乗り換かえる決心はつきましたか？」

　杏璃ちゃんが一目散に俺のところへ来て、原稿作業中の俺の膝ひざの上に乗っかった。

「ちょっと杏璃ぃ、何してんのよ!?　ひ、人の彼氏に……！　いくら子供だからって許さないわよ！」

「姉さんには話しかけてないです。兄さん、どうですか？　ちなみに、姉さんよりボクの方が、将来はナイスバディになる予定です」

「あ、杏璃ちゃん！　気持ちは嬉うれしいけど、締め切り前だから原稿作業させて欲しいな～……」

「ちょっと泉っ！　あんたももっとはっきり断りなさいよおっ!?」

「あーもう！　二人とも、手の動き止まってますよ!?　締め切りまであと何時間だか分かってるんですか!?」

「「ご、ごめんなさい……」」




　そこで今度は、インターフォンが鳴った。

「も[image: ～][image: ～]この忙いそがしいってのに今度は一体誰よ!?」

「あーもう、俺が出ればいいんでしょ？　はーい。……！　早さ乙おと女め……さん!?」

「お疲つかれ様で～す。みなさん、原稿作業は捗はかどってますか～？」

　担当編集者の早乙女さんが、にこやかに仕事場にやってきた。

「アポなしで家に来るなんて珍めずらしい……どういうこと!?」

「はっ！　まさか、打ち切り宣告……」

　思わず身構える俺たち。

　どうにも、何かある度たびに打ち切りなんじゃないかと恐きよう怖ふしてしまう。

「ちょっとちょっとお、違ちがいますよお。今日はお二人に重大発表がありまして……」

「重大発表、って……やっぱり打ち切りじゃない！」

「だから違いますってえ！　お二人共、前作の打ち切り宣告がトラウマになっちゃってません!?　むしろ逆です！　朗報です！」

「え……？　朗報？」




「先月のアンケート結果が出まして……なんと、二人の連載が先月の『ドラゴン』で一位を取ることができました～っ！」




「え……」

「「「えぇぇぇ!?」」」




　同時に大声を上げて驚おどろく、俺と茉莉に、エミリちゃん。

「い、一位って……噓うそでしょ!?」

　茉莉が驚くのも無理はない。俺たちの連載は、一話目で二位を記録したのが過去最高順位で、それ以降はずっと三位から十位くらいの間を行ったり来たりしていた。

「そんな噓つくわけないじゃないですかぁ～。本当に本当ですよぉ～！」

「一位……俺たちの漫まん画がが……」

　俺も思わず、声に出して確かめる。




「やった──！　夢みたい！」




　そこで突とつ然ぜん茉莉が、俺に抱だきついて喜んだ。

「あ～あ、もう……。でもお、本当におめでとうございます」

　そんな俺たちを見て、呆あきれながらも、エミリちゃんが祝福の言葉をかけてくれた。

「ちょ、ちょっと姉さん……ボクの兄さんに何するですか！」

　大きな目標の一つだった『ドラゴン』のアンケートで一位を取ることができるなんて……本当に夢みたいだ。




「よっしゃあああ、次はコミックスの売り上げランキング一位だな！」

　俺はガッツポーズを決めながら、茉莉の顔を見て言う。

「ふっ、それもだけど、やっぱり次はアニメ化でしょ!?」

　茉莉は俺に向かってビシッと指を差して言う。

「……これからも、末永く宜よろしくね？　泉」

「……！」

　茉莉はそこで俺の顔を真しん剣けんに見つめると、俺に向かって右手を差し出した。

　まるで俺たちがコンビを組んだ、あの日のように。

「こちらこそ、これからも末永く宜しく、茉莉！」

　俺はその手を強く握にぎり返す。




　俺たちの漫画家としての戦いは、まだまだ始まったばかりだ！

　これから先も茉莉と一いつ緒しよに、一つずつ夢を叶かなえていこう。

　茉莉と二人でなら、きっとできるはずだから──。
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　ご無ぶ沙さ汰たしております、村むら上かみ凛りんです。

『オレと彼女の萌もえよペン』を最終巻まで見守って下さり、誠にありがとうございました！

　そして、前巻で特に予告せずに今回が最終巻となってしまい、驚おどろかせてしまっていたら申し訳ありませんでした。




　このシリーズは今巻で最終巻を迎むかえましたが、いかがでしたでしょうか？

　思い返してみれば、この作品は常に皆みな様さまに支えられて今巻までくることができました。

　ドラゴンマガジンでの企き画かく『龍りゆう皇おう杯はい』で皆様からのありがたい投票によりシリーズを始めることができたのが全ての始まりでした。

　自分自身がコンビを組んで漫まん画がを描えがいていたという経験を生かして『漫まん画が家かものラノベを書いてみたい！』と思い立ち、時には楽しく、時には大変な思いをして、試し行こう錯さく誤ごしながら執しつ筆ぴつしました。

　ラブコメ作品ではありますが、前作とは違ちがう『職業もの』『業界もの』ということで、自分で始めたのに何度か苦戦することもありました（笑）。

　ですが、周りの方々の支えや、読者の皆様からのお手紙、ツイッターでの応おう援えんリプライ、サイン会でのありがたいお言葉を胸に、ここまで執筆することができました。感謝してもしきれません。

　前作とはイメージの違う作品にしよう、またキャラも被かぶらないようなタイプのキャラにしよう、と意気込んで作り上げ、少々奇き抜ばつなキャラが多くなってしまったように思いますが（笑）、そんなキャラたちを皆様に愛して頂けて本当に嬉うれしかったです。




　また、この作品はこちらが最終巻となりますが、二〇一六年二月に以前ドラゴンマガジンで描かせて頂いた短編をまとめた『オレと彼女の萌えよペン　増刊号』という短編集を出して頂くことになりました！

　泉と茉莉の漫画創作や学園祭取材エピソード、また前作『おまえをオタクにしてやるから、俺をリア充じゆうにしてくれ！』とのコラボ短編も掲けい載さいされますので、未読の方は是ぜ非ひチェックして頂けると嬉しいです。

　また、書き下ろしとして最終巻から数年後の泉と茉莉の物語も収録されますので、ドラゴンマガジンで短編を読んでいた方にも楽しんで頂ける内容になるかと思います。

　あと少し、『萌えペン』を見守って頂けましたらとても嬉しいです。何卒宜よろしくお願い致いたします。




　最後になりましたが、この場を借りて謝辞を述べさせて下さい。

　担当編集様。

　今回何度も粘ねばって修正のご意見を頂きまして、本当にありがとうございました。おかげさまで、初しよ稿こうとは比べものにならない原げん稿こうが出来上がったと思います。

　ご迷めい惑わくをおかけして申し訳ありません。精進していきますので、今後ともどうぞ宜しくお願い致します。




　イラスト担当のつかこ様。

　このシリーズのイラストを担当して下さり誠にありがとうございました。いつもつかこさんの、作品愛を感じる素敵なイラストが上がって来るのがとても楽しみでした。

　今巻でも、最終巻に相応ふさわしい素晴らしい表紙を描いて下さり、表紙イラストが送られてきたときはとてもテンションが上がりました。

　この作品がこんなに華はなやかになったのは、つかこさんのイラストのおかげです。




　そして読者の皆様。

　重ね重ねになりますが、今巻まで『萌えペン』をご愛読頂きまして、誠にありがとうございました！

　願わくば、またどこかでお目にかかれたら嬉しく思います。


村上凛
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